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txt060100 企業経営と経営情報システム

txt060111 経営戦略・経営管理

① 現代企業

ⓐ 現代企業の特徴

㋐ 所有と経営の分離

㋑ ゴーイングコンサーン

㋒ 企業目的の多様化

㋓ 企業環境の内部化

ⓑ 企業の社会的責任(ＣＳＲ)

㋐ 公害を防止し、自然環境の保護や改善に努力する。

㋑ 市民の一員として、地域住民の福祉に協力する。

㋒ 国家の一員として、国民社会福祉に貢献する。

㋓ 消費者の立場に立ち、消費者の利益保護に努める。

㋔ 従業員の福祉や生き甲斐を満たすような職場環境を作る。

ⓒ 社会的責任投資(ＳＲＩ)

社会的責任投資は、株主としての立場・権利を行使して、経営陣に対し、ＣＳＲに配慮した

経営を求めていく投資のことである。

② 経営環境の変化

ⓐ 日本的経営の特徴

㋐ 終身雇用制

㋑ 年功と学歴に基づく年功序列制

㋒ 集団的決定制度である稟議制度

㋓ 福利厚生施設の充実

㋔ 企業別労働組合
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ⓑ 経営環境の国際化現象

国際化は、経営や経済をはじめ、政治や文化の面でも顕著になっている。国際化現象が具体

的に現れているものに次のものがある。

㋐ 輸出入構造の変化

㋑ 海外投資の増大

㋒ 企業の多国籍化

ⓒ 経営環境の国際化現象の背景の要因

㋐ 国家間の経済的・政治的相互依存度が高まっている。

㋑ 交通や情報通信の技術が進歩し、地理的な制約が相対的に緩和された。

㋒ 情報通信網の拡大によって、世界のどこでも同じ情報を即座に受け取ることができる。

㋓ 国境の意味が薄れてきた。

ⓓ 業際化

市場、業種、業態の区分が曖昧になる業際化が進んでいる。重厚長大産業がカタログ販売や

外食産業に進出したり、流通業が金融業や不動産業の活動を行うなど、異なる業種の企業が業

務提携し、新しい製品を作り出す異業種交流も盛んになっている。

③ 経営戦略

ⓐ 経営戦略とは

経営戦略は、企業の経営目標を達成するために、企業内外の環境変化に対応して、経営活動

を統括し、計画的に適応させるために作成される、長期展望に基づく企業経営の理想像、経営

上の方策・手段である。経営戦略策定には、自社の強みと弱み、想定される経営上のリスク、

環境の変化、顧客満足などを考慮する。競争優位を指向する経営戦略の策定では、ＣＳＦ(主要

成功要因)、競合分析、ポートフォリオ分析などを実施する。

ⓑ 企業の革新

企業が時代の変化に柔軟に対応していくには、革新の姿勢が必要である。新製品の開発や新

生産方式の導入、新販路の開拓、組織の変換が求められる。

ⓒ 企業の革新を促進する条件

㋐ 生産指向であるよりも、マーケット指向の方が、革新的である。

㋑ 集権的組織よりも、分権的組織の方が、革新的なアイデアが生まれる。

㋒ 職能別組織よりも、事業部制組織の方が、革新を行いやすい。
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㋓ たて形組織よりも、プロジェクト組織やマトリックス組織といった流動的組織の方が、新

しい発想に柔軟に対応できる。

ⓓ 競争市場戦略

市場での競争優位を狙う戦略である。

㋐ 市場リーダー型戦略

非価格競争で需要を拡大し、最大のマーケットシェアを狙う。

㋑ 市場チャレンジ型戦略

リーダの地位を狙い、差別化を図りながらマーケットシェアの獲得を目指す。

㋒ 市場フォロワー型戦略

上位企業の戦略を模倣し安いコストを活かして市場内に存続する。

㋓ 市場ニッチ戦略

市場内の適所に圧倒的な地位を獲得する。ニッチ戦略とは、差別化戦略をより先鋭化さ

せ、専門家やマニア向けなど、非常に限定された市場ドメインに特化し、その市場ドメイ

ンでのシェアや収益性の維持を目指す戦略である。

ⓔ 技術開発戦略

技術開発戦略は、企業の持続的発展のために、技術開発に投資しイノベーションを促進し、

技術と市場ニーズを結びつけて事業を成功に導く方法である。

ⓕ ＴＬＯ

ＴＬＯは、大学などが所有、創造する研究成果を特許権などの知的財産権に権利化した上で

それを基にしたベンチャー企業を興したり、民間企業に権利供与したりすることの橋渡しのた

めに設けられた機関である。産学連携推進の一環として、1998年５月に成立した「大学等にお

ける技術に関する研究成果の民間事業者への移転の促進に関する法律」に基づき、全国の有力

大学でＴＬＯが設立された。大学の研究成果、知的財産権の活用で得られる収益を研究者や大

学へ還元することで、大学の研究活動の活性化を図る狙いがある。

ⓖ Ｍ＆Ａ

Ｍ＆Ａは、２社以上の会社が1つの法人格となる合併と企業の一部ないし全部を買い取る買収

がある。買収には、株式取得と事業買収の２種類の方法がある。

Ｍ＆Ａの目的は、自社にない経営資源を取得したり、複数事業間の相乗効果を上げたり、複

数の事業を保有することで事業リスクの分散を図ったりすることがあげられる。また、蓄積す

るのに時間がかかる技術やノウハウを即座に手に入れることができるという点が重視される。

具体的な方法としては、新株を引き受ける方法、株式公開買付などにより株式を取得する方

法、株式交換によって、ターゲット企業を傘下に組み込む方法、合併によってターゲット企業

と統合する方法などがある。
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ⓗ コアコンピタンス

コアコンピタンスは、顧客に対して価値提供する企業内部の一連のスキルや技術の中で、他

社がまねできない、その企業ならではの力のこと。競合他社に対しては、経営戦略上の根源的

競争力につながるものであり、他社との提携などの際に相手に与える影響力や業界イニシアテ

ィブの強弱のキーともなる。

ⓘ コンピテンシ評価

コンピテンシ評価は判断力、責任感、積極性などといった従来の能力評価に代わって｢営業上

必要な情報を収集して把握できる｣、｢サービスに関する顧客ニーズを把握できる｣など具体的な

思考・行動を規定し，優秀な社員がどのような特性を持っているのか傾向を分析したうえで，

理想の社員像を提示し，社員の育成に役立てていこうとするものである。

ⓙ ベンチマーキング

ベンチマーキングは、経営や業務・ビジネスプロセスの非効率な部分を改善するため、他分

野における優良事例や優れた実践方法を探し出して、自社のやり方とのギャップを分析してそ

のギャップを埋めていくためにプロセス変革を進めるという経営管理手法である。

現行のビジネス業務を測定し、それをベスト企業の業務と比較する継続的プロセスであり、

数値評価を行うことで、判断に客観性をもたせ、社員に具体的な目標を与えることができる。

最強の競合相手または先進企業と比較して、製品、サービスおよびオペレーションなどを定性

的・定量的に把握する手法で、ビジネスプロセスの改革、優良企業との競争力の強化を図るこ

とができる。

④ プロダクトポートフォリオ(ＰＰＭ)

ⓐ プロダクトポートフォリオとは

ＰＰＭは、多種類の製品を生産・販売したり、複数の事業を行ったりしている企業が、戦略

的観点から経営資源の配分が最も効率的・効果的となる製品・事業相互の組み合わせを決定す

るための経営分析・管理手法である。

｢金のなる木｣は、成長率は低いが占有率が高く、大きな追加投資なしにキャッシュフローを

生み出す事業、｢花形製品｣は、成長率、占有率共に高く、市場の成長に合わせた投資を続けて

いくことが必要な事業、｢問題児｣は、成長率は高いが占有率が低く、市場の成長に対して投資

が不足している事業であり積極的な追加投資か、撤退が必要な事業、｢負け犬｣は、成長率、占

有率共に低く、将来性が低く基本的に撤退すべき事業と考え、｢金のなる木｣から得た収益を｢問

題児｣に投入し、｢花形製品｣に育てるといった投資戦略が原則となる。

ⓑ プロダクトライフサイクル

プロダクトライフサイクルは、商品が市場に投入されてから、次第に売れなくなり姿を消す
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までのプロセスのことである。プロダクトライフサイクルの段階区分は、導入期、成長期、成

熟（市場飽和）期、衰退期の4段階で表現される。

㋐ 導入期

市場に製品が投入された段階で、製品を認知してもらうために積極的にプロモーションを

行い、市場を拡大することが重要である。この段階は売上も小さく、研究開発費などがかか

るので利益はでない。

㋑ 成長期

製品が受け入れられてくると競合製品も増加するため、差別化戦略が重要になる。ブラン

ド力を強化し、消費者ニーズに応じて商品を特徴づけ、チャネルも拡大し、自社の製品を市

場に浸透させていくことが重要になる。売上も利益も急拡大する時期である。

㋒ 成熟期

市場の成長が鈍化し、売上、利益とも頭打ちになる時期である。上位企業にとってはシェ

ア拡大が重要な課題で、下位企業にとっては生き残りをかけ、特定ターゲットをねらったニ

ッチ戦略が重要となる。

㋓ 衰退期

値引き競争が頻繁に行われ、売上も利益も減少する時期である。生産性を維持しながら、

既存の保守的な顧客を維持していくことが重要な課題となる。多くの企業にとっては、撤退

時期を判断することも重要になってくる。

⑤ マーケティング

ⓐ マーケティングとは

マーケティングは、市場の顧客ニーズを満たしつつ利益を得るための企業活動である。顧客、

自社、競争相手、協力者を加えた４Ｃ、製品、価格、流通、販売促進の４Ｐをどのように組み

合わせるかが問題になる。マーケティング分析は、このために行う分析手法で、市場規模や顧

客ニーズ、自社の経営資源や業績、競合関係などについて分析を行うことである。

マーケティング活動は、事前の市場調査、ターゲットとする市場と顧客の選定、自社のポジ

ショニングの確立、戦略的マーケティングミックスの決定、計画の実行と評価などの活動が含

まれる。

ⓑ マーケティングミックス

マーケティング戦略を、商品、市場特性、企業イメージなどに応じて最適に組み合わせて実

行することである。

㋐ 製品戦略(Product)：製品系列の組み合わせ

㋑ 価格戦略(Price)：需給・コスト・製品特性・ブランドイメージなどに基づく価格体系

㋒ 流通戦略(Place)：販売経路の選択と確保
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㋓ 販売促進戦略(Promotion)：人的販売促進や広告宣伝活動の実施

ⓒ マーケティングリサーチ

商品やサービスに関して、消費者の興味、購入した顧客の満足度について調査することであ

る。消費者の興味や満足度を調査し、商品開発やマーケティング戦略に活用する。調査手法と

しては、面接、電話、郵送などによるアンケート調査が一般的である。

ⓓ マーチャンダイジング

マーチャンダイジングは、消費者の欲求・要求に適う商品を、適切な数量、適切な価格、適

切なタイミング等で提供するための企業活動である。新商品・製品・サービスの開発や調達を

通じて、戦略的に品揃えを行う活動である。

ⓔ マスマーケティング

マスマーケティングは、大量生産と大量販売である。マスメディアを用いた広告の大量投入

を前提とし、市場の成長期にマーケットリーダーが用いる手法としては有効だが、消費者の価

値観が多様化した市場では特定のニーズに応えきれない場合がある。

ⓕ セグメンテーション

セグメンテーションは、共通のニーズを持ち、類似した購買行動をとる顧客の集団に市場を

分割し、その中から標的市場を選定して、特徴に応じた対応をとるマーケティングの手法であ

る。顧客のニーズは多様化しており、不特定多数の顧客を、共通のニーズを持って類似した購

買行動をとる層に分類し、その中の特定のセグメントに照準を合わせてマーケティングの資源

を集中投下するのが、マーケット・セグメンテーション(市場細分化)の考え方である。

ⓖ ポジショニング

ポジショニングは、ターゲット市場の顧客の心の中に独自の位置を占めるために、企業が自

社の提供物とそのイメージをデザインすることを指す。ポジショニングは自社を他社と差別化

するために行なうもので、自社のポジショニングが他社と異なっている必要があり、最も効果

的なポジショニングは独特で他社が容易に模倣できないポジションを占めることである。変化

する環境の中では、ポジショニングは永続的でないので、企業はつねに自社のポジショニング

を見直す必要がある。

⑥ 経営管理

ⓐ ＢＰＲ(ビジネスプロセスリエンジニアリング)

ＢＰＲは、企業活動に関するある目標を設定し、それを達成するために業務内容や業務の流

れ、組織構造を分析、最適化することである。組織やビジネスルールや手順を根本的に見直し、
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ビジネスプロセスに視点を置き、組織、職務、業務フロー、管理機構、情報システムを再設計

し、最終的顧客に対する価値を生み出す一連の改革である。組織や事業の合理化が伴うため、

高度な情報システムが取り入れられる場合が多い。

分析手法として、ＢＳＣ(Balanced Score Card)手法が用いられる。戦略・ビジョンを４つの

視点で分類し、財務の視点、顧客の視点、業務プロセスの視点、学習と成長の視点ごとに目標、

業績評価指標、ターゲット、具体的プログラムを設定する。

ⓑ ＢＰＭとＢＰＭＳ

ＢＰＭは、ビジネスプロセスに「分析」「設計」「実行」「モニタリング」「改善・再構築」と

いうマネジメントサイクルを適応し、継続的なプロセス改善を遂行しようという経営・業務改

善コンセプトのことである。このコンセプトを実行するために複数の業務プロセスや業務シス

テムを統合・制御・自動化し、業務フロー全体を最適化するための技術やツールを用いる。

ＢＰＭＳは、ＢＰＭを実現するための実行プラットフォームであり、個々のＩＴシステムは

ＢＰＭＳの上に構築される。ＢＰＭＳには、業務の成長・企業の発展と同期して変更・成長で

きることが必要であり、将来の変更・成長を担保する仕組みが、ＢＰＭＳには求められる。

ⓒ ＢＰＯとＩＴＯ

ビジネス・プロセス・アウトソーシング(ＢＰＯ)は、各企業の内部管理部門で行われていた

総務、人事、経理、給与計算関係のデータ入出力を中心とした業務やコールセンターなどのビ

ジネスプロセスを専門企業に外部委託することである。

ＩＴアウトソーシング(ＩＴＯ)は、プログラム作りなどのコンピュータやインターネット技

術に関連した業務のアウトソーシングである。

ⓓ 人的資源管理

経営管理における人的資源管理として、ＯＪＴ、目標管理、人材開発、裁量労働制などが重

要である。

ＯＪＴは、仕事中，仕事遂行を通して訓練をすることであり、目標管理は、個々の担当者に

自らの業務目標を設定、申告させ、その進捗や実行を各人が自ら主体的に管理する手法である。

裁量労働制は、労働時間の制約を受けず、業績に応じて給与が算定され支払われる形態の労働

形態をとる職種に対して適用される制度である。

ⓔ ワークライフバランス

㋐ ワークライフバランス

ワークライフバランスは、仕事と家庭や地域生活のバランスを考え、子育て期、中高年期

といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現することを指す。

㋑ カフェテリアプラン

カフェテリアプランは、企業の福利厚生制度などを社員が自由に選択できるようにした制

度のことである。
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㋒ フリーエイジェント制

フリーエイジェント制は、所属チームとの契約を解消し、他チームと自由に契約を結ぶこ

とができるスポーツ選手のことである。

㋓ ワークシェアリング

ワークシェアリングは、仕事を分かち合い、１人当たりの労働時間を短縮することで、社

会全体の雇用者数の増大を図る考え方である。

ⓕ アライアンス

企業経営上で用いるアライアンスは、複数の企業間の様々な連携・共同行動を指す。最近で

は、常識や系列を超えた合従連衡の動きが表れ、様々な形での連携が広がっている。

近年、アライアンスが増加している背景には、成長が見込めない中で無駄な競争を避けたい、

複数社で多額の資金を要する開発コストを分担したい、選択と集中を掲げた結果、自前主義へ

のこだわりが薄れたことなどがあげらる。

ⓖ サテライトオフィス

本社とは離れた場所に分散して配置した小規模なオフィスである。本社と各拠点をネットワ

ークで結び、本社と同様の作業環境を提供する。住宅地に近い場所に設置して、社員の通勤負

担を減らし、企業のオフィス経費を減らせる。在宅勤務と異なり、勤怠管理や社員相互の意思

疎通の問題をある程度解決することができる。

ⓗ ＳＯＨＯ

ＳＯＨＯは、小規模オフィスや自宅兼用オフィスで仕事をする個人事業者を指す。中小企業

者や個人事業者に対するコンピュータサービスを対象にした市場である。パソコンの高性能化

やインターネットの普及により、業種によっては小規模な事務所でも、大企業と同等の業務が

行えるようになってきたことから、新しい企業形態を表すキーワードになっている。在宅勤務

にもインターネットなどの充実に伴って利用される。パソコン市場でも、サーバーやネットワ

ーク機器など、ＳＯＨＯをターゲットにした製品が相次いで登場している。

ⓘ ワークフローシステム

ワークフローシステムは、、電子化された申請書や通知書をあらかじめ決められた作業手順に

従い、集配信する、決裁処理を行うことである。稟議・報告書・届出申請の承認手続きを電子

化して、スピード向上、業務効率化、内部統制強化を図る機能である。

⑦ 企業組織

ⓐ 企業組織とは

企業組織は企業の職務および権限、責任を各構成員に割り当てたものである。企業組織を権
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限および責任の関係から規定したものが組織形態である。企業組織を編成するときは、企業目

的達成のために必要な業務の部門化、各部門に対する職務および責任の割り当て、各構成員に

対する職務遂行のための地位の決定が必要である。

ⓑ 企業組織の機能

㋐ 企業の目的を達成するために必要な職務を各構成員に割り当てる。

㋑ 職務を遂行するために必要な権限と責任を割り当てる。

㋒ 各職位間の相互関係を明確にする。

ⓒ 組織構造の基本的な考え方

㋐ よこ構造

組織を専門職種ごとに部門化する。部門別の組織構造がよこ構造に該当する。

㋑ たて構造

経営者－管理者－部下といった指揮－報告の関係が成り立つ、垂直分化された構成のこと

である。

㋒ スパンオブコントロール

スパンオブコントロールは一人の管理者が直接指揮できる部下の人数である。人数が多す

ぎると監督者の目が届かない。少ないと監視し過ぎる。

㋓ 命令一元化の原則

組織秩序を保持するために、各組織構成員に対する直接の指揮・命令権者は１人であるこ

とを原則とする。

㋔ 専門化の原則

専門化の原則は限定された分野に専念できるように、それぞれの専門分野が相互依存性を

高められるように仕事を区分することである。

ⓓ ラインスタッフ組織

ラインスタッフ組織は生産や販売などを担当するライン部門と、総務や経理など専門化され

た職能を担当するスタッフ部門に分けて組織化することである。ライン部門は、命令・報告と

いう権限の関係で結ばれる。スタッフ部門はライン部門に対する助言とサービスを行う権限し

か持たない。

基本的な職能は、ライン組織として編成し、専門化した職能はスタッフ組織として編成し、

スタッフ組織は基本的な職能を側面的に援助できるようにする。ライン組織での指揮・命令の

統一化と責任、権限の明確化またスタッフ組織での経営管理職能の専門化という２つのメリッ

トを同時に求める。業務の拡大化と高度化に対応するため、ほとんどの大企業が採用している。

ⓔ 事業部制組織

事業部制組織は企業規模が大きくなるとトップがすべてを管理することができなくなり、ラ
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イン部門をプロジェクト別に事業部として分離し、それぞれの事業部で利益責任を負う組織の

構造である。事業部に分化する考え方に、製品別、地域別、市場別の形態がある。

ⓕ 事業部制の長所

㋐ 次期経営層の養成

㋑ 官僚主義的な弊害解消

㋒ 責任範囲の明確化

㋓ 競争意識の醸成

㋔ モラールの高揚

ⓖ 事業部制の短所

㋐ 仕事の重複

㋑ 競争意識の過剰

㋒ 人事異動の困難

㋓ 本部方針の無視

ⓗ マトリックス組織

マトリックス組織はプロジェクトと各職能部門を交流させ、変化の大きい経営環境に柔軟に

対応していこうとする組織形態である。権限と責任が二重化されてしまい、命令一元化の原則

が崩れてしまうため、メンバの柔軟な姿勢と責任感がより重要である。職能別・製品別・事業

部組織のそれぞれの長所を取り入れた組織であり、日常定例的な業務活動と新規課題の解決を

同時に遂行しようとする組織形態でもある。各プロジェクト組織は職能別組織の集合体として

組織化される。

ⓘ マトリックス組織の利点

㋐ 共通の人的資源が使える。

㋑ 資源を効率的に配分できる。

㋒ 職務横断的な意思決定を目指す柔軟な組織構造である。

ⓙ マトリックス組織の欠点

㋐ 権限関係が曖昧になる。

㋑ 意思決定に時間がかかりタイミングを逸する。

㋒ 調整専門の人員が必要となる。
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ⓚ プロジェクト組織

プロジェクト組織はプロジェクトの遂行を目的とする一時的な組織である。組織はプロジェ

クトマネージャ、外部コンサルタント、関連するユーザ部門のメンバ、情報システム部門のメ

ンバ、開発チームなどから編成される。組織のメンバはプロジェクトに専任の場合もあれば、

日常業務と兼任の場合もある。マトリックス組織が用いられるケースがある。プロジェクト組

織は、開発フェーズが進むにつれて柔軟に調整・変更される。

⑧ 管理者の階層

ⓐ 経営管理者とは

経営管理者は企業を取り巻く経済的・社会的・技術的環境の変化に対応して、企業の維持と

成長を図り、意志決定を行うことを専門の職能とする人である。経営管理階層は、経営者層を

その果たす役割によっていくつかの階層に分けたものである。最高経営層、中間経営層、監督

者層などからなる。

ⓑ 経営者の職能

計画、組織、指令、調整、統制の５つの要素からなり、これらの要素は循環する一連のプロ

セスを形成する。経営者の職能は、意思決定を核とする一連のプロセスで、問題発見、代替案

の策定、代替案の選択、代替案の実施、実施の評価とコントロールという一連のプロセスを企

業の経営に関して行うことである。新しいアイデアを企業化する革新機能や企業の社会的責任

の遂行も経営者の重要な役割である。

⑨ 管理者階層と各階層の業務

ⓐ 管理者の階層

経営情報

システム

管理情報システム

業務情報システム

経営者層

部課長層

主任担当者層

経営意思決定支援

企画管理意思決定支援

日常業務自動化
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ⓑ トップマネジメント

トップマネジメントは、社長、副社長、専務、常務など、取締役会を構成する人々が中心と

なる。企業全体の方向性を決め、意思決定を行う階層である。

ⓒ トップマネジメントの業務

㋐ 受託経営層

各利害集団の利害を調整する任務で取締役会が担当する。

㋑ 全般経営層

企業全体の活動に対する総合的な指揮管理で社長が担当する。

㋒ 主要部門経営層

大企業では、全般経営を補佐する常務が担当責任者として主要部 門の経営も遂行する。

ⓓ ミドルマネジメント

部長、課長などの中間管理者が中心となる。トップマネジメントの意向を汲み取り、具体的

な目標を立案し、ロアーマネジメンを管理する階層である。現実の経営活動の執行に当たる中

心的な存在で管理的意思決定を行う。具体的な作業内容として、人事計画、研究・開発計画、

設備投資計画、資金計画などがある。

ⓔ ロアーマネジメント

係長や主任などの現場の監督者が中心となる。目標を達成するために具体的な計画を立て、

実現に向けて管理および実行する。ミドルマネジメントの指揮、命令に基づいて、日程計画、

週間計画という短期の行動目標を立てる。業務的意思決定を行うことにより、現場での日常業

務に関し、その効率的な遂行を図るものである。意思決定の内容として、従業員の配置、訓練

の人間の管理と作業管理、品質管理などの仕事の管理がある。

⑩ 企業における情報化

ⓐ 企業内の情報処理活動

最近の企業内の情報処理活動は、単なる事務処理に止まらす、販売活動や営業活動、顧客と

の関係、流通・輸送、生産工程の管理、生産要素の制御、財務・金融など多方面にわたってお

り、多様化・複雑化するとともに、これの関連するシステムが連携して最適化を図る仕組みま

で利用されるようになっている。

情報処理活動を効果的に行うことが、企業にとって重要な課題になっている。経営戦略に関

連して、情報システム戦略を定め、全体システム化の考え方に従って、情報システムを構築し、

活用することが企業経営や組織運営にとって不可欠なものとなっている。
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ⓑ コンピュータシステム上の情報処理

㋐ データ処理

㋑ データの蓄積・保管

㋒ 情報の効率的な検索

㋓ 情報の配布

㋔ 定型処理の蓄積・保管と再利用

㋕ 経営者・管理者の意思決定支援

㋖ 業務処理の自動化

㋗ 生産工程の最適化・自動化

㋘ 流通・輸送の最適化・自動化

㋙ 販売・営業活動の支援

㋚ 顧客サービスのシステム化

㋛ 各種管理の自動化

ⓒ 企業における情報化の特徴・課題

㋐ 企業間競争で優位性の確保、生産性向上による利益確保

㋑ 経営戦略の支援、意思決定の支援

㋒ 他企業とのオンライン提携、業界間・企業間システム

㋓ 組織内業務の合理化、組織内部の情報処理の自動化

㋔ 企業内システムの充実・高度化・統合化

㋕ エンドユーザコンピューティングの導入

㋖ アウトソーシングの採用

㋗ ダウンサイジング化の進展

㋘ インターネットの活用とセキュリティの確保

㋙ ｅラーニングの導入による社員教育の充実

㋚ パッケージ化による開発投資の合理化

ⓓ 情報化による企業活動への恩恵

㋐ データの大量高速処理が可能になり、人手による事務作業が削減される。

㋑ 各部門で発生するデータを集中管理し、重複処理や相互矛盾が解消する。

㋒ 部門間のコミュニケーションが円滑になる。

㋓ 管理者・監督者の意思決定の迅速化

㋔ 定型作業の自動化

㋕ 管理の高度化

㋖ 顧客ニーズへのきめ細やかな対応が可能になる。
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ⓔ ＣＩＯとは

ＣＩＯは情報担当役員で、企業の情報システムや情報戦略に関する責任者である。通常、常

務以上の役員が担当する。企業情報システムの構築発展のために、コンピュータの知識だけで

なく経営者としての立場から、戦略の武器として情報システムおよび情報システム部門を把握

し統率する必要がある。

ⓕ ＣＩＯの業務

㋐ 経営戦略の一部としての情報化戦略を立案・実行する。

㋑ 情報技術に基づいた形で企業に適切な経営戦略を提案する。

㋒ 部門間や外部との調整を行い業務組織や業務プロセスを改革して情報システムに適合させ

る。

㋓ 情報部門を含めて全社のＩＴ資産(人材、ハードウェア、ソフトウェアなど)の保持や調達

を最適化する。

⑪ 情報システム戦略

ⓐ 情報システム戦略

経営戦略の一環として、情報や情報技術を導入・活用していくための方針、計画、考え方な

どのことである。企業活動では、人、もの、金、情報が重要な経営資源である。情報をどのよ

うにして入手し、蓄積、活用するかが、経営戦略を握る重要な意味をもっている。

ⓑ 戦略策定手順

㋐ 経営戦略の確認

㋑ 業務環境の調査・分析

㋒ 業務、情報システム、情報技術の調査、分析

㋓ 基本戦略の策定

㋔ 業務の新イメージ作成

㋕ 対象の選定と投資目標の策定

㋖ 情報システム戦略案の策定

㋗ 情報システム戦略の承認

ⓒ 全体システム化計画

従来のシステム開発は、情報システムの多様化・複雑化、短期開発の要求の高まりなどの影

響を受けて、構築するシステムが個別最適化の考え方で構築されてきた。そのために、同じ内
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容のデータが散在したり、使用する技術が異なるためシステムの連携ができなくなる現象が起

きている。

すべてのシステムを網羅したデータの一貫性やセキュリティの維持、市場での競争優位や顧

客に提供する価値の創造などのビジネス戦略を実現するために、ＩＴ戦略を立案し、ビジネス

戦略と結びついたシステムを構築する必要がある。

⑫ 戦略実行マネジメント

ⓐ プログラムマネージメント

プログラムは複数のプロジェクトが有機的に結合された事業である。プログラムマネージメ

ントは、全体使命を達成するために、外部環境の変化に対応しながら柔軟に組織の遂行能力を

適応させる実践力のことであり、プロジェクト間の関係や結合を最適化して全体価値を高め、

全体使命を達成する統合活動を行うことである。

ⓑ フレームワーク

フレームワークは、全社的な組織構造の中に情報システム関連の組織を組み込み、位置づけ

と使命を明確にした枠組みであり、情報システムの統制について、要件を定義し、明確化する

ことである。

情報システムの戦略立案から廃棄に至るまでの包括的なフレームワークや、マネージャ、監

査人、ＩＴユーザーに通じる尺度や判断基準、ビジネスプロセスやベストプラクティスなどを

提供する。ＩＴＩＬやＣＯＢＩＴが参考として活用される。また、企業目標やビジネス戦略を

実現するために設定した具体的な業務プロセスをモニタリングするために設定される指標とし

て、ＫＧＩやＫＰＩがある。

ⓒ 戦略実行マネジメント

戦略実行マネジメントは、情報システム戦略の実行状況をモニタリングし、情報システム戦

略の実現を確保する一連の活動である。モニタリングのための指標を定め、モニタリングし、

その結果を差異分析し、活動内容の制御・改善を図る。

⑬ エンタプライズアーキテクチャ(ＥＡ)

ⓐ ＥＡとは

ＥＡは、組織全体の業務とシステムを統一的な手法でモデル化し、業務とシステムを同時に

改善することを目的とした、組織の設計・管理手法である。全体最適化を図るためのアーキテ

クチャモデルを作成し、目標を明確に定めることが必要である。

アーキテクチャモデルは業務とシステムの構成要素を記述したモデルのことで、組織全体と
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して、業務プロセス、業務に利用する情報、情報システムの構成、利用する情報技術などの領

域のアーキテクチャを整理し、システム全体の現状と理想像を表現することである。

ＥＡは、企業全般にわたるアーキテクチャであり、強力な規範に基づいて体系的に策定し、

管理・統制する必要がある。

ⓑ ＥＡの目的

㋐ 個別最適システムから全体最適システムの実現

㋑ 新規システム構築のコストの削減と開発時間の短縮

㋒ データの一貫性確保とセキュリティの維持

㋓ 業務プロセスやデータの全体最適化における位置づけの評価

㋔ システムで採用する新技術、製品の妥当性の評価

ⓒ ＥＡのアーキテクチャ

㋐ ビジネスアーキテクチャ(ＢＡ)

ＢＡは、組織の目標や業務に体系化したアーキテクチャで、企業全体の組織構造や役割な

どを定義し、業務プロセスや情報をモデル化したものである。

㋑ データアーキテクチャ(ＤＡ)

ＤＡは、組織の目標や業務に必要となるデータの構成、データ間の関連を体系化したアー

キテクチャで、データとその属性情報を定義したものである。それぞれのデータについて、

再利用、セキュリティ、品質について記述し、更に、発生、処理、消去の過程を明確にする。

㋒ アプリケーションアーキテクチャ(ＡＡ)

ＡＡは、組織としての目標を実現するための業務と、それを実現するアプリケーションの

関係を体系化したアーキテクチャで、業務プロセスを支援するシステムの機能と、その実現

能力を定義したものである。どのようにビジネスを実現するかを記述する。

㋓ テクノロジアーキテクチャ(ＴＡ)

ＴＡは、業務を実現するためのハードウェア、ソフトウェア、ネットワークなどの技術を

体系化したアーキテクチャで、情報システムを将来にわたって安定的に構築・運用するため

に必要なＩＴ基盤を定義したものである。システムの性能、セキュリティ要件、技術の将来

性などの技術標準を設定し、システムで活用する新技術や新製品の評価基準として用いる。

ⓓ ＥＡの策定手順

㋐ 企業の活動方針の定義

ビジネス戦略をもとに具体的な企業の活動指針を定義し、これをＥＡ策定の入力情報とし

て、ビジネス・アーキテクチャやＩＴアーキテクチャと関連づける。

㋑ ビジネス・アーキテクチャの構築

ビジネスをモデル化する。ビジネスの遂行手順を記述し、必要な情報を体系化し、ビジネ
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ス活動と情報との関係を定義する。

㋒ ＩＴアーキテクチャの構築

ビジネス・アーキテクチャの成果物を入力情報として、ＩＴアーキテクチャを構築する。

⑭ 統合基幹業務システム(ＥＲＰ)

ⓐ ＥＲＰとは

ＥＲＰは、経理、生産管理、販売管理、人事管理などの基幹業務の情報を一元的に統合管理

するシステムである。ＥＲＰを実現すれば全体として最適化された企業活動が可能になる。

ＥＲＰの実現に必要な機能をあらかじめ備えたソフトウェア群を統合基幹業務ソフト（ＥＲ

Ｐパッケージ）と呼ぶ。ＥＲＰパッケージを使用すると、必要な条件を設定するだけでアプリ

ケーションを構築でき、プログラムを作成する必要がなく、開発期間が大幅に短縮する。

ⓑ ＥＲＰソフトウェアパッケージの使用上の留意点

㋐ ソフトが前提とする業務プロセスは多くの使用実績を持った洗練されたものであり、業務

プロセスの見直しを含めた開発が可能になる。

㋑ ソフトに合わない業務プロセスを無理に実現しようとすると、結果的にプログラムの追加

開発が必要になり、ソフトを使用する効果が薄れてしまう危険性がある。

㋒ データベースで情報を一元管理し、リアルタイムで情報を更新しながら、各クライアント

がデータベースを利用する形態のシステムになる。

㋓ ＥＲＰソフトウェアパッケージを使用する場合、一般的にビジネスプロセスの見直しが不

可欠であり、業務手順の見直しなども必要となるため、社内のコンセンサスと経営者の決断

が求められる。

⑮ ＳＣＭシステム

ⓐ ＳＣＭシステムとは

ＳＣＭ(サプライチェーン管理)は、素材の供給から製品の販売までを一貫して管理する経営

手法である。物流システムをある一つの企業の内部に限定することなく、複数の企業間で統合

的な物流システムを構築し、経営の成果を高めるための方法である。

素材、部品、製品、卸売、小売りに至るサプライチェーンを最適化するように計画する。無

駄な在庫や生産を減らし、効率化を図ることができる。ＳＣＭを実践するためには、情報技術

やネットワーク技術を活用し、取引関係にある企業と生産販売情報などをリアルタイムに授受

し、共有する仕組みが必要である。生産、在庫、購買、販売、物流など関連する企業間で情報

を共有する事によって全体の効率を向上させる手法がＳＣＭである。
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ＳＣＭ構築を成功させる上では、企業活動における業務プロセス上のイノベーションを実現

するための取組み課題を適切に抽出し、課題定義することができるか否かが重要なチェックポ

イントとなる。ＳＣＭを中心テーマとして業務改革、意識改革、組織改革といった企業活動を

取り巻く経営環境や企業文化に踏み込んで、業務遂行上の課題を的確に把握し、新たなビジネ

ス・モデルの設計と新規業務プロセスへの移行を着実に実施することがＳＣＭ構築において重

要である。

ⓑ ＳＣＭの管理方式分類

客からの注文の引当て方法によって次のようなパターンに分類できる。

㋐ 個別受注生産

注文を個別の仕様に対応させる設計段階のプロセスに引き当てる。

㋑ 見込生産・在庫引当

注文を完成品在庫に引当てる。ＭＴＳ(Make to Stock)

㋒ 見込生産・計画引当

注文を仕掛在庫と生産計画、すなわち加工・組立設備とに、同期させて引き当てる。

ＣＴＯ(Configure to Order),ＢＴＯ(Build to Order)

ⓒ ＳＣＭの産業別モデル

ＳＣＭの構築においては、加工工程などの製造装置の特性、需要特性などが大きく影響する。

素材産業、組立産業、流通小売業などの産業別に、一般的なモデルのパターン化ができる。

㋐ 素材産業

原材料を投入すると、加工装置の末端からは数種類の製品が派生的に生成される形態を

持つ。サプライチェーンを管理するための主要な管理ポイントは、利益率の高い製品の加

工生成を優先する生産配分機能にある。

㋑ 組立産業

材料の投入から最終組立まで、組立ラインやセル生産方式などが採用され同期一貫生産

された生産形態を持つ。サプライチェーンを管理するための主要な管理ポイントは、完成

品のライン・オフまたは梱包出荷の順序を、客の優先度、緊急度に合致させて生産活動を

行う点にある。

㋒ 流通小売産業

流通在庫の管理が検討対象となり、小売ＰＯＳの消費情報と流通上の在庫量とのＰＳＩ

管理(Purchase-Sales-Inventory)、つまり仕入・在庫・販売の物の管理、生産側との同期

化、PSI情報の共有等が決め手となる。
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⑯ ＣＲＭシステム

ⓐ ＣＲＭ(顧客関係管理)システム

㋐ ＣＲＭとは

ＣＲＭ(Customer Relationship Management)は大量生産・大量消費を前提としたマスマー

ケティングの時代から、消費者個別のニーズに合わせたOne to Oneマーケティングの時代へ

という市場環境の変化により、注目を集めている経営コンセプトである。

㋑ ＣＲＭの狙い

ＣＲＭはＳＦＡの概念をさらに拡張して、顧客と接する機会のあるすべての部門で顧客情

報とコンタクト履歴を共有・管理し、どのような問い合わせがあっても常に最適な対応がで

きるようにしようという概念である。顧客ごとに、商談発生のライフ・サイクル全体にわた

って関係を深めていくことでロイヤルティを高め、企業収益の向上に結び付けるのが狙いで

ある。カードやノートを利用したシステムでもＣＲＭを実践できるが、大量のデータの分析

や、顧客情報管理・活用を図る場合には、それなりの規模のシステムを導入することが望ま

しい。

ⓑ ＣＲＭシステムの要素

各企業が注力する分野についての次のようなシステムを中心に導入していくことが多い。

㋐ 顧客情報の管理・分析システム

㋑ ＣＴＩシステム

㋒ コールセンターシステム

㋓ ＳＦＡ(営業支援システム、セールスフォース)

㋔ ダイレクトメールなどの販促システム

㋕ ポイントカードなどのカード管理システム

ⓒ ＳＦＡ(営業支援)システム

ＳＦＡ(Sales Force Automation)は営業支援のために使う情報システム、またはそのシステ

ムを使い営業活動を効率化することである。営業日報機能などによる商談の進ちょく管理機能、

グループウェアや顧客データベースによる営業部内の情報共有機能など、営業部門の情報共有

・提供による営業パーソン個人の支援、および営業部門マネージャが営業担当者を管理するツ

ールとして導入された。その後、一元管理された顧客データベースを利用し、顧客リストを分

析して見込み客や優良顧客を抽出するという、データベース・マーケティングやキャンペーン

・マネジメントなどの要素が付け加わり、「営業部門のアプリケーション」から「マーケティン

グ活動から営業活動までを含む全社的販売支援ツール」への進化を見せるようになった。この

ころから、ＳＦＡはＣＲＭの一環として扱われることが多くなる。
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⑰ ＣＡＬＳ

ⓐ ＣＡＬＳとは

ＣＡＬＳは、コンピュータネットワークとデータベースを活用して、製品の設計から生産、

販売を一元的に管理し、生産性を向上させるシステムである。最近では、生産工程や流通コ

ストの削減を目的とする電子商取引のスピード化で、高速専用線やインターネットを用い

て、高速に商取引や業務を展開していこうとする。

製造業において、企画、開発、設計から、調達、製造、運用、保守に至る製品のライフ

サイクルを通じて使用する情報について、総合化されたデータ環境を作り、取引情報や技

術情報などを、調達側と供給側の双方で共有することを目的としたシステムである。

ⓑ ＣＡＬＳ実現の基本

ＣＡＬＳ実現の基本は、製品を円滑に市場に投入できるようにするために、製造・販売

の各工程でやり取りされる文書や帳票などの情報を標準化することである。文書の標準マ

ークアップ言語であるＳＧＭＬは実現のための１つの規格である。

ＥＤＩのような電子的決済ばかりではなく、ＣＡＤデータや開発・販売に関するあらゆ

る文書データを標準規格を使用して、通信ネットワークを利用した総合的な電子商取引を

実現する。インターネットの普及によって、企業間、業種間の専用ネットワークを利用し

て行われていたものが、インターネットを利用して行うようになった。

⑱ ＥＯＳシステム

ⓐ ＥＯＳシステムとは

ＥＯＳシステムは発注すべき商品の商品コードおよび数量をデータエントリ端末で入力し、

このデータをオンラインで本部または仕入先に送信し、自動発注を行うシステムである。小売

店、卸およびメーカ間で行われる。

発注者側では、発注する商品の商品コード、数量・単価、相手先コードなどをハンディ

ターミナルや端末から入力し、集めたデータを一括して、回線を通じて、受注者側に送信

する。受注者側では、そのデータをもとに、商品をそろえ、納品伝票とともに発注者に納

入する。発注者側では、発注データおよび納品伝票と商品を突き合わせて検品を行い、商

品を受領する。

ⓑ 受発注業務に関わる問題点

㋐ 発注から納入までのリードタイムが長い。

㋑ 在庫チェックに手間がかかる。

㋒ 発注漏れが生じやすい。
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㋓ 検品にはかなりの商品知識が要求される。

ⓒ ＥＯＳシステムの期待効果

㋐ 取引先とのデータの受渡が自動化される。迅速で正確な受発注が可能。

㋑ ハンディターミナル等を利用することにより在庫チェックが省略される。

㋒ 発注作業が標準化、簡素化され、新人でも、正確で迅速な発注ができる。

㋓ 検品作業が省力化され、深い商品知識をもたない店員でも検品ができる。

㋔ 物流の効率化によるコストダウンが図れる。

㋕ 在庫データが整備されることにより、欠品による機会損失が回避できる。

㋖ 多頻度小量受発注が簡単になれば、納品や在庫のためのスペースが節約できる。

㋗ ＰＯＳシステムと連動させて、適切な商品管理ができる。

㋘ 取引データが統一的に蓄積されることにより正確な利益管理が可能になる。

例題演習

企業が活用する情報システムに関する記述のうち、適切なものはどれか。

ア ＥＯＳは、発注する商品の商品コードや数量をデータエントリ端末から入力し、データを

オンラインで送信することによって自動発注を行うシステムである。

イ ＭＲＰは、企業が事業展開したり競争力を高めたりする場合に、戦略を形成し、推進する

ためのシステムである。

ウ ＰＯＰは、部品表をもとに、材料・部品の調達や製品・部品の製造を計画し、管理するた

めのシステムである。

エ ＳＩＳは、製造現場において、的確な指示を出すために製品の品名、品質、設備状況、作

業者などの情報をリアルタイムで集約するシステムである。

解答解説

企業情報システムに関する問題である。

アのＥＯＳは、端末からオンラインで発注すると、請求書の発行や出荷などをコンピュータ

の管理によって行うシステムである。

イのＭＲＰは、生産計画に合わせて原料や部品を効率よく仕入れるための資材所要量計画シ

ステムである。

ウのＰＯＰは、生産時点情報管理システムで、生産場所の要所にカウンタや各種のセンサ、

キーボードからの入力によって、そこを通過する製品や部品の数、形状、不良情報などをオン

ラインで収集し、生産の進捗状態や在庫の現状をリアルタイムに管理するシステムである。

エのＳＩＳは、戦略情報システムで、企業が環境変化に対して能動的に働きかけて競争優位

を確保するために、情報システムを経営戦略の展開手段として構築したものである。

アはＥＯＳの内容、イはＳＩＳの内容、ウはＭＲＰの内容、エはＰＯＰの内容を示している。
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求める答えはアとなる。

例題演習

近年の企業における情報化の特徴として、適切なものはどれか。

ア 収益性を考えて、システムの構築や運用を外部の専門業者に委託しないで、社内のシステ

ム部門で行う、いわゆる内製化が進みつつある。

イ 情報システム部門任せでなく、利用者自身が用途に合わせて、システムを構築したり、情

報を取り出したり、加工したりするエンドユーザコンピューティングが浸透しつつある。

ウ ソフトウェアの開発期間短縮やコスト削減のために、パッケージソフトウェアを利用する

よりもオーダメイドによるアプリケーション開発が中心になってきている。

エ ネットワークの広がりによって、システムダウンによる影響の範囲が小さくなり、セキュ

リティ管理も容易になりつつある。

解答解説

企業における情報化の特徴に関する問題である。

アは、収益性を考えて外部の専門業者に委託するアウトソーシングの傾向にあり、内製化が

進んでいるのではない。

イのＥＵＣの浸透の最近の傾向は適切な内容である。求める答えはイとなる。

ウは、開発期間の短縮やコスト削減のためには、パッケージソフトを利用すべきで、オーダ

メイドはコスト高になる。

エは、ネットワークの広がりはシステムダウンによる影響の範囲を大きくし、セキュリティ

管理を困難にする。

例題演習

組織構造の基本原則に関する記述のうち，適切なものはどれか。

ア 組織のメンバは，複数の上司から命令を受け取ることがあり得るので，これに耐え得る組

織づくりが重要である。

イ 組織を幾つかの階層に分けて，各階層ごとに責任や権限を明らかにすることによって，命

令が上から下まで一貫して流れるようになる。

ウ 組織を構成するメンバの一人一人が専門化された業務活動を担当できるような組織形態は

好ましくない。周りとの調和が重要である。

エ 統制範囲を決めることは重要であるが，一人の上司が監督する部下の数には適正な人数は

ない。したがって，できるだけ多くの部下を監督させる。

解答解説

企業の組織構造に関する問題である。

企業には組織のよこ構造とたて構造が存在する。よこ構造は組織を専門職種ごとに部門化し

たもので、経理部や営業部といった部門別の組織構造がよこ構造に該当する。たて構造は組織
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を経営者－管理者－部下といった指揮－報告の関係が成り立つ垂直分化された構成のことであ

る。企業組織では一人の管理者が複数の部下を直接指揮する。

企業組織にはスパンオブコントロールという考え方がり、次のような特徴を持つ。

① 一人の管理者が直接指揮できる部下の人数である。

② 人数が多すぎると監督者の目が届かない。少ないと監視し過ぎる。

③ 部下の業務が定型的か非定型的かで異なる。

④ 一般的に監督者一人につき部下の数は７～８人が適当とされる。

アの指揮命令系統は基本原則では部下は一人の上司の指揮命令下に配置される。複数の上司

から命令を受けるのは間違いである。

イの組織をいくつかの階層に分け各階層ごとに責任と権限を明確にすれば、命令は一貫的に

流れるようになるの記述は組織の基本原則として適切な記述である。求める答えはイとなる。

ウの組織のメンバーは専門化され業務活動ができるように組織化される。

エの監督者一人につき適正な部下の人数は７～８人である。適正な人数はないというのは間

違いである。

例題演習

企業組織の代表的形態として、職能別組織、事業部制組織、マトリックス組織がある。事業

部制組織の特徴として、適切な記述はどれか。

ア 部門間のコミュニケーションが困難となるため、それらの部門の意志決定をトップが行う

中央集権的な組織となる。

イ 部門毎に専門化が進むので、一つの部門内でのコミュニケーションは良好となり、一人の

管理者が直接指揮できる部下の人数も拡大する。

ウ プロジェクト管理と各職能部門の活動との調和を図り、かつ部門間の柔軟な人的交流をね

らった組織構造である。

エ 部門ごとに独自の利益責任を負わせ、その部門に対して大幅なマネジメントの分権化が行

われる。

解答解説

事業部制組織の特徴に関する問題である。

職能別組織は、各部門を担当する職能によって分け、各部門はその担当する職能についての

み下位者に命令する権限と責任を持っている組織形態である。

事業部制組織は、企業規模が大きくなると、トップがすべてを見通して調整を行うことが困

難になる。これを解消するために独自の利益責任を事業部を設け、事業部毎に職能別組織をお

いて、マネジメントの分権化を図る。

マトリックス組織は、職能別組織とプロジェクト組織を組み合わせた組織である。

プロジェクト組織は、特定の目的を達成するために臨時に設けられた組織である。

ア、イは職能別組織の特徴、ウはマトリックス組織、エは事業別組織である。求める答えは

エとなる。
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例題演習

プロジェクト組織を説明したものはどれか。

ア 構成員が，自己の専門とする職能部門と特定の事業を遂行する部門の両方に所属する組織

である。

イ 購買・生産・販売・財務などの仕事の性質によって，部門を編成した組織である。

ウ 特定の課題のもとに各部門から専門家を集めて編成し，期間と目標を定めて活動する一時

的かつ柔軟な組織である。

エ 利益責任と業務遂行に必要な職能を，製品別，顧客別又は地域別にもつことによって，自

己完結的な経営活動が展開できる組織である。

解答解説

プロジェクト組織に関する問題である。

プロジェクト組織は、プロジェクトの遂行を目的とする一時的な組織である。組織のメンバ

ーはプロジェクトに専任の場合もあれば、日常業務との兼任になる場合もある。特定の課題の

ために各部門から専門家を集めて編成し、期間と目標を定めて活動する一時的な組織である。

求める答えはウとなる。

アはマトリックス組織、イは職能別組織、ウはプロジェクト組織、エは事業別組織である。

例題演習

特徴(1)～(4)をもつ組織形態はどれか。

(1)戦略的目標を達成するために，必要な専門家を各部門から集めて編成する。

(2)環境の変化に適応する戦略的組織であり，職能部門などから独立している。

(3)所期の目的を達成すれば解散する流動性をもつ。

(4)タスクフォースは，この組織形態に属す。

ア 事業部制組織 イ プロジェクト組織

ウ マトリックス組織 エ ラインアンドスタッフ組織

解答解説

プロジェクト組織に関する問題である。

アの事業部制組織は、企業規模が大きくなると、トップがすべてを見通して調整を行うこと

が困難になる。これを解消するために独自の利益責任を事業部に設け、事業部毎に職能別組織

をおいて、マネジメントの分権化を図る。

イのプロジェクト組織は、プロジェクトの遂行を目的とする一時的な組織である。組織のメ

ンバーはプロジェクトに専任の場合もあれば、日常業務との兼任になる場合もある。特定の課

題のために各部門から専門家を集めて編成し、期間と目標を定めて活動する一時的な組織であ

る。求める答えはイとなる。

ウのマトリックス組織は、職能別組織とプロジェクト組織を組み合わせた組織である。
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エのラインアンドスタッフ組織は、ラインとスタッフという２種類の職能で組織が構成され

る。企業では、ラインは商品を直接製作・販売・営業するのに対し、スタッフはその商品の企

画や、購買層の調査、情報アドバイス、計数管理、人事、法務、総務等を行う。

例題演習

事業部制組織を説明したものはどれか。

ア ある問題を解決するために一定の期間に限って結成され問題解決とともに解散する。

イ 業務を機能別に分け，各機能について部下に命令，指導を行う。

ウ 製品，地域などで構成された組織単位に，利益責任をもたせる。

エ 戦略的提携や共同開発など外部の経営資源を積極的に活用することによって，経営環境に

対応していく。

解答解説

事業部制組織に関する問題である。

事業部制組織は、企業規模が大きくなると、トップがすべてを見通して調整を行うことが困

難になる。これを解消するために独自の利益責任を事業部を設け、事業部毎に職能別組織をお

いて、マネジメントの分権化を図る。

アはプロジェクト組織、イは職能別組織、ウは事業部別組織、エはアライアンスである。求

める答えはウとなる。

例題演習

図のような構造をもつ企業組織はどれか。

ア 事業部制組織 イ 職能別組織

ウ プロジェクト組織 エ マトリックス組織

解答解説

企業組織に関する問題である。

アの事業部制組織は、企業規模が大きくなるとトップがすべてを管理することができなくな

り、ライン部門をプロジェクト別に事業部として分離し、それぞれの事業部で利益責任を負う

組織の構造である。

イの職能別組織は、生産や販売などを担当するライン部門と、総務や経理など専門化された
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職能を担当するスタッフ部門に分けて組織化することである。求める答えはイとなる。

ウのプロジェクト組織は、プロジェクトの遂行を目的とする一時的な組織である。

エのマトリックス組織は、プロジェクトと各職能部門を交流させ、変化の大きい経営環境に

柔軟に対応していこうとする組織形態である。

例題演習

プロジェクトを準独立的な事業として遂行し，その成果に対して全面的な責任を負う起業者

としての権限と責任を与えられる組織構造はどれか。

ア 事業部制組織 イ 社内ベンチャ組織

ウ 職能別組織 エ マトリックス組織

解答解説

社内ベンチャー組織に関する問題である。

社内ベンチャー組織は、大企業内で、あたかも独立企業のように新規事業を実施する部門や

組織集団を作り、その自主的な新事業創造の活動を、本社が全面的にバックアップしていく組

織のことである。新規事業への進出、チャレンジ精神を持つ人材の育成、社内の既存資産の有

効活用などの目的で、社内ベンチャーが実施される。求める答えはイとなる。

例題演習

企業組織の階層構造を経営階層、管理階層、監督階層、作業階層の４階層としてとらえると

き、“所定の目的を達成するための具体的な作業計画を立案する役割を担う”のはどれか。

ア 監督階層 イ 管理階層 ウ 経営階層 エ 作業階層

解答解説

企業における経営階層とその役割に関する問題である。

アの監督階層は、作業階層を指揮し作業を推進する。

イの管理階層は、目的を設定し目的達成のための作業計画を立案しそれに基づいて管理する。

求める答えはイとなる。

ウの経営管理層は、企業を取り巻く経済的、社会的、技術的環境の変化に対応して、企業の

維持と成長を図り、意思決定を行う専門の職能である。

エの作業階層は、作業実務を遂行する階層である。

例題演習

エンタープライズアーキテクチャを構成する四つの体系のうち，データ体系を策定する場合

の成果物はどれか。

ア 業務流れ図 イ 実体関連ダイアグラム

ウ 情報システム関連図 エ ソフトウェア構成図
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解答解説

エンタープライズアーキテクチャに関する問題である。

ビジネスアーキテクチャ(ＢＡ)は、組織の目標や業務に体系化したアーキテクチャで、企業

全体の組織構造や役割などを定義し、業務プロセスや情報をモデル化したものである。

アプリケーションアーキテクチャ(ＡＡ)は、組織としての目標を実現するための業務と、そ

れを実現するアプリケーションの関係を体系化したアーキテクチャである。業務機能と情報の

流れをまとめたサービスの固まりの構成である。

データアーキテクチャは、組織の目標や業務に必要となるデータの構成、データ間の関連を

体系化したアーキテクチャである。業務機能に使われる情報の構成である。

テクノロジアーキテクチャは、業務を実現するためのハードウェア、ソフトウェア、ネット

ワークなどの技術を体系化したアーキテクチャである。各サービスを実現するためのコンピュ

ータを含めたシステム要素の構成である。

アの業務流れ図はＢＡ、イの実体関連ダイヤグラムはＤＡ、ウの情報システム関連図はＴＡ、

エのソフトウェア構成図はＡＡである。求める答えはイとなる。

例題演習

エンタープライズアーキテクチャに関する図中のａに当てはまるものはどれか。ここで，網

掛けの部分は表示していない。

ア アプリケーション

イ データ

ウ テクノロジ

エ コンビュータ

解答解説

エンタープライズアーキテクチャに関する問題である。

アのアプリケーションアーキテクチャ(ＡＡ)は、組織としての目標を実現するための業務と、

それを実現するアプリケーションの関係を体系化したアーキテクチャである。業務機能と情報

の流れをまとめたサービスの固まりの構成である。

イのデータアーキテクチャは、組織の目標や業務に必要となるデータの構成、データ間の関

連を体系化したアーキテクチャである。業務機能に使われる情報の構成である。

ウのテクノロジアーキテクチャは、業務を実現するためのハードウェア、ソフトウェア、ネ

ットワークなどの技術を体系化したアーキテクチャである。各サービスを実現するためのコン

ピュータを含めたシステム要素の構成である。求める答えはウとなる。

エのコンピュータは、テクノロジアーキテクチャを構成するシステム要素の一つである。
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例題演習

エンタープライズアーキテクチャ(ＥＡ)を説明したものはどれか。

ア オブジェクト指向設計を支援する様々な手法を統一して標準化したもので，クラス図など

のモデル図によってシステムの分析や設計を行うための技法である。

イ 概念データモデルを，エンティティ，リレーションシップで表現することで，データ構造

やデータ項目間の関係を明らかにするための技法である。

ウ 各業務と情報システムを，政策・業務体系，データ体系，適用処理体系，技術体系の四つ

の体系で分析し，全体最適化の観点から見直すための技法である。

エ 企業のビジネスプロセスを，データフロー，プロセス，ファイル，データ源泉／データ吸

収の四つの基本要素で抽象化して表現するための技法である。

解答解説

エンタープライズアーキテクチャ(ＥＡ)に関する問題である。

ＥＡは、大企業や政府機関などの巨大な組織の業務手順や情報システムの標準化、組織の最

適化を進め、効率よい組織の運営を図るための方法論ある。組織を構成する「人的資源」「業務

内容」「組織」「社内で有する技術」などの要素を整理し、階層構造化することで、組織全体に

対する組織の一部分の構成要素の関係、組織の一部分同士の相互関係を明確し、その上で、業

務プロセスや取り扱うデータの標準化を行なう。ＥＡを導入する事で、巨大な組織内で複数の

業務システムが別個に運用されていたものが標準化され、導入・運用コストの削減、重複した

業務内容の統合を通じて組織の運営コストの削減が可能となる。ＥＡは、業務体系、データ体

系、適用処理体系、技術体系の４つの体系で分析し、最適化を図る技法である。

アはＵＭＬ技法、イはＥＲダイヤグラム技法、ウはＥＡ技法、エはＤＦＤ技法である。求め

る答えはウとなる。

例題演習

エンタープライズアーキテクチャの“四つの分類体系”に含まれるアーキテクチャは，ビジ

ネスアーキテクチャ，テクノロジアーキテクチャ，アプリケーションアーキテクチャともうー

つはどれか。

ア システムアーキテクチャ イ ソフトウェアアーキテクチャ

ウ データアーキテクチャ エ バスアーキテクチャ

解答解説

エンタープライズアーキテクチャ(ＥＡ)に関する問題である。

ＥＡは、大企業や政府機関などの巨大な組織の業務手順や情報システムの標準化、組織の最

適化を進め、効率よい組織の運営を図るための方法論ある。組織を構成する「人的資源」「業務

内容」「組織」「社内で有する技術」などの要素を整理し、階層構造化することで、組織全体に

対する組織の一部分の構成要素の関係、組織の一部分同士の相互関係を明確し、その上で、業

務プロセスや取り扱うデータの標準化を行なう。ＥＡを導入する事で、巨大な組織内で複数の
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業務システムが別個に運用されていたものが標準化され、導入・運用コストの削減、重複した

業務内容の統合を通じて組織の運営コストの削減が可能となる。ＥＡは、ビジネスアーキテク

チャ、テクノロジアーキテクチャ、アプリケーションアーキテクチャ、データアーキテクチャ

の４つの体系で分析し、最適化を図る技法である。

データアーキテクチャで、求める答えはウとなる。

例題演習

エンタープライズアーキテクチャにおいて，テクノロジアーキテクチャで作成する成果物は

どれか。

ア 機能構成図(ＤＭＭ），機能情報関連図(ＤＦＤ)

イ 実体関連ダイアグラム(ＥＲＤ)，データ定義表

ウ 情報システム関連図，情報システム機能構成図

エ ネットワーク構成図，ソフトウェア構成図

解答解説

ＥＡのテクノロジーアーキテクチャ(ＴＡ)に関する問題である。

ＴＡは、業務を実現するためのハードウェア、ソフトウェア、ネットワークなどの技術を体

系化したアーキテクチャで、情報システムを将来にわたって安定的に構築・運用するために必

要なＩＴ基盤を定義したものである。システムの性能、セキュリティ要件、技術の将来性など

の技術標準を設定し、システムで活用する新技術や新製品の評価基準として用いる。

アはＡＡ、イはＤＡ、ウはＢＡ、エはＴＡである。求める答えはエとなる。

例題演習

Ｍ＆Ａの利点はどれか。

ア 機能別に分業を行うことで，専門化による知識と経験の蓄積ができ，規模の経済を得るこ

とができる。

イ 自社にない技術やノウハウを獲得することによって，新規事業を短期間で実現することが

できる。

ウ 自律感による高い心理的エネルギーを活用でき，既存事業からの影響を最小限にすること

ができる。

エ 製品別や市場別に事業を区分し，独立採算制とすることで，利益責任を明確にすることが

できる。

解答解説

Ｍ＆Ａに関する問題である。

Ｍ＆Ａは、『企業買収(企業の合併と買収)』のことであり、『ある会社が別の会社を所有する、

または支配するための経済行為』を指さし、経営権の移転を伴う。規制緩和やビジネスのＩＴ

化、グローバル経済の発展に伴う競争の激化などから、企業は、市場が成熟する中で、国内の
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ライバルのみならず世界の巨大企業を相手にしなければならない状況であり、この大競争時代

に生き抜いて行くためには、自社にない経営資源を素早く取り込み、組織や事業構造を大幅に

変革することのできるＭ＆Ａは必須課題となっている。今後は、Ｍ＆Ａをどれだけ効果的に使

いこなせるかが、企業の成長スピードを左右し、大競争時代を勝ち抜いてゆくカギとなる。

Ｍ＆Ａは、自社にない技術やノウハウを獲得することによって、新規事業を短期間で実現す

ることができるようになる。求める答えはイとなる。

例題演習

ナレッジマネジメントを説明したものはどれか。

ア 企業内に散在している知識を共有化し，全体の問題解決力を高める経営を行う。

イ 迅速な意思決定のために，組織の階層をできるだけ少なくした平型の組織構造によって経

営を行う。

ウ 優れた業績を上げている企業との比較分析から，自社の経営革新を行う。

エ 他社にはまねのできない，企業独自のノウハウや技術などの強みを核とした経営を行う。

解答解説

ナレッジマネージメントに関する問題である。

ナレッジマネージメントは、組織内の人々が有する知識を組織で共有できるようにして、活

用することで全体の問題解決力を高める経営である。

アはナレッジマネージメント、イはフラット型組織、ウはベンチマーキング、エはコアコン

ピタンスである。求める答えはアとなる。

例題演習

ＥＲＰパッケージを導入して，基幹業務システムを再構築する場合の留意点はどれか。

ア 各業務システムを段階的に導入するのではなく，必要なすべての業務システムを同時に導

入し稼働させることが重要である。

イ 現場部門のユーザの意見を十分に尊重し，現行業務プロセスと合致するようにパッケージ

のカスタマイズを行うことが重要である。

ウ 最初に会計システムを導入し，その後でほかの業務システムを導入することが重要である。

エ バッケージが前提としている業務モデルに配慮して，会社全体の業務プロセスを再設計す

ることが重要である。

解答解説

ＥＲＰに関する問題である。

ＥＲＰは、経理、生産管理、販売管理、人事管理などの基幹業務の情報を一元的に統合管理

するシステムである。ＥＲＰを実現すれば全体として最適化された企業活動が可能になる。

ＥＲＰの実現に必要な機能をあらかじめ備えたソフトウェア群を統合基幹業務ソフト（ＥＲ

Ｐパッケージ）と呼ぶ。ＥＲＰパッケージを使用すると、必要な条件を設定するだけでアプリ



- 33 -

ケーションを構築でき、プログラムを作成する必要がなく、開発期間が大幅に短縮する。

ソフトが前提とする業務プロセスは多くの使用実績を持った洗練されたものであり、業務プ

ロセスの見直しを含めた開発が可能になる。ソフトに合わない業務プロセスを無理に実現しよ

うとすると、結果的にプログラムの追加開発が必要になり、ソフトを使用する効果が薄れてし

まう危険性がある。通常は、データベースで情報を一元管理し、リアルタイムで情報を更新し

ながら、各クライアントがデータベースを利用する形態のシステムになる。ＥＲＰソフトウェ

アパッケージを使用する場合、一般的にビジネスプロセスの見直しが不可欠であり、業務手順

の見直しなども必要となるため、社内のコンセンサスと経営者の決断が求められる。

パッケージが前提としている業務モデルに配慮して、会社全体の業務プロセスを再設計する

ことが重要である。求める答えはエとなる。

例題演習

ＥＲＰを説明したものはどれか。

ア 営業活動にＩＴを活用して営業の効率と品質を高め，売上・利益の大幅な増加や，顧客満

足度の向上を目指す手法・概念である。

イ 卸売業・メーカが小売店の経営活動を支援することによって，自社との取引量の拡大につ

なげる手法・概念である。

ウ 企業全体の経営資渡を有効かつ総合的に計画して管理し，経営の効率向上を図るための手

法・概念である。

エ 消費者向けや企業間の商取引を，インターネットなどの電子的なネットワークを活用して

行う手法・概念である。

解答解説

ＥＲＰに関する問題である。

ＥＲＰは、経理、生産管理、販売管理、人事管理など企業全体の経営資源に関係する基幹業

務の情報を一元的に統合管理するシステムである。ＥＲＰを実現すれば全体として最適化され

た企業活動が可能になり、経営の効率向上を図ることができる。ＥＲＰの実現に必要な機能を

あらかじめ備えたソフトウェア群を統合基幹業務ソフト（ＥＲＰパッケージ）と呼ぶ。

アはＳＦＡ、イはＦＣ(フランチャイズチェーン)、ウはＥＲＰ、エはＥＣである。求める答

えはウとなる。

例題演習

ビジネスプロセスを根本的に考え直し，抜本的にデザインし直すことによって，企業のコス

ト，品質，サービス，スピードなどのパフォーマンスを劇的に改善するものはどれか。

ア アライアンス イ コアコンビタンス

ウ ゴーイングコンサーン エ リエンジニアリング
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解答解説

リエンジニアリングに関する問題である。

アのアライアンスは、企業間の連携や協調行動を指す。

イのコアコンピタンスは、企業の競争力、創造力の源泉となる中核的な能力である。

ウのゴーイングコンサーンは、将来にわたって事業を継続することである。

エのリエンジニアリングは、ビジネスプロセスをデザインし直し、品質、サービス、スピー

ドなどのパフォーマンスを改善することである。求める答えはエとなる。

例題演習

ＢＰＲを説明したものはどれか。

ア 企業全体の経営資源の配分を有効かつ総合的に計画して管理し，経営の効率向上を図るこ

とである。

イ 顧客視点から業務のプロセスを再設計し，情報技術を十分に活用して，企業の体質や構造

を抜本的に変革することである。

ウ 最強の競合相手又は先進企業と比較して，製品，サービス，オペレーションなどを定性的

・定量的に把握することである。

エ 利益をもたらすことのできる，他社より優越した自社独自のスキルや技術に経営資源を集

中することである。

解答解説

ＢＰＲ(ビジネスプロセスリエンジニアリング)に関する問題である。

ＢＰＲは、企業活動に関する目標を設定し、組織やビジネスルールや手順を根本的に見直し、

顧客に対する価値を生み出すために、顧客の視点からビジネスプロセスにおける、組織、職務、

業務フロー、管理機構、情報システムを再設計し、最適化することである。

アはＥＲＰ(エンタプライズリソースプランニング)、イはＢＰＲ、ウはベンチマーキング、

エはコア・コンピタス戦略である。求める答えはイとなる。

例題演習

ＢＰＭの説明はどれか。

ア 企業活動の主となる生産，物流，販売，財務，人事などの業務の情報を一元管理すること

によって，経営資源の全体最適を実現する。

イ 業務プロセスに分析，設計，実行，改善のマネジメントサイクルを取り入れ，業務プロセ

スの改善見直しや最適なプロセスへの統合を継続的に実施する。

ウ 顧客データベースを基に，商品の販売から保守サービス，問合せやクレームへの対応など

顧客に関する業務プロセスを一貫して管理する。

エ 部品の供給から製品の販売までの一連の業務プロセスの情報をリアルタイムで交換するこ

とによって，在庫の削減とリードタイムの短縮を実現する。
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解答解説

ＢＰＭに関する問題である。

ＢＰＭは、ビジネスプロセスに「分析」「設計」「実行」「モニタリング」「改善・再構築」と

いうマネジメントサイクルを適応し、継続的なプロセス改善を遂行しようという経営・業務改

善コンセプトのことである。このコンセプトを実行するために複数の業務プロセスや業務シス

テムを統合・制御・自動化し、業務フロー全体を最適化するための技術やツールを用いる。

アはＳＣＭ、イはＢＰＭ、ウはＣＲＭ、エはＳＣＭである。求める答えはイとなる。

例題演習

ＢＰＭの目的はどれか。

ア 企業の業務プロセスの継続的な改善 イ 企業の経営資源の有効活用

ウ 企業の顧客情報の管理，分析 エ 企業の情報資源の分析，有効活用

解答解説

ＢＰＭの目的に関する問題である。

ＢＰＭは、ビジネスプロセスに「分析」「設計」「実行」「モニタリング」「改善・再構築」と

いうマネジメントサイクルを適応し、継続的なプロセス改善を遂行しようという経営・業務改

善コンセプトのことである。このコンセプトを実行するために複数の業務プロセスや業務シス

テムを統合・制御・自動化し、業務フロー全体を最適化するための技術やツールを用いる。

アはＢＰＭ、イはＥＲＰ、ウはＣＲＭ、エは情報システム戦略(ＳＩＳ)である。求める答え

はアとなる。

例題演習

ワークフローシステムを用いて業務改善を行ったとき，期待できる効果として適切なものは

どれか。

ア 顧客の購入金額に応じて，割引などのサービスを提供できる。

イ 自社と取引先とのデータ交換の標準規約が提供できる。

ウ 書類の申請から決裁に至る事務手続の処理速度が上がる。

エ 保管する商品の倉庫内での搬入搬出作業の自動化が可能となる。

解答解説

ワークフローシステムに関する問題である。

ワークフローシステムは、、電子化された申請書や通知書をあらかじめ決められた作業手順に

従い、集配信する、決裁処理を行うことである。稟議・報告書・届出申請の承認手続きを電子

化して、スピード向上、業務効率化、内部統制強化を図る機能である。

アは顧客関係管理システム(ＣＲＭ)、イはＣＡＬＳ、ウはワークフローシステム、エは自動

倉庫システムである。求める答えはウとなる。
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例題演習

ある営業部員の１日の業務活動を分析した結果は，表のとおりである。営業支援システムの

導入によって訪問準備時間が１件当たり０.１時間短縮できる。総業務時間と１件当たりの顧客

訪問時間を変えずに，１日の顧客訪問件数を６件にするには，“その他業務時間”を何時間削減

する必要があるか。

ア ０.３ イ ０.５ ウ ０.７ エ １.０

解答解説

業務活動に関する問題である。

現在の業務内容と所要時間

現状 削減後

顧客訪問時間 １×５＝５ １×６＝６

訪問準備時間 ０.３×５＝１.５ ０.２×６＝１.２

その他時間 １.５ ８－７.２＝０.８

合計 ８ ８

その他業務時間の削減数は １.５－０.８＝０.７

０.７時間となる。求める答えはウとなる。

例題演習

バランススコアカードの四つの視点とは，財務，学習と成長，内部ビジネスプロセスと，も

う一つはどれか。

ア ガバナンス イ 顧客 ウ 自社の強み エ 遵法

解答解説

バランススコアカードに関する問題である。

ＢＳＣ(Balanced Score Card)は、ビジネスプロセスリエンジニアリングの活動で用いられる

分析手法である。戦略・ビジョンを４つの視点で分類し、財務の視点、顧客の視点、業務プロ

セスの視点、学習と成長の視点ごとに目標、業績評価指標、ターゲット、具体的プログラムを

設定する。答えは顧客であり、求める答えはイとなる。
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例題演習

バランススコアカードの顧客の視点における戦略目標と業績評価指標の例はどれか。

ア 持続的成長が目標であるので，受注残を指標とする。

イ 主要顧客との継続的な関係構築が目標であるので，クレーム件数を指標とする。

ウ 製品開発力の向上が目標であるので，製品開発領域の研修受講時間を指標とする。

エ 製品の納期遵守が目標であるので，製造期間短縮日数を指標とする。

解答解説

バランススコアカードに関する問題である。

ＢＳＣ(Balanced Score Card)は、ビジネスプロセスリエンジニアリングの活動で用いられる

分析手法である。戦略・ビジョンを４つの視点で分類し、財務の視点、顧客の視点、業務プロ

セスの視点、学習と成長の視点ごとに目標、業績評価指標、ターゲット、具体的プログラムを

設定する。

顧客の視点は、顧客に継続的に商品やサービスを購入してもらうために、顧客に対してどの

ように行動すればよいかという視点である。具体的には、顧客満足度、顧客定着率や対象市場

におけるマーケットシェア、新規顧客獲得数、クレーム発生率などが挙げられる

主要顧客との継続的な関係構築が目標であるので、クレーム件数を指標とするは顧客の視点

である。求める答えはイとなる。

例題演習

ＩＴベンダにおけるソリューションビジネスの推進で用いるバランススコアカードの，学習

と成長のＫＰＩの目標例はどれか。ここで，ソリューションとは“顧客の経営課題の達成に向

けて，情報技術と専門家によるプロフェッショナルサービスを通して支援すること”とする。

ア サービスを提供した顧客に対して満足度調査を行い，満足度を５段階評価で平均３.５以上

とする。

イ 再利用環境の整備によってソリューション事例の登録などを増やし，顧客提案数を前年度

の１.５倍とする。

ウ 情報戦略のコンサルティングサービスに重点を置くために，社内要員３０名をＩＴのプロ

フェッショナルとして育成する。

エ 情報戦略立案やシステム企画立案に対するコンサルティングの受注金額を，全体の１５％

以上とする。

解答解説

バランススコアーカードに関する問題である。

ＢＳＣ(Balanced Score Card)は、ビジネスプロセスリエンジニアリングの活動で用いられる

分析手法である。戦略・ビジョンを４つの視点で分類し、財務の視点、顧客の視点、業務プロ

セスの視点、学習と成長の視点ごとに目標、業績評価指標、ターゲット、具体的プログラムを

設定する。
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財務の視点：株主や従業員などの利害関係者の期待にこたえるため、企業業績として財務的

に成功するためにどのように行動すべきかの指標を設定する。エは財務の視点である。

顧客の視点：企業のビジョンを達成するために、顧客に対してどのように行動すべきかの指

標を設定する。アは顧客の視点である。

業務プロセスの視点：財務的目標の達成や顧客満足度を向上させるために、優れた業務プロ

セスを構築するための指標を設定する。イは業務プロセスの視点である。

学習と成長の視点：企業のビジョンを達成するために組織や個人として、どのように変化（改

善）し能力向上を図るかの指標を設定する。ウは学習と成長の視点である。求める答えはウと

なる。

例題演習

企業の事業活動を機能ごとに主活動と支援活動に分け，企業が顧客に提供する製品やサービ

スの利益は，どの活動で生み出されているかを分析する手法はどれか。

ア ３Ｃ分析 イ ＳＷＯＴ分析

ウ バリューチエーン分析 エ ファイブフォース分析

解答解説

バリューチェーン分析に関する問題である。

アの３Ｃ分析は、顧客の動向を念頭に市場と競合を分析し、各事業での成功要因を導き出す

ことから始め、その成功要因と自社の経営資源や企業活動について現状を分析する手法である。

イのＳＷＯＴ分析は、企業の戦略立案を行う際に使われる分析手法で、組織の外的環境に潜

む機会、脅威を検討・考慮した上で、その組織が持つ強みと弱みを確認・評価することである。

ウのバリューチェーン分析は、企業活動を調達／開発／製造／販売／サービスなどの主活動

や支援活動に分解し、それぞれの付加価値とコストを把握して、各活動が最終的な価値にどの

ように貢献するかの関係と構造を明らかにすることで、競争優位の源泉を探る手法である。求

める答えはウとなる。

エのファイブフォース分析は、「供給企業の交渉力」「買い手の交渉力」「競争企業間の敵対

関係」という3つの内的要因と、「新規参入業者の脅威」「代替品の脅威」の2つの外的要因から

業界全体の魅力度を測る手法である。

例題演習

リスクや投資価値の類似性で分けたカテゴリごとの情報化投資について，最適な資源配分を

行う手法はどれか。

ア ３Ｃ分析 イ ＩＴボートフォリオ

ウ エンタープライズアーキテクチャ エ ベンチマーキング

解答解説

ＩＴポートフォリオに関する問題である。
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アの３Ｃ分析は、企業を取り巻く環境を分析する際に用いられるフレームワークであり、３

Ｃは、それぞれ、顧客、自社、競合のことを指す。顧客の動向を念頭に市場と競合を分析し、

各事業での成功要因を導き出し、その成功要因と自社の経営資源や企業活動について現状を分

析する。具体的な分析対象として、経営資源（生産能力、従業員数など）、戦略（集中戦略、差

別化戦略など）、業績（売上高、利益、キャッシュフロー、シェアなど）などがある。

イのＩＴポートフォリオは、情報システムの貢献度や活用度などを分析し、バランス良くＩ

Ｔ投資を配分する管理・分析手法である。重点的に投資すべきシステムや、逆に投資を絞り込

むシステムを探ったり、既存システムのライフサイクルを考えた運用費の配分を決めたりする

際に用いる。求める答えはイとなる。

ウのＥＡは、巨大な組織の業務手順や情報システムの標準化、組織の最適化を進め、効率よ

い組織の運営を図るための方法論ある。組織を構成する「人的資源」「業務内容」「組織」「社

内で有する技術」などの要素を整理し、階層構造化することで、組織全体に対する組織の一部

分の構成要素の関係、組織の一部分同士の相互関係を明確し、その上で、業務プロセスや取り

扱うデータの標準化を行なう。ＥＡを導入する事で、巨大な組織内で複数の業務システムが別

個に運用されていたものが標準化され、導入・運用コストの削減、重複した業務内容の統合を

通じて組織の運営コストの削減が可能となる。ＥＡは、業務体系、データ体系、適用処理体系、

技術体系の４つの体系で分析し、最適化を図る技法である。

エのベンチマークは、経営や業務において、もっとも優れた実践方法を探し出して、自社の

やり方とのギャップを分析してそのギャップを埋めていくためにプロセス変革を進めるという

経営管理手法である。現行のビジネス業務を測定し、それをベスト企業の業務と比較する継続

的プロセスであり、数値評価を行うことで、判断に客観性をもたせ、社員に具体的な目標を与

えることができる。最強の競合相手または先進企業と比較して、製品、サービスおよびオペレ

ーションなどを定性的・定量的に把握することである。

例題演習

バランススコアカードで使われる戦略マップの説明はどれか。

ア 切り口となる二つの要素をＸ軸，Ｙ軸として，市場における自社又は自社製品のポジショ

ンを表現したもの

イ 財務，顧客，内部ビジネスプロセス，学習と成長という四つの視点を基に，課題，施策，

目標の因果関係を表現したもの

ウ 市場の魅力度，自社の優位性という二つの軸から成る四つのセルに自社の製品や事業を分

類して表現したもの

エ どのような顧客層に対して，どのような経営資源を使用し，どのような製品・サービスを

提供するのかを表現したもの

解答解説

戦略マップに関する問題である。

戦略マップは、バランスト・スコアカード(ＢＳＣ)をベースにした戦略マネジメントシステ

ムで使われる戦略記述・説明ツールで、組織体全体の戦略目標と、ＢＳＣの４つの視点（財務、
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顧客、業務プロセス、学習と成長）ごとの課題と施策、個別目標の関係を図示したものである。

戦略マップは、階層状に配したＢＳＣの４つの視点を示すエリアに各視点での取り組むべき課

題、達成すべき目標を置いて、互いに影響や関係のあるものを矢線で結び付けた図である。各

個別目標間の因果関係を可視化することで、全体として整合性のある戦略を構築・検討するこ

とができる。

ア、ウはポートフォリオ分析、イは戦略マップ、エはマーケッティングミックスである。求

める答えはイとなる。

例題演習

情報戦略の立案時に，必ず整合性をとるべき対象はどれか。

ア 新しく登場した情報技術 イ 基幹システムの改修計画

ウ 情報システム部門の年度計画 エ 中長期の経営計画

解答解説

情報戦略の立案時の整合性対象に関する問題である。

従来のシステム開発は、情報システムの多様化・複雑化、短期開発の要求の高まりなどの影

響を受けて、構築するシステムが個別最適化の考え方で構築されてきた。そのために、同じ内

容のデータが散在したり、使用する技術が異なるためシステムの連携ができなくなる現象が起

きている。すべてのシステムを網羅したデータの一貫性やセキュリティの維持、市場での競争

優位や顧客に提供する価値の創造などのビジネス戦略を実現するために、ＩＴ戦略を立案し、

ビジネス戦略と結びついたシステムを構築する必要がある。情報戦略の整合性の対象は中長期

の経営計画であり、ビジネス戦略との結びつきが重要である。求める答えはエとなる。

例題演習

情報システムの全体計画立案に関する記述のうち，適切なものはどれか。

ア ＣＩＯが，各現場のユーザ部門からすべてのシステム化要求を収集し，着手可能なものか

ら順次実施していく。

イ ＣＩＯが，経営計画との調整や技術動向の調査などをして，中長期計画として全体計画を

策定し，トップマネジメントの承認と支持を得る。

ウ 各ユーザ部門のリーダが中心となり，個別の計画を集約して全体計画とする。

エ 情報システム部門の情報通信技術の専門家が，最先端技術を取り入れて全体計画を立案す

る。

解答解説

情報システムの全体計画立案に関する問題である。

ＣＩＯは、情報担当役員で、ＳＩＳの構築発展のためにはコンピュータの知識だけでなく経

営者としての立場から、戦略の武器として情報システムおよび情報システム部門を把握し統率

する必要がある。そのためには経営者自らが情報システムの運営を行う必要があり、情報シス
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テム専任の役員を置く必要がある。

アは現場の意向に基づいてシステム化を実施するため経営計画との整合性が不十分になる。

イの情報システムの計画立案はＣＩＯが経営計画との調整や技術動向などを調査して中長期

計画として策定し、トップマネジメントの承認を得るの記述は適切な内容である。求める答え

はイとなる。

ウの個別計画の集約では経営的な立場からの統一的な計画とはいえない。

エの情報通信技術の専門家の計画では経営的な見地からの計画が不十分になる。

例題演習

ＣＩＯの説明はどれか。

ア 情報管理，情報システムの統括を含む戦略立案と執行を任務として設置した役員

イ 投資意思決定，資金調達，経理，財務報告を任務として設置した役員

ウ 複数のプロジェクトを一元的にマネジメントすることを任務として設置した組織

エ 要求されたシステム変更を承認又は却下することを任務として設置した組織

解答解説

ＣＩＯに関する問題である。

ＣＩＯは情報担当役員で、企業の情報システムや情報戦略に関する責任者である。通常、常

務以上の役員が担当する。企業情報システムの構築発展のために、コンピュータの知識だけで

なく経営者としての立場から、戦略の武器として情報システムおよび情報システム部門を把握

し統率する必要がある。

ＣＩＯの業務内容

① 経営戦略の一部としての情報化戦略を立案・実行する。

② 情報技術に基づいた形で企業に適切な経営戦略を提案する。

③ 部門間や外部との調整を行い業務組織や業務プロセスを改革して情報システムに適合

させる。

④ 情報部門を含めて全社のＩＴ資産(人材、ハードウェア、ソフトウェアなど)の保持や

調達を最適化する。

ＣＩＯは、情報管理、情報システムの統括を含む戦略立案と執行を任務として設置した役員

である。求める答えはアとなる。

例題演習

ＣＩＯの果たすべき役割はどれか。

ア 各部門の代表として，自部門のシステム化案を情報システム部門へ提示する。

イ 情報技術に関する調査，利用研究，関連部門への教育などを実施する。

ウ 全社的観点から情報化戦略を立案し，経営戦略との整合性の確認や評価を行う。

エ 豊富な業務経験，情報技術の知識，リーダシップをもち，プロジェクトの運営を管理する。
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解答解説

ＣＩＯに関する問題である。

ＣＩＯは情報担当役員で、企業の情報システムや情報戦略に関する責任者である。通常、常

務以上の役員が担当する。企業情報システムの構築発展のために、コンピュータの知識だけで

なく経営者としての立場から、戦略の武器として情報システムおよび情報システム部門を把握

し統率する必要がある。

ＣＩＯの役割は全社的な観点から情報化戦略を立案し、経営戦略との整合性の確認や評価を

行う。求める答えはウとなる。

例題演習

ＣＩＯが経営から求められる役割はどれか。

ア 企業経営のための財務戦略の立案と遂行

イ 企業の研究開発方針の立案と実施

ウ 企業の法令遵守の体制の構築と運用

エ ビジネス価値を最大化させるＩＴサービス活用の促進

解答解説

ＣＩＯに関する問題である。

ＣＩＯは情報担当役員で、企業の情報システムや情報戦略に関する責任者である。通常、常

務以上の役員が担当する。企業情報システムの構築発展のために、コンピュータの知識だけで

なく経営者としての立場から、戦略の武器として情報システムおよび情報システム部門を把握

し統率する必要がある。

ＣＩＯの業務内容

① 経営戦略の一部としての情報化戦略を立案・実行する。

② 情報技術に基づいた形で企業に適切な経営戦略を提案する。

③ 部門間や外部との調整を行い業務組織や業務プロセスを改革して情報システムに適合

させる。

④ 情報部門を含めて全社のＩＴ資産(人材、ハードウェア、ソフトウェアなど)の保持や

調達を最適化する。

アは財務担当役員、イは研究開発担当役員、ウは総務担当役員、エは情報担当役員が関係し、

ビジネス価値を最大化させるＩＴサービス活用の促進を行う。求める答えはエとなる。

例題演習

技術経営におけるプロダクトイノベーションの説明として，適切なものはどれか。

ア 新たな商品や他社との差別化ができる商品を開発すること

イ 技術開発の成果によって事業利益を獲得すること

ウ 技術を核とするビジネスを戦略的にマネジメントすること

エ 業務プロセスにおいて革新的な改革をすること
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解答解説

プロダクトイノベーションに関する問題である。

プロダクトイノベーションは、革新的な新製品を開発して、差別化を図ることである。イノ

ベーションには、他社に製品で差別化する「プロダクト・イノベーション」と、開発・製造・

物流などで他社が真似できない革新的なプロセスを実現する「プロセス・イノベーション」が

ある。求める答えはアとなる。

例題演習

企業経営で用いられるベンチマーキングを説明したものはどれか。

ア 企業全体の経営資源の配分を有効かつ総合的に計画して管理し，経営の効率向上を図るこ

とである。

イ 業務のプロセスを再設計し，情報技術を十分に活用して，企業の体質や構造を抜本的に変

革することである。

ウ 最強の競合相手又は先進企業と比較して，製品，サービス及びオペレーションなどを定性

的・定量的に把握することである。

エ 利益をもたらすことのできる，他社より優越した自社独自のスキルや技術に経営資源を集

中することである。

解答解説

ベンチマーキングに関する問題である。

ベンチマーキングとは、経営や業務において、もっとも優れた実践方法を探し出して、自社

のやり方とのギャップを分析してそのギャップを埋めていくためにプロセス変革を進めるとい

う経営管理手法である。現行のビジネス業務を測定し、それをベスト企業の業務と比較する継

続的プロセスであり、数値評価を行うことで、判断に客観性をもたせ、社員に具体的な目標を

与えることができる。最強の競合相手または先進企業と比較して、製品、サービスおよびオペ

レーションなどを定性的・定量的に把握することである。

アはＥＲＰ(enterprise resource planning)、イはリエンジニアリング、ウはベンチマーキ

ング、エはコア・コンピタンス戦略である。求める答えはウとなる。

例題演習

経営層のアカウンタビリティを説明したものはどれか。

ア 株主やその他の利害関係者に対して，経営活動の内容・実績に関する説明責任を負う。

イ 企業が環境保全に掛けた費用とその効果を定量化して，財務情報として定期的に公表する。

ウ 企業倫理に基づいたルール，マニュアル，チェックシステムなどを整備し，法令などを遵

守する経営を行う。

エ 投資家やアナリストに対して，投資判断に必要とされる正確な情報を，適時にかつ継続し

て提供する。
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解答解説

経営層のアカウントビリティに関する問題である。

アカウンタビリティ(説明責任)は、、政府・企業・団体・政治家・官僚などの、社会に影響力

を及ぼす組織で権限を行使する者が、株主や従業員（従業者）、国民といった直接的関係をもつ

者だけでなく、消費者、取引業者、銀行、地域住民など、間接的関わりをもつすべての人・組

織にその活動や権限行使の予定、内容、結果等の報告をする必要があるとする考えをいう。

経営層のアカウンタビリティは、株主やその他の利害関係者に対して、経営活動の内容・実

績に関する説明責任を負うことである。

アはアカウンタビリティ、イは環境報告書、ウはコンプライアンス経営、エはディスクロー

ジャーである。求める答えはアとなる。

例題演習

ＢＰＯを説明したものはどれか。

ア 自社ではサーバを所有せずに，通信事業者などが保有するサーバの処理能力や記憶容量の

一部を借りてシステムを運用することである。

イ 自社ではソフトウェアを所有せずに，外部の専門業者が提供するソフトウェアの機能をネ

ットワーク経由で活用することである。

ウ 自社の管理部門やコールセンタなど特定部門の業務プロセス全般を，業務システムの運用

などと一体として外部の専門業者に委託することである。

エ 自社よりも人件費の安い派遣会社の社員を活用することで，ソフトウェア開発の費用を低

減させることである。

解答解説

ＢＰＯに関する問題である。

ビジネス・プロセス・アウトソーシング(ＢＰＯ)は、各企業の内部管理部門で行われていた

総務、人事、経理、給与計算関係のデータ出入力を中心とした業務やコールセンターなどのビ

ジネスプロセスを専門企業に外部委託することである。プログラム作りなどのコンピュータや

インターネット技術に関連した業務のアウトソーシングはＩＴアウトソーシングと言う。

アはホスティングサービス、イはＡＳＰ、ウがＢＰＯ、エはＩＴＯである。求める答えはウ

となる。

例題演習

利用者が，インターネットを経由してサービスプロバイダ側のシステムに接続し，サービス

プロバイダが提供するアプリケーションの必要な機能だけを必要なときにオンラインで利用す

るものはどれか。

ア ＥＲＰ イ ＳａａＳ

ウ ＳＣＭ エ ⅩＢＲＬ
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解答解説

ＳａａＳに関する問題である。

アのＥＲＰは、経理、生産管理、販売管理、人事管理などの基幹業務の情報を一元的に統合

管理するシステムである。

イのＳａａＳは、ソフトウェアを提供者側のコンピュータで稼働させ、ユーザーはそのソフ

トウェア機能をインターネットなどのネットワーク経由でサービスとして使用し、サービス料

を支払う形態のビジネスである。求める答えはイとなる。

ウのＳＣＭ(サプライチェーン管理)は、素材の供給から製品の販売までを一貫して管理する

経営手法である。

エのＸＢＲＬは、財務情報が作成・流通・再利用できるように標準化されたXMLベースの言語

です。

例題演習

ＳａａＳを説明したものはどれか。

ア インターネット経由でアプリケーションソフトウェアの機能を，必要なときだけ利用者に

提供するサービスのこと

イ 企業の経営資源を有効に活用するために，基幹業務を統合的に管理するためのパッケージ

ソフトウェアのこと

ウ 既存の組織やビジネスプロセスを抜本的に見直し，職務，業務フロー，管理機構，情報シ

ステムを再設計すること

エ 発注者とサービス提供者との間で，サービスの品質の内容について合意した文書のこと

解答解説

ＳａａＳに関する問題である。

ＳａａＳは、ソフトウェアを提供者側のコンピュータで稼働させ、ユーザーはそのソフトウ

ェア機能をインターネットなどのネットワーク経由でサービスとして使用し、サービス料を支

払う形態のビジネスである。

アはＳａａＳ、イはＥＲＰ、ウはＢＰＲ、エはＳＬＡである。求める答えはアとなる。

例題演習

ＳＷＯＴ分析を用いて識別した，自社製晶に関する外部要因はどれか。

ア 機能面における強み イ コスト競争力

ウ 新規参入による脅威 エ 品質における弱み

解答解説

ＳＷＯＴ分析に関する問題である。

ＳＷＯＴ分析は、事業環境分析に用いられる手法であり、市場における自社の強み・弱み、

環境変化による機会、環境変化によって脅威となる要因を記述することで、自社の今後の方向
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性を決める手法である。

機会と脅威は、外部環境――すなわち組織が目的を達成するうえで影響を受ける可能性の

あるマクロ要因（政治・経済、社会情勢、技術進展、法的規制など）とミクロ要因（市場規模

・成長性、顧客の価値観、価格の傾向、競合他社、協力会社など）を列挙し、促進要因と阻害

要因に分けることで導き出す。

強みと弱みは、自社の有形・無形の経営資源――例えば商品力、コスト体質、販売力、技術

力、評判やブランド、財務、人材、意思決定力などを検討し、それらが競合他社より優れてい

るか、劣っているかで分類して導いていく。

ア、イ、エの内容は内部要因であり、ウの新規参入による脅威は外部要因である。求める答

えはウとなる。

例題演習

ＳＷＯＴ分析を説明したものはどれか。

ア 企業の財務諸表を基に，収益性及び安全性を分析する手法である。

イ 経営戦略を立てるために，自社の強みと弱み，機会と脅威を分析する手法である。

ウ 自社製晶・サービスの市場での位置付けや評価を明らかにする手法である。

エ 自社製品の価格設定のために，市場での競争力を分析する手法である。

解答解説

ＳＷＯＴ分析に関する問題である。

ＳＷＯＴ分析は、事業環境分析に用いられる手法であり、市場における自社の強み・弱み、

環境変化による機会、環境変化によって脅威となる要因を記述することで、自社の今後の方向

性を決める手法である。

アは財務分析、イはＳＷＯＴ分析、ウはＰＰＭ、ウはバリューチェーン分析である。求める

答えはイとなる。

例題演習

コアコンピタンス経営を説明したものはどれか。

ア 企業内に散在している知識を共有化し，全体の問題解決力を高める経営を行う。

イ 迅速な意思決定のために，組織の階層をできるだけ少なくした平型の組織構造によって経

営を行う。

ウ 優れた業績を上げている企業との比較分析から，自社の経営革新を行う。

エ 他社にはまねのできない，企業独自のノウハウや技術などの強みを核とした経営を行う。

解答解説

コアコンピタンス経営に関する問題である。

コアコンピタンスは、顧客に対して価値提供する企業内部の一連のスキルや技術の中で、他

社がまねできない、その企業ならではの力のことである。競合他社に対しては、経営戦略上の
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根源的競争力につながるものであり、他社との提携などの際に相手に与える影響力や業界イニ

シアティブの強弱のキーともなる。企業の競争力、創造力の源泉となる中核的な能力のことで

あり、企業独自のノウハウや技術などの強みを核として経営を行うことである。

アはナレッジマネージメント、イはフラット型組織、ウはベンチマーキング、エはコアコン

ピタンスである。求める答えはエとなる。

例題演習

企業経営で用いられるコアコンピタンスを説明したものはどれか。

ア 企業全体の経営資源の配分を有効かつ統合的に管理し，経営の効率向上を図ることである。

イ 競争優位の源泉となる，他社よりも優越した自社独自のスキルや技術である。

ウ 業務プロセスを根本的に考え直し，抜本的にデザインし直すことによって，企業のコスト，

品質，サービス，スピードなどを劇的に改善することである。

エ 最強の競合相手又は先進企業と比較して，製品，サービス，オペレーションなどを定性的

・定量的に把握することである。

解答解説

コアコンピタンスに関する問題である。

コアコンピタンスは、顧客に対して価値提供する企業内部の一連のスキルや技術の中で、他

社がまねできない、その企業ならではの力のことである。競合他社に対しては、経営戦略上の

根源的競争力につながるものであり、他社との提携などの際に相手に与える影響力や業界イニ

シアティブの強弱のキーともなる。企業の競争力、創造力の源泉となる中核的な能力のことで

あり、企業独自のノウハウや技術などの強みを核として経営を行うことである。

アはＥＲＰ、イはコアコンピタンス、ウはＢＰＲ、エはベンチマーキングである。求める答

えはイとなる。

例題演習

コアコンピタンスの説明はどれか。

ア 企業の活動分野において，競合他社にはまねのできない卓越した能力

イ 経営を行う上で法令や各種規制，社会的規範などを遵守する企業活動

ウ 市場・技術・商品(サービス)の観点から設定した，事業の展開領域

エ 組織活動の目的を達成するために行う，業務とシステムの全体最適化手法

解答解説

コアコンピタンスに関する問題である。

コアコンピタンスは、顧客に対して価値提供する企業内部の一連のスキルや技術の中で、他

社がまねできない、その企業ならではの力のことである。競合他社に対しては、経営戦略上の

根源的競争力につながるものであり、他社との提携などの際に相手に与える影響力や業界イニ

シアティブの強弱のキーともなる。企業の競争力、創造力の源泉となる中核的な能力のことで
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あり、企業独自のノウハウや技術などの強みを核として経営を行うことである。

アはコアコンピタンス、イはコンプライアンス、ウはポートフォリオマネージメント、エは

エンタプライズアーキテクチャである。求める答えはアとなる。

例題演習

コアコンピタンスを説明したものはどれか。

ア 経営活動における基本精神や行動指針

イ 事業戦略の遂行によって達成すべき到達目標

ウ 自社を取り巻く環境に関するビジネス上の機会と脅威

エ 他社との競争優位の源泉となる経営資源

解答解説

コアコンピタンスに関する問題である。

コアコンピタンスは、顧客に対して価値提供する企業内部の一連のスキルや技術の中で、他

社がまねできない、その企業ならではの力のことである。競合他社に対しては、経営戦略上の

根源的競争力につながるものである。コアコンピタンスは、組織内における集団的学習であり、

種々の生産技術を調整する方法、そして複数の技術的な流れを統合するものとも言われている。

他社との差別化の源泉となる経営資源である。

アは経営理念、イはＫＧＩ、ウはＳＷＯＴ分析、エはコアコンピタンスである。求める答え

はエとなる。

例題演習

ＴＬＯ(Technology Licensing Organization)法に基づき，承認又は認定された事業者の役割

として，適切なものはどれか。

ア 企業からの委託研究，又は共同研究を受け入れる窓口として，企業と大学との調整を行う。

イ 研究者からの応募に基づき，補助金を支給して先進的な研究を発展させる。

ウ 大学の研究成果を特許化し，又は企業への技術移転を支援し，産学の仲介役を果たす。

エ 民間企業が保有する休眠特許を発掘し，他企業にライセンスして活用を図る。

解答解説

ＴＬＯに関する問題である。

ＴＬＯは、大学などが所有、創造する研究成果を特許権などの知的財産権に権利化した上で

それを基にしたベンチャー企業を興したり、民間企業に権利供与したりすることの橋渡しのた

めに設けられた機関である。産学連携推進の一環として、1998年5月に成立した「大学等におけ

る技術に関する研究成果の民間事業者への移転の促進に関する法律」に基づき、全国の有力大

学でＴＬＯが設立された。大学の研究成果、知的財産権の活用で得られる収益を研究者や大学

へ還元することで、大学の研究活動の活性化を図る狙いがある。

大学の研究成果を特許化し、または企業への技術移転を支援し、産学の仲介役を果たすもの
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である。求める答えはウとなる。

例題演習

ワークシエアリングの説明はどれか。

ア 仕事と生活の調和を実現する目的で多様かつ柔軟な働き方を目指す考え方

イ 従業員が職場や職務を選択することができる制度

ウ 従業員１人当たりの勤務時間短縮，仕事配分の見直しによる雇用確保の取組み

エ 福利厚生サービスを一定の範囲内で従業員が選択できる方式

解答解説

ワークシェアリングに関する問題である。

ワークシェアリングは、従業員1人当たりの労働時間を減少することで、雇用水準を維持する

政策手法である。厚生労働省の分類では、次の４タイプがある。

① 多様就業対応型

② 雇用創出型

③ 雇用維持型(中高年対策)

④ 雇用維持型(緊急対応)

多様就業対応型は、勤務時間や日数の弾力化、フルタイムのパートタイム化などの手法によ

り、現在の労働者と潜在的な労働者との間で仕事を分かち合い、社会全体で雇用機会を創出す

ることが目的である。雇用維持型は、一時的な景気の悪化を乗り越えるため、緊急避難措置と

して従業員１人当たりの所定内労働時間を短縮し、多くの雇用を維持する目的で実施する。雇

用されている従業員間で、仕事を分かち合う形になり、従業員１人当たりの勤務時間短縮、仕

事配分の見直しによる雇用確保の取り組みである。求める答えはウとなる。

例題演習

従業員１人当たりの勤務時間を減らして社会全体の雇用維持や雇用機会増加を図るものはど

れか。

ア カフェテリアプラン イ フリーエージエント制

ウ ワークシェアリング エ ワークライフバランス

解答解説

ワークシェアリングに関する問題である。

アのカフェテリアプランは、企業の福利厚生制度などを社員が自由に選択できるようにした

制度のことである。

イのフリーエイジェント制は、所属チームとの契約を解消し、他チームと自由に契約を結ぶ

ことができるスポーツ選手のことである。

ウのワークシェアリングは、仕事を分かち合い、1人当たりの労働時間を短縮することで、社

会全体の雇用者数の増大を図る考え方である。求める答えはウとなる。
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エのワークライフバランスは、仕事と家庭や地域生活のバランスを考え、子育て期、中高年

期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現することを指す。

例題演習

ＣＳＲ調達に該当するものはどれか。

ア コストを最小化するために，最も安価な製品を選ぶ。

イ 災害時に調達が不可能となる事態を避けるために，調達先を複数化する。

ウ 自然環境，人権などへの配慮を調達基準として示し，調達先に遵守を求める。

エ 物品の購買に当たってＥＤＩを利用し，迅速・正確な調達を行う。

解答解説

企業の社会的責任に関する問題である。

企業の社会的責任(ＣＳＲ)は、企業が利益を追求するだけでなく、組織活動が社会へ与える

影響に責任をもち、あらゆるステークホルダー（利害関係者：消費者、投資家等、及び社会全

体）からの要求に対して適切な意思決定をすることを指す。企業の社会的責任を調達先の企業

にも求めていく考え方がＣＳＲ調達である。具体的には、自然環境や人権などへの配慮を調達

基準に示し、調達先に遵守を求める。

アは安価な製品選択を購買基準とする考え、イは調達先複数化する考え、ウはＣＳＲ調達、

エはＥＤＩシステムの活用である。求める答えはウとなる。

例題演習

企業が社会的責任を果たすために採るべき施策のうち，環境対策の観点で実施するものはど

れか。

ア 株主に対し，企業の経営状況の透明化を図る。

イ グリーン購入に向けて社内体制を整備する。

ウ 災害時における従業員のボランティア活動を支援する制度を構築する。

エ 社内に倫理ヘルプラインを設置する。

解答解説

企業の社会的責任に関する問題である。

企業の社会的責任(ＣＳＲ)は、企業が利益を追求するだけでなく、組織活動が社会へ与える

影響に責任をもち、あらゆるステークホルダー（利害関係者：消費者、投資家等、及び社会全

体）からの要求に対して適切な意思決定をすることを指す。

アは、企業のコーポレイトガバナンスや経営情報を株主に提供し、健全な企業への投資活動

を図ることを狙った社会貢献活動である。

イのグリーン購入は、製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して、必要性をよく考え、

環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入することで、環境対策の観点で行う社会貢

献活動である。求める答えはイとなる。
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ウの災害時のボランティア活動支援は、豊かな人間性を育み、個人の成長の場を提供する目

的を利用して企業は社会貢献する。

エの社内の倫理ヘルプラインは、不正や不祥事の未然防止を図り、社会的規範を守ることを

狙った社会貢献活動である。

例題演習

国や地方公共団体などが，環境への配慮を積極的に行っていると評価されている製品・サー

ビスを選ぶことを何というか。

ア ＣＳＲ イ エコマーク認定

ウ 環境アセスメント エ グリーン購入

解答解説

グリーン購入に関する問題である。

アのＣＳＲは、企業が利益を追求するだけでなく、組織活動が社会へ与える影響に責任をも

ち、あらゆるステークホルダー（利害関係者：消費者、投資家等、及び社会全体）からの要求

に対して適切な意思決定をすることをである。

イのエコマーク認定は、様々な製品およびサービスの中で､「生産」から「廃棄」にわたるラ

イフサイクル全体を通して環境への負荷が少なく、環境保全に役立つ商品と認められことであ

る。

ウの環境アセスメントは、大規模開発事業等による環境への影響を事前に調査することによ

って、予測、評価を行う手続きのことである。

エのグリーン購入は、製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して、必要性をよく考え、

環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入することである。

例題演習

企業経営において，ステークホルダを重視する目的はどれか。

ア 企業存続の危機につながりかねない，経営者や従業員による不祥事の発生を抑制する。

イ 競合他社に対する差別化の源泉となる経営資源を保有し，競争力を強化する。

ウ 経営者の権力行使をけん制し，健全な経営を行うことができる仕組みを作る。

エ 顧客，株主，従業員などの利害関係者の満足度を向上させ，企業の継続した発展を図る。

解答解説

ステークホルダに関する問題である。

ステークホルダーとは、企業の経営活動、企業の存続や発展に対して利害関係を有する個人

や法人のことである。具体的には、消費者（顧客）、従業員、株主、債権者、仕入先、得意先、

地域社会、行政機関など、企業を取り巻くあらゆる利害関係者を指す。

ステークホルダを重視する目的は、顧客、株主、従業員などの利害関係者の満足度を向上さ

せ、企業の継続した発展を図ることである。求める答えはエとなる。
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例題演習

プロジェクトに関わるステークホルダの説明のうち，適切なものはどれか。

ア 組織の内部に属しており，組織の外部にいることはない。

イ プロジェクトに直接参加し，間接的な関与にとどまることはない。

ウ プロジェクトの成果が，自らの利益になる者と不利益になる者がいる。

エ プロジェクトマネージャのように，個人として特定できることが必要である。

解答解説

ステークホルダーに関する問題である。

ステークホルダーとは、プロジェクトの実行や完成によって自らの利益に影響が出る人や組

織のことである。ソフトウェア開発プロセスに関係してくるステークホルダーには、上級管理

者、プロジェクトマネジャー、開発者、顧客、ユーザ等がある。

アは組織の外部の人、顧客やユーザも利益や不利益に関係する人はステークホルダーである。

イは間接的に関与する場合もある。

ウの成果が利益になるもの、不利益になるものがいるは適切である。求める答えはウとなる。

エの個人しての特定は必要ない。

例題演習

裁量労働制の説明はどれか。

ア 企業が継続雇用の前提として，従業員に対して他社でも通用する技術・能力の維持責任を

求める一方，企業も従業員の能力開発を積極的に支援する。

イ 従業員１人当たりの労働時間を短縮したり仕事の配分方法を見直したりするなど，労働者

間で労働を分かち合うことで雇用の維持・創出を図る。

ウ 特定の専門業務や企画業務において，労働時間は，実際の労働時間に関係なく，労使間で

あらかじめ取り決めた労働時間とみなす。

エ 能力主義と実績主義の徹底，経営参加意識の醸成，業績向上へのインセンティブなどを目

的に，職務と能力，業績を基準に報酬を決める。

解答解説

裁量労働制の問題である。

裁量労働制とは、労働者は実際の労働時間とは関係なく、労使であらかじめ定めた時間働い

たものとみなされる仕組みである。業務の性質上、業務遂行の手段や方法、時間配分等を大幅

に労働者の裁量にゆだねる必要がある業務に適用できるとされる。適用業務の範囲は厚生労働

省が定めた業務に限定されており、「専門業務型」と「企画業務型」とがある。

特定の専門業務や企画業務において、労働時間は、実際の労働時間に関係なく、労使間であ

らかじめ取り決めた労働時間と見なす内容は、裁量労働制である。求める答えはウとなる。
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txt060112 Ｅ-ビジネスと企業システム

① ＥＣ

ⓐ ＥＣとは

ＥＣは不特定多数を相手として、オンラインショッピング、バーチャルショッピングを行い、

電子決済や電子マネーなどを実現する。

ⓑ ＥＣの対象範囲

企業間の電子商取引、広告／宣伝、ニュースリリース、業績報告、会社案内、人材募集、パ

テント募集、技術提携、販売チャネルの確保、市場調査、証券販売、教育などが含まれる。

ⓒ ＥＣの必須条件

㋐ テキスト、音声、画像などのマルチメディアデータを自由に扱うことができる。

㋑ 双方向のやり取りが可能である。

㋒ 標準化されたオープンネットワーク、国際ネットワークを活用する。

ⓓ ＥＣの構成要素

インターネット、パソコン通信、ＥＤＩ、通信プロトコル、ＣＡＬＳ、マルチメディア、Ｉ

Ｃカード、電子マネーなどが含まれる。

ⓔ 決済手段

クレジットカード、代金引換、郵送、銀行振込、ＩＣカード、電子マネーなどが対象になる。

ⓕ 電子マネー

電子的な価値情報で、貨幣価値をもつ決済手段である。電子貨幣、電子通貨とも言う。

電子マネーには、実店舗でも使用可能なＩＣカード型とインターネット上の仮想店舗でネッ

ト上の電子決済に使用するネットワーク型がある。また、取引当事者間で完結させ、使用の度

に発行機関に戻すクローズドループ型と現金と同様市場を流通するオープンループ型がある。

ⓖ 電子決済システム

電子決済システムは、現金を用いずに電子的にデータを交換することにより商品の代価を支

払うシステムである。

オンラインバンキングによる振込みや、クレジットカード番号をインターネットで送信する

カード決済なども含まれるが、狭義には、電子マネーのように新たに開発された電子的な決済

システムのことを指す。
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ⓗ 課題

㋐ 標準化、ネットワークのセキュリティ

㋑ 社会システムとしての定着化

㋒ 新しい金融システムの構築

㋓ 決済に関する制度や法律の確立

② インターネットビジネス

ⓐ ポータルサイト

インターネットが普及した結果、瞬時に大量のアクセスを集めることが可能になった。この

モデルの典型的なスタイルがポータルサイトである。多くのユーザーはＷＷＷにアクセスする

際、ポータルサイトにアクセスするため、大量のアクセスを集められるポータルサイトは、巨

額の広告収入を得ることができる。

ⓑ バーチャルモール

バーチャルモールは、インターネット上に存在する仮想店舗が集まった商店街のことである。

オンラインモールとも言う。サイト内には複数の企業や個人が運営する店舗が設置されており、

ショッピングやオークションなどが楽しめる。決済方式は主にクレジットカードや代金引換だ

が、中には電子マネーを利用できるＷｅｂサイトもある。

ⓒ ＧｔｏＢ、ＢｔｏＢ、ＢｔｏＣ

電子商取引において用いられる略語である。Ｇは｢政府｣または｢自治体｣、Ｂは｢企業｣を意味

し、Ｃは｢消費者｣を指す。ＧtoＢは「政府または自治体と企業間の取引、ＢtoＢは「企業間取

引」、ＢtoＣは「企業と消費者の取引」を示す。

ⓓ ｅマーケットプレイス

ｅマーケットプレイスは、インターネット上に設けられた企業間取引所である。Ｗｅｂサイ

トを通じて売り手と買い手を結び付ける電子市場である。売り手と買い手が直接取引を行なう

ことにより、これまでの中間流通業者を｢中抜き｣にして取引することができ、流通コストが削

減できる。売り手にとっては、新規取引先の開拓や、営業コストの削減、取引先の増加による

在庫リスクの平準化、在庫調整などを実現できる。買い手にとっては、調達コストや物流コス

トの削減、スポット取引による緊急時の調達手段の確保などが実現できる。市場の運営には、

買い手も売り手も安心して取引できる信用や、決済や与信管理などの金融機能、物流機能など

が必要とされる。
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ⓔ インターネットオクション

インターネットオークションは、インターネットを利用した電子商取引で、インターネット

を介して競売を行う。出品者が、商品の名称、状態、写真、オークションの開始額、終了日時

等の出品に関する情報をオークションサイトにアップロードする。この出品情報に基づいてウ

ェブページが生成され、ウェブサイトに掲載されて、オークションが開始される。入札者は、

オークションサイトが備える検索機能によって希望する商品を探し、購入希望額を指定して入

札する。オークションの期間が終了すると、落札者、落札価格が確定されて、商品のウェブペ

ージで公表されるとともに、入札者及び落札者の双方に電子メールで通知される。

入金や商品発送などの取引は、基本的に当事者間で行われる。このため、メールアドレスを

明かすことなく互いに連絡が可能な機能が準備されていたり、金融機関や運送会社などと提携

して、入金や商品発送を容易・安価に行うことができるサービスが提供されている場合がある。

ⓕ ＣＧＭ

ＣＧＭは、インターネットなどを活用して消費者が内容を生成していくメディアで、個人の

情報発信をデータベース化、メディア化したＷｅｂサイトである。商品・サービスに関する情

報を交換するものから、日常の出来事をつづったものまでさまざまなものがあり、クチコミサ

イト、Ｑ＆Ａコミュニティ、ソーシャルネットワーキングサービス(ＳＮＳ)、ブログ、ＣＯＩ(C

ommunity Of Interest)サイトなどがこれにあたる。

ⓖ ＳＮＳ

人と人とのつながりを促進・サポートする、コミュニティ型のＷｅｂサイトである。次のよ

うな役割や場を提供する。

㋐ 友人・知人間のコミュニケーションを円滑にする手段

㋑ 趣味や嗜好、居住地域、出身校などのつながりを通じた人間関係の構築

㋒ 会員制のサービス

既存の参加者からの招待がないと参加できないサービスが多いが、誰も自由に登録できるサ

ービスも増えている。

ＳＮＳは、次のような機能で構成されている。

㋐ 自分のプロフィールや写真を会員に公開する機能

㋑ メールアドレスを知られること無く別の会員にメッセージを送る機能

㋒ 友人を登録するアドレス帳

㋓ 友人に別の友人を紹介する機能

㋔ 会員や友人のみに公開範囲を制限できる日記帳

㋕ 趣味や地域などテーマを決めて掲示板などで交流できるコミュニティ機能

㋖ 予定や友人の誕生日などを書き込めるカレンダーなどの機能
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有料のサービスもあるが、多くは無料のサービスとなっており、サイト内に掲載される広告

や、友人に本やＣＤなどの商品を推薦する機能を設け、そこから上がる売上の一部を紹介料と

して徴収するという収益モデルになっている。

ⓗ インターネット広告

インターネット広告は、インターネットのウェブサイトやメールを使用して、企業が製品や

サービスのマーケティングのために行う宣伝活動である。携帯電話などのモバイル端末に表示

される広告も含まれる。

インターネット広告の特徴は、ターゲティング性とインタラクティブ性の２点である。ター

ゲティング性は、ユーザーの年齢・性別などの属性、行動履歴、地域などによって、配信する

広告内容の対象を細かく分けることができる。インタラクティブ性は、単純に広告を表示する

だけでなく、ユーザーが能動的にアクションすることによって従来のマスメディアではできな

かった深いコミュニケーションが取れる点にある。

インターネット広告には、形状、配信方法、課金方法で分類できる３種類がある。

㋐ 形状による種類

バナー広告、テキスト広告、メール広告、タイアップ広告、リッチメディア広告がある。

㋑ 配信方法による種類

属性情報によって配信対象を制限するデモグラフィックターゲティング広告、ユーザー

の閲覧ページと関連性の高い広告を表示する行動ターゲティング広告、検索キーワードに

連動する検索連動型広告、コンテンツの内容に連動するコンテンツ連動型広告、携帯電話

の現在地に連動する位置連動型広告などに分かれる。

㋒ 課金方法による種類

特定ページへの掲載期間を保証する期間保証型広告、表示回数によるインプレッション

保証型広告、アフィリエイトによるアクション報酬型広告、クリックすることで課金が発

生するクリック報酬型広告に分けることができる。

③ ＥＤＩ

ⓐ ＥＤＩとは

ＥＤＩは、ネットワーク経由で企業間の取引データを交換することである。受発注データや

決済データを交換して、取引の迅速化や事務作業の軽減、帳票類の削減を狙う。ＥＤＩのため

の標準仕様として、ＥＤＩＦＡＣＴやＣＩＩがある。

ⓑ ＥＤＩの各種規約

ＥＤＩの対象となる各種規約として、業務運用規約、情報伝達規約、情報表現規約、取引基

本規約があり、それぞれは次の内容になる。
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㋐ 業務運用規約とは，システムの運用時間，障害対策などを定めたものである。

㋑ 情報伝達規約とは，通信回線を介した接続方法を定めたものである。

㋒ 情報表現規約とは，データフォーマットを定めたものである。

㋓ 取引基本規約とは，ＴＣＰ／ＩＰ，ＪＣＡ手順などの通信方法を定めたものである。

ⓒ ＣＩＩ標準

日本で、汎用的なＥＤＩネットワークの構築を目的に開発された標準に、日本電子機械工業

会のＥＩＡＪ標準がある。このＥＩＡＪ標準をベースに、多様な業種のニーズへの対応と、Ｅ

ＤＩＦＡＣＴとの互換性の観点から機能を拡張したＣＩＩ標準を日本情報処理開発協会の産業

情報化推進センター(ＣＩＩ)が開発した。

ＣＩＩ標準は、基本的にＣＩＩシンタックス・ルールと標準メッセージで構成する。

㋐ ＣＩＩシンタックス・ルールは、ＥＤＩメッセージを伝送するときに用いる構文規則で

ある。可変長フォーマットを採用し、業界によって異なるデータ項目の数に対応できる。

㋑ 繰り返し明細のネスティングが可能なため、複雑なメッセージ構造にも対応できる。

㋒ メッセージは、各業界ごとに標準的なものを定めて、ＣＩＩシンタックス・ルールと組

み合わせて運用する。

㋓ ＣＩＩ標準を活用することによって、オープンなＥＤＩシステムを安価に構築できる。

ＣＩＩ標準は、電子機械や鉄鋼、石油化学、建設、住宅産業、電力、電線、重電、ガス、自

販機、造船などの業界で、標準として採用している。

ⓓ Ｗｅｂ－ＥＤＩ

ＥＤＩはネットワークを通じた企業間商取引である。従来、ＥＤＩは専用ネットワークで、

業界ごとの専用プロトコルを使用していたが、インターネットの普及に伴って、インターネッ

ト技術を利用したＷｅｂ-ＥＤＩが用いられるようになった。専用線を利用するより大幅に通信

コストが安くなり、特別な情報システムを導入せずとも、ブラウザさえあれば比較的、短期間

にＥＤＩが可能となる。インターネットはオープンなネットワークであるためセキュリティの

確保が不安要因であったが、ＳＳＬやＶＰＮなどの暗号化技術の普及により、その問題も解決

されてきている。

ⓔ ＸＭＬ－ＥＤＩ

ＸＭＬ技術を用いたＥＤＩ全般を指す。「データの属性を任意に定義できる」、「個々のデー

タ属性をコンピュータが識別でき、文書構造の変換などが容易である」といったＸＭＬの利便

性を生かし、より広範で運用性の高いＥＤＩを実現できる。従来のＷｅｂ－ＥＤＩでは実現で

きなかった取引の自動化も、取引プロセスの標準化を含めたＥＤＩフレームワークの策定によ

り可能になった。
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④ 生産自動化

ⓐ 生産自動化の推進理由

㋐ 生産労働の省力化

㋑ 人間では不可能な作業を機械によって代替する。

㋒ 同種の製品の大量生産

ⓑ 生産自動化の社会的背景

㋐ 出生率が低下し、労働時間は短縮される方向にある。労働力の減少傾向に対応するには、

自動化によって生産効率を高める必要がある。

㋑ 工業の高度化とともに、危険な作業や極限的な作業も増加する。こうした作業は、人間が

行うよりも機械に任せる方がよい。

㋒ 市場競争の激化によって、コストダウンの要請はますます高まってきている。生産の自動

化によって、生産のみならず経営全体を通した合理化と標準化が望まれる。

㋓ 消費者ニーズの多様化に伴い、多品種少量生産への対応ができるフレキシブルな生産自動

化システムが求められている。

㋔ 新しい生産自動化システムを可能にするものとして、コンピュータ技術の著しい発展があ

る。今後は、「知能」を組み込んだ自動生産システムが主流となると考えられている。

⑤ 生産自動化の要素技術

ⓐ 加工工程における要素技術

㋐ ＮＣ工作機械

ＮＣ工作機械は電気的に制御されたサーボ機構を利用して、素材を工具で所定の形状・寸

法に加工する。素材と工具の相対位置を正確に決める精度が問題になる。ＮＣ工作機械は、

入力部、演算制御部、サーボ機構から構成され、演算制御部はマイクロコンピュータで構成

されている。このような工作機械をＣＮＣ工作機械という。

㋑ ＤＮＣ工作機械

１台のコンピュータで複数のＮＣ工作機械を制御するシステムである。工具の自動交換機

能と対象物の加工位置を割り出す機能を加えたものを、マシニングセンタという。

㋒ 自動監視装置

生産自動化、無人運転化を推進するには、ＮＣ工作機械の工具の状態などを自動監視する

技術が必要になる。自動運転中に、工具の不具合などを監視し、異常があればリアルタイム

に異常に対応した処置を行う。自動監視を実現するのは、センサ技術である。
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㋓ 無人搬送車

生産の自動化には、工場内で部品や製品を移動させる搬送機器が必要である。コンピュー

タで運転を遠隔制御できる搬送機器は、工程間の搬送作業の省力化や迅速化に有用である。

多品種少量生産型の工場では間欠搬送システムが適している。間欠搬送システムには、有軌

道式搬送装置と無軌道式搬送装置(ＡＧＶ)がある。

ⓑ 自動倉庫システムを構成する要素技術

㋐ 自動倉庫

自動倉庫システムは自動搬送システムと連動して使用され、管理用コンピュータによって

一元的に制御され、生産管理など他のシステムと統合される。生産工程の仕掛品や製品の保

管業務の省力化・合理化を図るのが自動倉庫システムである。

㋑ 物固定式自動倉庫システム

次の要素で構成される。

❶ 保管棚：品物を保管する場所

❷ 取扱いの荷姿：パレット、パケット、段ボールなど。

❸ スタッククレーン：保管棚から品物を出し入れするためのクレーン

自動倉庫では、一般のクレーンよりも高速性や高精度、信頼性などが要求される。コント

ローラ、管理用コンピュータ、端末機器および周辺装置などが主要な要素である。

㋒ 物移動方式・ピッキング方式

物移動方式は格納物自体あるいはラック自体が移動する方式である。ピッキング方式は、

カートンやバケット単位で自動的に指示された量を払い出すシステムである。品物の移載に

は、移載用ロボット、天井クレーン、パレタイザ、トラックローダなどが使われる。

⑥ ＦＡシステム

ⓐ ＦＡシステムとは

ＦＡシステムは工場内のコンピュータやＦＡ機器をＬＡＮで相互接続し、ＣＡＤ／ＣＡＭシ

ステムやＦＭＳ、ＮＣ工作機械などを連結し、垂直方向および水平方向の生産情報や技術情報

を交換することによって、一貫した生産の自動化を図ることである。

ⓑ ＦＡシステムの構成例

㋐ ＭＩＳ ：経営意志決定に必要な情報を提供し、その過程を支援する情報システム。

㋑ ＣＡＰ ：計画立案過程を支援するコンピュータシステム。

㋒ ＭＲＰ ：生産に必要な各部品の所要量を在庫状況を調べながら部品展開という方法で産

出していく方法のこと。

㋓ ＣＡＤ ：製品の設計を支援するシステム。
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㋔ ＣＡＥ ：製品の設計・開発をはじめ、その機能や性能のテストおよび評価の過程を支援

するシステム。

㋕ ＣＡＭ ：製品の製造過程の支援に当たるシステム

㋖ ＦＭＳ ：市場環境の多様化やニーズの変化に柔軟に対応できるように、機械・設備の機

能を準備し、工程設計の方法や日程計画の立て方に工夫が施された生産システ

ム。

㋗ ＣＡＰＰ：決定した部品形状から、各部品および製品の加工手順の決定や加工機械の選択、

加工時間の算出などにコンピュータを利用すること

㋘ ＣＡＴ ：製品の開発過程で、部品や製品の各種特性を確認するための試験にコンピュー

タを使用するシステム

ⓒ ＦＡにおける生産自動化の通信規約

ネットワーク構築のためのプロトコルとしてＭＡＰとＴＯＰがある。

㋐ ＭＡＰ

❶ ＩＳＯやＯＳＩなどの国際標準に準拠している。

❷ リアルタイムでの情報交換や多重データ通信が可能で、生産現場の仕様に適している。

❸ ワイヤリングやインタフェースの共通化によって、通信コストが低減できる。

❹ 異機種間の相互接続を行うマルチベンダ環境に対応できる。

㋑ ＴＯＰ

技術・事務通信規約で、事務処理や研究開発に適したプロトコルである。

経営計画

生産計画 研究開発

製品設計

工程設計 日程計画

生産プロセス

ＭＩＳ

ＣＡＥＣＡＰ／ＭＲＰ

ＣＡＤ

ＣＡＰＣＡＰＰ

ＣＡＭ

ＦＭＳ

実体システム

管理システム
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ⓓ ＰＯＰシステム

工場で発生する加工の進捗情報や機械の稼働状況、仕掛品の在庫状況などの生産情報をリア

ルタイムに収集し、管理するためのシステムである。収集した情報を生産管理用のコンピュー

タで管理することによって、適正な生産管理が保証される。

⑦ ＦＡ化のメリットと課題

ⓐ ＦＡ化の期待メリット

㋐ 作業の自動化、標準化による生産性の向上

㋑ 労働時間の短縮

㋒ 設計・製造に要する期間の短縮

㋓ 生産の最適化

㋔ 多品種少量生産への対応

ⓑ ＦＡ化を推進するにあたっての留意点

㋐ 多大な投資が必要であり、コストパフォーマンスの慎重な評価が重要である。

㋑ ＦＡ化の必要性、効果を事前に説明し、組織に与える動揺を軽減する。

㋒ 作業環境に適応障害を起こさないように、十分な教育訓練を行い、職場の人間的な雰囲気

を保つ工夫が必要である。

㋓ 外部のノウハウを吸収して、一貫した生産システムを再構築する。

⑧ ＣＡＭ

ⓐ ＣＡＭとは

ＣＡＭは製造工程をコンピュータによって支援するシステムで、ＣＡＤシステムから送られ

てきた加工品の設計情報に基づいて工程設計を行う。加工モデルデータを使用してシミュレー

ションを行い、各工程におけるワークの取付具配置や工具、加工条件、工具経路などを決定し、

これを生産情報として、加工・組立工程を自動制御する。

ⓑ ＡＰＴシステム

ＮＣ工作機械で自動加工を行うには、加工順序に従って、工具の移動経路や送り速度などの

加工条件をＮＣ工作機械に入力しなければならない。ＮＣプログラム言語を用いて、加工対象

物の形状寸法などの設計データを記述し、自動的にＮＣデータを作成することをＮＣプログラ

ミングという。ＡＰＴ言語を用いて、ＮＣ工作機械の稼働プログラム(パートプログラム)から
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ＮＣデータを作成するシステムをＡＰＴシステムという。パートプログラムからＡＰＴプロセ

ッサによって工具の移動軌跡のＣＬデータを作成する。ＣＬデータはポストプロセッサによっ

て、使用する機械に適合する形式に変換され、ＮＣデータとして出力される。

ⓒ 組立工場の生産管理のプロセス

㋐ 日次の生産順序計画の作成および生産順序の指示

㋑ 部品メーカへのオンライン発注

㋒ 生産ラインの自動制御

㋓ 各工程への生産仕様の指示

㋔ 生産実績管理

⑨ 組込みシステム

ⓐ 組込みシステムとは

組込みシステムは、産業機器や家電製品などのシステムの中に内蔵される小さなシステムで、

テレビやエアコンのように、それらの機器を動作させるプログラムを搭載しているものを組込

みシステムと呼ぶ。

電気・電子機器の高度化・複雑化と、マイクロプロセッサやメモリの性能単価の下落が進ん

だ結果、より広範な分野で組み込みシステムが採用されるようになっている。

ⓑ 機器の構成パターン

製品の目的や販売されるマーケットの性質に応じて、次の構成パターンが選択される。

㋐ 独自のハードウェアのみで機器を構成する。

㋑ 汎用のマイコンボードと独自のハードウェアを組み合わせて機器を構成する。

㋒ 汎用のハードウェアのみで構成する。

ⓒ 組込みシステムの特徴

㋐ 特定の機能を実現するためのコンピュータシステムで、これを制御するためのＯＳは組み

込みＯＳを使用する。

㋑ 要求される機能や性能が極めて限定され、コスト上の制限から利用可能な資源に強い制約

がある。

㋒ 安価なＣＰＵと少ないメモリ、プログラムを内蔵するＲＯＭからなり、ディスクも入出力

機器もない。

㋓ ソフトウェアだけでなくハードウェアも専用のものを開発することが多い。
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㋔ 機械の制御を行う場合には、リアルタイム制御が必要になる。

㋕ 信頼性を高めると同時に、安全性の確保が必要になる。

㋖ 専用のハードウェアやソフトウェアが搭載され製品となる場合が多く、開発は同時並行的、

テスト工程もハードウェア、ソフトウェアの両方にまたがる検証が必要になる。

㋗ 製品の付加価値となる新機能がソフトウェアの部分で容易に追加できるようになり、機能

追加に必要なコストが削減され、高機能化・多機能化が進んだ。

㋘ あらゆる環境下で利用することを想定し、同じ結果が出る設計、開発が必要である。

㋙ プログラムの開発環境と実行環境が異なるクロス開発環境が必要である。

ⓓ 組込システムの適用例

㋐ ＡＶ機器：ＴＶ、ＤＶＤ、ディジタルカメラ、オーディオ機器

㋑ 家電機器：電子レンジ、炊飯器、エアコン、洗濯機、冷蔵庫

㋒ 情報機器：ＰＤＡ、電子手帳、ＧＰＳ、カーナビ、電子辞書

㋓ 娯楽機器：ゲーム機、電子楽器、玩具ロボット

㋔ ＯＡ機器：プリンタ、複写機、複合機

㋕ 端末機器：ＰＯＳ機器、金融端末、自動販売機、自動改札機、固定電話、携帯電話

㋖ 通信機器：ルータ、放送機器、無線機器

㋗ 運輸機器：自動車、船舶、飛行機、オートバイ

㋘ 建設機器：ブルドーザ、ショベル機

㋙ ＦＡ機器：プラント制御、工業用ロボット、印刷機器、縫製機械

㋚ 設備機器：エレベータ、エスカレータ、照明機器、空調機器

㋛ 医療機器：検査装置、福祉機器、診断機器

㋜ 分析機器：分光光度計、ロジックアナライザ、質量分析機器、電子顕微鏡

⑩ ロボット技術

ⓐ ロボットとは

ロボットは移動やマニプレータの動きを自動制御とプログラム機能を使って実行できる機械

である。生産活動において、組立や溶接、ハンドリング、塗装などのプロセスで利用される。

ⓑ ロボットの構成要素

㋐ 環境

工場、災害現場、医療現場など、ロボットが使用される環境を知ることは開発する上で重

要な要素である

㋑ 制御

制御は人間の神経系に相当し、ロボットを指示通り動作させるための重要な要素である。
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制御方式には、ロボットの動作とコンピュータの指示を比較し、ロボットを正しく動作させ

るフィードバック制御が用いられる。

㋒ 感覚

感覚は人間の五感に相当する。見る、聞く、触るなどの五感情報を電気信号に変換する装

置としてセンサーを使用する。視覚センサー、赤外線センサー、触覚センサー、味覚センサ

ーなどを使用し、センサーによって得られた情報をフィードバック制御のための情報として

活用する。

㋓ パワー

パワーは人間の筋肉に相当し、自身が動作するためのエネルギーは、電池(バッテリー)な

どのパワー源から供給される。その他のパワー源にエンジンや油圧を使用する。

㋔ 構造

構造は人間の骨格に相当し、ロボット自身を支えたり、作業したり、移動したりするため

の重要な要素となる。構造は軽くて強い材料が好まれる。

㋕ プログラム

プログラムは人間の頭脳に相当し、目的の仕事をするための手順などが記述される。ロボ

ットを正しく、暴走させないように動作させるための重要な要素である。

ⓒ ロボットの位置決め制御方式

位置決めの方式には直角座標形、円筒座標形、極座標形、多関節形があり、その制御方式に

はＰＴＰ制御とＣＰ制御がある。ＰＴＰ制御は、経路上の有限個の通過点を指定し、指定され

た点をたどるようにした制御方式である。ＣＰ制御は、全経路を指定する制御方式である。

ⓓ ロボットに作業内容を教示する方法

生産ラインのロボットを直接用いるオンライン教示と生産ラインの外でプログラミングを行

うオフラインプログラミングがある。オフラインプログラミングに用いるロボット言語には、

動作記述言語と作業記述言語がある。動作記述言語は、ロボットの動作と１対１に対応した命

令を用いて、ロボットの動作を逐次記述する。作業記述言語は、ロボットの作業環境を入力し

た後、ロボットにさせたい作業をそのまま入力する。

⑪ ＣＡＤ・ＣＡＥ

ⓐ ＣＡＤ

ＣＡＤは設計工程をコンピュータによって支援するシステムである。基本構成はコンピュー

タ、補助記憶装置、グラフィックディスプレイ、入力装置、プロッタからなる。ＣＡＤは、電

子回路設計、建築設計、配管設備管理など多方面で利用されている。
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ⓑ ＣＡＤの基本機能

㋐ 入力機能

ライトペンによる直接方式、マウスやジョイスティック、デジタイザによる間接方式によ

り入力した図形から自動的にデータに変換する。

㋑ 出力機能

出力装置としてはプロッタが用いられる。プロッタには、ペン・プロッタとラスタ・プロ

ッタがある。ペン・プロッタは、ペンをＸ軸とＹ軸の２方向に移動させて、図形を出力する。

ラスタ・プロッタは、プリンタのようにドット単位で出力し、静電式とレザー式がある。

㋒ コンピュータグラフィックス

基本機能には、直線・円・多角形などの描画・表示機能、拡大・縮小・回転などの変換機

能、投影図や断面図を発生させる投影機能、３次元の見えない面や線を消去する隠面消去機

能がある。図形の表現力を高める機能として、フィルタ処理、濃度変換処理、テクスチャ解

析処理、線図形変換処理などがある。

ⓒ 形状モデリング

㋐ ワイヤフレームモデル

３次元グラフィックスのオブジェクトを線の集合として構築する方法で、立体の点と線の

データで構成される。面の情報がないため高速で描画できるが、裏側が透けて見えるため隠

線処理が必要になる。

㋑ サーフェイスモデル

３次元のオブジェクトを面の集まりで構築する方法である。中身のない立体なので、２つ

のオブジェクトが重なる部分だけを取り出す処理はできない。他の面によって視点から隠さ

れた面を描画しないようにする隠面処理が必要になる。

㋒ ソリッドモデル

３次元のオブジェクトを中身のある立体を組み合わせて構築する方法である。境界面の集

合として立体を表現するＢ-repと円筒や立方体などの立体を組み合わせて表現するＣＳＧの

手法がある。隠面処理は必要である。

ⓓ ＣＡＥ

ＣＡＥは試作モデルを作り、そのモデルを解析して、性能を予測し、最適な製品設計を模索

する作業をコンピュータを利用して行うことである。試作モデルの構造解析や動特性解析ばか

りではなく、熱や流れ、音、電界・磁界解析など、様々な分野の解析に用いられる。ＣＡＥは

自動車や航空機などの機械の設計支援や電子回路の設計、ＶＬＳＩの開発時の機能設計および

ファームウェアの設計など、多方面の製品開発に利用されている。
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ⓔ ＣＡＥの基本的な解析技法

㋐ 有限要素法

対象面を小さな領域の要素に分けて、各要素上で簡単な近似式を求め、それをつなぎ合わ

せて全体の近似式にして問題を解決する。どのような対称面でも対処でき、不連続面があっ

ても容易に対処できるなど数学的処理が比較的容易であるため、広く応用されている。

㋑ 境界要素法

対象となる領域の境界だけを解析し、その結果から領域内部についても解析が行えるよう

にするもので、扱うデータ量が減り、計算時間も短縮される。

㋒ モーダル解析

動特性の解析に利用されるもので、対象に外力を加え、その結果生じる振動などの測定値

をモーダルアナライザに入力して、フーリエ変換を行い、固有振動数や振動モードなどの動

特性を決定し、画面上にアニメーションで表示する。

⑫ 生産管理

ⓐ 需要の３要素

㋐ 品質：顧客の要求する品質を生産する。不良品を発生させない。

㋑ 原価：低コストで生産し、適正な価格で販売する。

㋒ 納期：決められた日までに決められた量をタイミングよく納入する。

ⓑ 生産の３要素

㋐ 材料 ：製品に適した良質な材料を低価格で購入する。

㋑ 機械設備：有効に運用する。

㋒ 作業者 ：最高の作業能率を発揮する。

ⓒ 生産管理の目的

㋐ 需要の３要素を満足させるために、生産の３要素を合理的に運用することである。

㋑ 顧客の要求を満足させながら、良い品を早く安く作り、収益の増大を図ることである。

ⓓ 生産管理の実施事項

㋐ 生産工程、生産方式、レイアウト方式などについて改善設計する。

㋑ 製品の生産予測や受注から出荷までの活動に関して計画し、実施し、その結果をチェック



- 67 -

し、必要に応じて対策を行う。

ⓔ 目的達成のための条件

㋐ 顧客の要求する製品を決められた納期までに提供する。

㋑ 所定の品質水準の維持を図る。

㋒ 納期を短縮する。

㋓ 材料、仕掛品、製品などの在庫の削減を図る。

㋔ 人、機械設備を最大限、効果的に活用する。

㋕ 材料の効果的活用、節約を図る。

ⓕ 生産管理手法

㋐ 工程(納期)管理

所定の製品を定められた期日まだに一定のコストで生産するために、材料、人や機械設備、

生産方法を合理的に運用するための管理手法である。狙いは納期の確実化と生産の迅速化で、

生産管理の中心的な手法である。

㋑ 品質管理

買い手の要求にあった品質の製品を経済的に作り出す手段である。狙いは加工精度を高め

て品質向上や、不良を減少させて品質の均一化を図ることである。

㋒ 原価管理

原価を見積もり、生産活動で計画原価を維持し、原価改善を行う管理手法である。狙いは

生産コストの引き下げである。

㋓ 作業管理

作業を改善・標準化し、作業者を指導・訓練して、生産の質と量を適切な状態に維持する

管理手法である。狙いは標準的な作業方法の設定と標準時間の設定である。

㋔ 設備管理・工具管理

㋕ 資材管理、購買管理、外注管理、運搬管理

ⓖ ＭＲＰ(資材所要量計画)

ＭＲＰは生産計画に合わせて、原料や部品を効率的に調達するためのシステムである。部品

構成ファイルや在庫ファイルを利用して、基準生産計画から資材所要量を計算したり、製造日

程を計画し、管理する。必要な資材を、必要な納期までに、必要な量だけ入手するための計画

を行い、実行するシステムで、在庫削減による在庫費用の圧縮、適時適量の資材供給、効率的

生産による生産性の向上を図り、生産コストの削減を行う。
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⑬ ＯＡシステム

ⓐ 企業のオフィス業務の分類

㋐ 情報の作成：文章の作成、画像の作成、表作成など

㋑ 情報の加工：分類、照合、表計算

㋒ 情報の蓄積：データベース

㋓ 情報の伝達：データ通信、電子メール

ⓑ ＯＡ化のメリット

㋐ 事務処理の合理化と効率化

㋑ 事務処理に要する熟練度の軽減

㋒ 事務処理に要する人件費の削減

㋓ 取引コストの低減

正確で詳細な営業記録が蓄積されることにより、確認などの手間が減り、取引に要するコ

ストが低減される。オンライン電子取引によって、交通費などのコストも削減される。

㋔ 従業員の情報処理能力の支援

㋕ タイムリーな経営資料の作成による意志決定の支援

ⓒ ＯＡ化の留意点

㋐ コンピュータ導入に先立って、事務分析を行い、作業の合理化や標準化を徹底する。

㋑ ＯＡ化の効果を適切に予測し、適切な投資を行う。

㋒ 長期的展望の元に、段階的に推進する。

㋓ 関係者にＯＡ化の目的を周知徹底させる。

㋔ 個人の業務に活用できる教育・訓練の徹底

⑭ ＰＯＳシステム

ⓐ ＰＯＳシステムとは

ＰＯＳシステムはレジ業務と連動した形で売上データの収集や分析を迅速に行えるシステム

である。売れる商品を揃える、売れない商品は置かない、品切れを防ぐ、陳列に配慮する、接

客サービスを向上するのが狙いである。スキャナーで単品別に収集した販売情報などをコンピ

ュータに送り、加工処理し、有効活用する経営情報システムである。
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ⓑ ＰＯＳシステムの主要機能

㋐ 商品にはバーコードまたはＯＣＲ値札をつける。値札には、メーカであらかじめ印刷され

ているソースマーキング、店舗で独自に行うインストアマーキングがある。

㋑ 精算時、レジ係はスキャナでバーコードやＯＣＲの内容を読み取る。

㋒ 読み取られた情報は、ストアコントローラに転送、収集される。

㋓ ストアコントローラの商品ファイルを参照して、商品の価格が返送されレシートが作成さ

れる。レシートに品名やその他の情報が明記される。

㋔ ストアコントローラの情報は加工されて経営情報を出力する。

ⓒ ＰＯＳシステムの期待効果

㋐ 値札の自動読み取りにより、正確で迅速なレジ入力が可能

㋑ 顧客のレジ待ち時間が短縮され、サービスの向上につながる

㋒ 商品名入りのレシートが発行できるなど、付加的顧客サービスも向上する。

㋓ レジ業務が簡易化され、新人でもすぐに業務に就くことができ、人件費や要員訓練の負担

が軽減される。

㋔ 単品毎の売上が、レジ登録によりデータとしてコンピュータに蓄積される。

㋕ 売上の集計作業が自動化される。

㋖ 売上動向がリアルタイムに把握でき、適切な商品構成を行うことにより、商品回転率を高

めることができる。

㋗ 販売価格帯や時間帯別販売分析によって、人員配置を合理化できる。

㋘ 値引きやチラシ等の販促効果を測定し、効果的なマーケティングを展開できる。

㋙ 単品毎のデータを収集し、分析し陳列の効果的な割当管理ができる。

ⓓ ＰＯＳシステム導入上の留意点

㋐ 商品コード体系に関して、統一コードを使用するか、自店で作成するかを決定する。

㋑ 商品マスタファイルを作成する。

㋒ 自社の管理目的を明確にし、それにふさわしいハードウェアやソフトウェアを選択する。

㋓ 取引先との整合性を図るため、取引先との伝票の統一や取引慣習への配慮を行う。

㋔ 社員に対するシステム運用に関する教育訓練やマニュアルの整備を図る。

⑮ 企業間ネットワークの種類と特徴

ⓐ 企業間ネットワークの種類

企業間ネットワークには、次のような種類がある。
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㋐ 中心企業主宰型ネットワーク

㋑ 共同組織型ネットワーク

㋒ ＶＡＮを利用するネットワーク

ⓑ 中心企業主宰型ネットワーク

大企業が主宰者になって専用ネットワークを構築し、系列企業やグループ企業を結ぶネット

ワークの形態である。中心企業が強いリーダーシップを発揮して構築する。機種やプロトコル、

データフォーマットなどが統一され、効率的なツリー型の構成になる。主宰企業は、情報の収

集や取引の効率化がメリットになり、利用企業は、大きなコストをかけずに、優れたシステム

を利用できるメリットがある。

ⓒ 共同組織型ネットワーク

複数の企業が共同で構築するネットワークの形態で、参加者が平等の立場に立つ、水平型ネ

ットワークの形態である。業界団体やボランタリーチェーン、商業団地、協同組合、問屋街、

商店街などで構築される。異企業間の共同組織であるため、１社の負担は軽減され、企業間の

協力と協調体制の基盤となり、自主性を尊重したシステム作りができる。異企業の集合体であ

るため、要求がバラバラになりやすく、各社の経営データがどこまで公開できるかが成否を左

右する。

ⓓ ＶＡＮを利用するネットワークの形態

情報ネットワークに特化した企業のネットワークを利用する形態である。初期コストをほと

んどかけずに、安定した高度な機能を利用することができる。しかし、不特定多数の利用者を

想定しているので、個別企業のきめ細かな処理への対応には限界がある。

⑯ 銀行の情報処理システム

ⓐ 銀行システムのサブシステムの構成

㋐ 業務系システム

預貸金業務や国内外の資金証券業務などに関する業務を遂行する。勘定系システム、資金

証券系システム、国際系システム、対外接続系システムに分かれる。

㋑ 事務系システム

銀行の各種事務処理を遂行するためのシステムである。営業店システム、集中センターシ

ステムに分類できる。

㋒ 情報支援系システム

システムから得られた各種データを加工・分析して、管理情報を提供する。
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ⓑ 日本銀行金融ネットワークシステム

日銀ネットは我が国の金融機関全体の事務処理の効率化と迅速化を目的として、日本銀行が

構築、運営しているシステムである。このシステムは決済システムの安定性を確保することを

目的としている。

ⓒ 全国銀行データ通信システム

全銀システムは我が国の決済システムの中核として機能しているオンラインシステムであり、

全国銀行内国為替制度に加盟している金融機関相互の、内国為替取引に関する通知の受発信、

取引から生じる為替決済額の算出などを行っている。全銀システムは全銀センターと各金融機

関のセンターに設置されている全銀ターミナルとを、専用回線で結ぶ形で構成されている。

ⓓ 全銀協標準プロトコル

全銀協標準プロトコルは、銀行と企業との間でオンラインデータの交換を行う場合に使用す

ることを目的として開発された日本独自の通信手順である。1983年10月に全銀協標準通信プロ

トコルが制定され、1984年１月には全銀協パーソナルコンピュータ用標準通信プロトコルが制

定された。専用のハードウェアや回線を必要とする。通信制御にはＢＳＣ手順に準拠したもの

を使っており、データリンクレベルと電文制御レベルを区分している点が特徴である。通信速

度はアナログ回線では2400bps、ＩＳＤＮ回線を利用すれば最大64Ｋbpsである。回線層、デー

タリンク層、通信制御層、機能制御層、アプリケーション層の５階層構成となっている。ＴＣ

Ｐ／ＩＰ手順は、1997年３月に制定された。拡張Z手順、全銀協ＴＣＰ／ＩＰ手順、全銀ＴＣＰ

／ＩＰなどとも呼ばれる。アプリケーションインターフェイスは、ベーシック手順と互換性を

保っているが、ＢＳＣ手順の代わりにトランスポート層にＴＣＰ／ＩＰを用いる。ＴＣＰ／Ｉ

Ｐが利用可能な様々な通信方式、通信機器を利用でき、高速な通信ができるのが利点である。

ⓔ ＳＷＩＦＴ

ＳＷＩＦＴは欧米15カ国の銀行を集めて設立された非営利の法人で、ＳＷＩＦＴシステムは

金融機関相互のネットワークである。コンピュータ通信により、加盟金融機関間の国際金融取

引に関する銀行間付替、顧客送金などの通信業務を行う。資金決済機能は持っていない。

ⓕ ＣＤ／ＡＴＭネットワーク

金融機関の出金業務の効率化と顧客サービスの向上を目的として実用化された。ＣＤは預金

の引出と残高照会を扱い、ＡＴＭはＣＤの機能と通帳記入、入金、振込、振替などの機能を備

えている。ＭＩＣＳは各業態内のオンライン提携網を中継センターを介してつなぐネットワー

クで、地域・業態をこえたＣＤ／ＡＴＭの相互利用を可能にしている。

ⓖ ファームバンキングとホームバンキング

ファームバンキングは金融機関と企業を結ぶオンラインデータ転送システムで、通知連絡や

照会、情報提供、一括データ転送、即時資金移動、振込予約、給与計算、海外送金などのサー
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ビスを提供する。金融機関と個人を結ぶものをホームバンキングという。

ⓗ インターネットバンキング

インターネットバンキングはインターネットを介した銀行取引のサービスである。インター

ネットのウェブブラウザから利用する。携帯電話のインターネット閲覧機能を利用した銀行取

引サービスをバイルバンキングと言う。

⑰ データウェアハウス

ⓐ データウェアハウスとは

データウェアハウスは企業戦略の立案や意思決定などに利用するため、組織内の各種データ

を１カ所に集約する仕組みであり、データの倉庫である。

集められるデータは、売上伝票などの生データである。製造、物流、販売など部門ごとに蓄

積していた各種データを集めて、それを使用して相関分析などを行うために用いる。

ⓑ データマイニング

データマイニングはデータウェアハウスなどに蓄積された膨大な量のデータを分析し、デー

タの中に隠れている有用な規則性を見出すことである。経営やマーケッティングの分野で利用

されている。

ⓒ データマート

データマートはデータウェアハウスから利用者の目的に合わせて抽出し、利用者が扱いやす

いようにデータの要約化などの加工を施した小規模なデータベースである。データウェアハウ

スが企業全体の情報を対象としたものであるのに対して、部門レベルの利用目的に特化したも

のである。

⑱ 小売業者の分類と組織形態

ⓐ 小売業の分類

㋐ 百貨店

大規模小売業として衣食住に関する幅広い商品構成によって、対面販売、定価販売を主と

した販売方式をとる。

㋑ スーパマーケット

食料品や日用雑貨など低価格帯の最寄品を中心にセルフサービスの販売方式の大規模小売

業である。
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㋒ コンビニエンスストア

主として住宅隣接地で長時間営業をし、最寄品を中心に多品目を少量販売する。

㋓ 専門店

特定分野の商品に限定して、多様な品揃えと高度な専門的知識を持つ販売店員による方式

である。

㋔ ディスカウントストア

家庭電器、カメラ、時計などの耐久商品を中心にして、大量仕入れによる低価格、現金販

売である。

㋕ 生協・農協ストア

業態としては、スーパマーケットと同じで、組合員に商品を販売する。

㋖ ドラッグストア

薬剤師が調剤を受け付ける傍ら、健康と美容に関する医薬品や日用品をセルフサービスで

短時間に買えるようにした小売業態である。

㋗ 無店舗販売

各種の情報メディアを利用して広告し、電話や葉書で注文を受ける通信販売や家庭や企業

を訪問して販売する訪問販売、自動販売機による自動販売などがある。

ⓑ チェーン小売業の組織形態

㋐ レギュラーチェーンは、単一の大資本が仕入れや広告を中央の管理のもとで展開し、多数

の店舗をもつ大規模小売商で、チェーンストアともいう。

㋑ ボランタリチェーンは、多数の独立した小売店が独立性を持ったままで、共同仕入れ、共

同広告商品開発をする方式である。

㋒ フランチャイズチェーンは、本部の管理下で、小売店が加盟料、指導料、手数料を支払い、

本部の商号、商品、経営ノウハウなどを使用し、特定地域内の独占販売をする方式である。

ⓒ 販売流通面における経営改善のためのコンピュータの活用

㋐ 店舗での販売活動

レジ業務の迅速化、レジの誤入力防止、レジ要員の削減、値付け作業の軽減

㋑ 商品管理

欠品防止による売上増や在庫管理による商品回転率の向上、新商品の適切な導入、プロモ

ーション効果の測定

㋒ 顧客管理

顧客の固定客化、ダイレクトマーケティング、ＣＲＭシステム

㋓ その他

従業員の適切な配置と勤務管理、経費管理、利益管理、店舗管理、陳列管理、市場データ

の収集・分析、流通の合理化、配送の合理化
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⑲ カードシステム

ⓐ カードシステム

顧客サービスの向上と顧客情報管理の双方に関わるコンピュータシステムとして、様々なカ

ードシステムが実用化されている。カードの代表的な種類を表に示す。

カードの種類

ポイントカード プリベイドカード クレジットカード デビッドカード

内容 会員顧客に対し、 代金前払いのカー 代金後払いのカー 銀行や郵便局の、

買上金額に応じた ドである ドである 預金口座から買い

ポイントを提供 物の代金支払いを

し、これをカード 可能にする

に累積記録してお

き、ポイントの額

に応じたサービス

を提供する

導入目的 ポイントサービス 前払い制による顧 決済機能の多様化 キャッシュ決済に

による顧客の固定 客の固定化 による顧客の吸引 よる顧客の吸引・

化 固定化

特徴 決済機能はない。 代金前払い、無記 代金後払い／分割 代金即時払い

顧客情報の収集と 名制 払い、審査あり

新しいイメージの

顧客サービス

ＩＤ機能 ○ × ○ ○

決済機能 × ○ ○ ○

記録機能 ○ ○ × ×

信用機能 × × ○ ×

金融機能 ○ × × ○

例題演習

企業が外部のＶＡＮサービスを利用することに関する記述として、適切なものはどれか。

ア 事故が生じた場合の責任に関して、事前に細かい検討をしておく必要がなくなる。

イ 自社業務に最も適したネットワークを構築することができる。

ウ 比較的小さな初期投資で、通信処理や情報処理の機能を選択的に利用できる。

エ 利用に当たり、情報通信に関する高度な専門知識が必要となる。
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解答解説

ＶＡＮサービスの利用に関する問題である。

アの内容は契約時に細かく検討しておく必要がある。

イの内容は、外部の業者が提供するネットワークサービスを利用する場合、自社業務に必ず

しも適合するネットワークが構築できるとは限らない。

ウの初期投資が少なく、選択的に利用できるのはＶＡＮの特徴である。求める答えはウとな

る。

エは外部の専門業者に依頼するため高度な専門知識の必要性はなくなる。

例題演習

小売店頭における商品売上情報を単品ごとに収集、分析するシステムで、売れ筋商品を把握

したり、品切れを防いだりするのに効果があるとされるものはどれか。

ア ＣＡＤ イ ＣＡＭ ウ ＤＳＳ エ ＰＯＳ

解答解説

ＰＯＳシステムに関する問題である。

アのＣＡＤは、設計に必要な標準データや規格データをデータベースから参照したり、形状

モデルを作成したり、製図システムによって自動製図を行うのにコンピュータを活用すること

である。

イのＣＡＭは、ＣＡＤシステムと連動して、ＮＣプログラミング、ロボットプログラミング

を行う。工具の自動選択、作業順序決定、切削条件決定、工具経路の決定などを行う。

ウのＤＳＳは、経営階層にマネジメントに必要な意思決定情報を提供するシステムである。

エのＰＯＳは、小売業において、どの商品がいつ何個売れたかを把握するために、販売した

時に1品単位で情報を収集し、コンピュータで管理するシステムである。情報を分析し売れ筋商

品の把握や品切れ防止に役立たせる。求める答えはエとなる。

例題演習

ＰＯＳに関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア ＰＯＳシステムは、ＯＣＲという装置でスキャナやＪＡＮコードによる値札の自動読み取

りを行う。

イ ＰＯＳ端末のことを、ストアコントローラという。

ウ ソースマーキングとは、商品の情報を自店でコード化することである。

エ ＰＯＳシステムで収集されたデータから、売れ筋商品や死に筋商品を、的確に判断するこ

とができる。

解答解説

ＰＯＳシステムに関する問題である。

ＰＯＳシステムは、レジ業務と連動した形で売上データの収集や分析を迅速に行えるシステ
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ムで、売れる商品を揃えたり品切れを防いだり、接客サービスの向上を狙いにその情報を利用

する

アはＯＣＲではなく、バーコードリーダて読み取る。

イのストア・コントローラは各種機器を一元的に制御し、情報を記録もしくは加工・処理す

る装置である。販売データの記録、店舗で発生するデータの処理、本部との通信機能などを有

している装置である。

ウのソース・マーキングはメーカあるいは発売元の生産又は出荷段階に商品包装やコードを

印刷することである。

エのＰＯＳシステムで収集されたデータから、売れ筋商品や死に筋商品を的確に判断するこ

とができる内容は正しい記述である。求める答えはエとなる。

例題演習

ＳＣＭの説明として，適切なものはどれか。

ア 購買、生産，在庫，販売及び物流を結ぶ一連の業務を統合的な視点から見直し，納期短縮

や在庫削減を図る。

イ 個人がもっている経験，ノウハウなどの知的資産を共有して，創造的な仕事につなげてい

く。

ウ 社員のスキルや行動特性を管理し，人事戦略の視点から人員配置，評価制度などを適切に

実現する。

エ 多様なチャネルを通して集められた顧客情報を一元化することで，顧客との関係を密接に

していく。

解答解説

ＳＣＭに関する問題である。

ＳＣＭは、素材の供給から製品の販売までを一貫して管理する経営手法である。素材、部品、

製品、卸売、小売りに至るサプライチェーンを最適化するように計画する。これにより、無駄

な在庫や生産を減らし、効率化を図ることができる。ＳＣＭを実践するためには、情報技術や

ネットワーク技術を活用し、取引関係にある企業と生産販売情報などをリアルタイムに授受し、

共有する仕組みが必要である。

アはサプライチェーン管理(ＳＣＭ)、イは集合知(ＣＩ)、ウは人事管理(ＨＲＭＳ)、エは顧

客管理(ＣＲＭ)である。求める答えはアとなる。

例題演習

サプライチェーンマネジメントの改善指標となるものはどれか。

ア 残業時間の減少率 イ 販売単価下落の防止率

ウ 不良在庫の減少率 エ 優良顧客数の増加率
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解答解説

ＳＣＭに関する問題である。

ＳＣＭは、素材の供給から製品の販売までを一貫して管理する経営手法である。素材、部品、

製品、卸売、小売りに至るサプライチェーンを最適化するように計画する。これにより、無駄

な在庫や生産を減らし、効率化を図ることができる。ＳＣＭを実践するためには、情報技術や

ネットワーク技術を活用し、取引関係にある企業と生産販売情報などをリアルタイムに授受し、

共有する仕組みが必要である。改善指標になるのは不良在庫の減少率である。求める答えはウ

となる。

例題演習

ＳＣＭの目的はどれか。

ア 顧客情報や購買履歴，クレームなどを一元管理し，きめ細かな顧客対応を行うことによっ

て，良好な顧客関係の構築を目的とする。

イ 顧客情報や商談スケジュール，進捗状況などの商談状況を一元管理することによって，営

業活動の効率向上を目的とする。

ウ 生産や販売，在庫，会計など基幹業務のあらゆる情報を統合管理することによって，経営

効率の向上を目的とする。

エ 調達から販売までの複数の企業や組織にまたがる情報を統合的に管理することによって，

コスト低減や納期短縮などを目的とする。

解答解説

ＳＣＭに関する問題である。

ＳＣＭは、素材の供給から製品の販売までを一貫して管理する経営手法である。素材、部品、

製品、卸売、小売りに至るサプライチェーンを最適化するように計画する。これにより、無駄

な在庫や生産を減らし、効率化を図ることができる。ＳＣＭを実践するためには、情報技術や

ネットワーク技術を活用し、取引関係にある企業と生産販売情報などをリアルタイムに授受し、

共有する仕組みが必要である。生産、在庫、購買、販売、物流など関連する企業間で情報を共

有する事によって全体の効率を向上させる手法がＳＣＭである。

アはＣＲＭ、イはＳＦＡ、ウはＥＲＰ、エはＳＣＭである。求める答えはエとなる。

例題演習

衣料品製造販売会社を対象にバリューチエーン分析を行った。会社の活動を，購買物流，製

造，出荷物流，販売とマーケティング，サービスに分類した場合，購買物流の活動はどれか。

ア 衣料品を購入者へ配送する。

イ 生地を発注し，検品し，在庫管理する。

ウ 広告宣伝を行う。

エ 縫製作業を行う。
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解答解説

ＳＣＭの購買物流に関する問題である。

バリューチェーン分析は、企業活動を調達／開発／製造／販売／サービスなどの主活動や支

援活動に分解し、それぞれの付加価値とコストを把握して、各活動が最終的な価値にどのよう

に貢献するかの関係と構造を明らかにすることで、競争優位の源泉を探る手法である。

ＳＣＭのプロセスは、調達(購買)から始まり、開発・製造、出荷、販売の順序に進められる。

アは出荷物流、イは購買物流、ウは販売とマーケティング、エは製造である。求める答えは

イとなる。

例題演習

ＳＣＭを説明したものはどれか。

ア 営業部門だけではなく企業内のすべての顧客チャネルで情報を共有し，サービスのレベル

を引き上げて顧客満足度を高め，業績向上に結びつける手法である。

イ 卸売業者・メーカが，小売店の経営活動を支援してその売上と利益を伸ばすことによって，

自社との取引拡大につなげる手法である。

ウ 企業全体の経営資源を有効活用できるように統合的に管理し，経営の効率を向上させる手

法である。

エ 生産，在庫，購買，販売，物流など関連の企業間で情報を共有することによって，全体の

効率を向上させる手法である。

解答解説

ＳＣＭに関する問題である。

ＳＣＭは、素材の供給から製品の販売までを一貫して管理する経営手法である。素材、部品、

製品、卸売、小売りに至るサプライチェーンを最適化するように計画する。これにより、無駄

な在庫や生産を減らし、効率化を図ることができる。ＳＣＭを実践するためには、情報技術や

ネットワーク技術を活用し、取引関係にある企業と生産販売情報などをリアルタイムに授受し、

共有する仕組みが必要である。生産、在庫、購買、販売、物流など関連する企業間で情報を共

有する事によって全体の効率を向上させる手法がＳＣＭである。

アのＣＲＭは顧客情報とコンタクト履歴を共有・管理し、どのような問い合わせがあっても

常に最適な対応ができるようにしようという概念である。

イはＦＣ(フランチャイズチェーンシステム)は卸売業・メーカが小売店の経営活動を支援し

て効率化を実現する。

ウはＥＲＰは経理、生産管理、販売管理、人事管理などの基幹業務の情報を一元的に統合管

理し、全体として最適化された企業活動を可能にすることである。

エのＳＣＭは素材の供給から製品の販売までを一貫して管理し、サプライチェーンを最適化

し、無駄な在庫や生産を減らし、効率化を図る経営手法である。求める答はエとなる。
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例題演習

ＣＲＭの目的はどれか。

ア 顧客ロイヤルティの獲得と顧客生涯価値の最大化

イ 在庫不足による販売機会損失の削減

ウ 製造に必要な資材の発注量と発注時期の決定

エ 販売時点での商品ごとの販売情報の把握

解答解説

ＣＲＭに関する問題である。

ＣＲＭは、ＳＦＡ(Sales Force Automation)の概念をさらに拡張して、顧客と接する機会の

あるすべての部門で顧客情報とコンタクト履歴を共有・管理し、どのような問い合わせがあっ

ても常に最適な対応ができるようにしようという概念である。顧客ごとに、商談発生のライフ

・サイクル全体にわたって関係を深めていくことでロイヤルティを高め、企業収益の向上に結

び付けるのが狙い。

アはＣＲＭ、イは在庫管理、ウはＭＲＰ、エはＰＯＳである。求める答えはアとなる。

例題演習

ＣＲＭ(Customer Relationship Management)に関する説明として，適切なものはどれか。

ア 営業部門だけではなく企業内のすべての顧客チャネルで情報を共有し，サービスのレベル

を引き上げて顧客満足度を高め，収益向上に結びつける考え方である。

イ 卸売業者・メーカが，小売店の経営活動を支援してその売上と利益を伸ばすことによって，

自社との取引拡大につなげる方法である。

ウ 企業全体の経営資源を有効かつ総合的に計画・管理し，経営の効率化を図るための手法で

ある。

エ 生産，在庫，購買，販売，物流などのすべての情報をリアルタイムに交換することによっ

て，サプライチェーン全体の効率を大幅に向上させる経営手法である。

解答解説

ＣＲＭに関する問題である。

ＣＲＭは、ＳＦＡ(Sales Force Automation)の概念をさらに拡張して、顧客と接する機会の

あるすべての部門で顧客情報とコンタクト履歴を共有・管理し、どのような問い合わせがあっ

ても常に最適な対応ができるようにしようという概念である。顧客ごとに、商談発生のライフ

・サイクル全体にわたって関係を深めていくことでロイヤルティを高め、企業収益の向上に結

び付けるのが狙い。

アはＣＲＭ、イはＦＣ、ウはＥＲＰ、エはＳＣＭである。求める答えはアとなる。
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例題演習

ＥＤＩを実施するための情報表現規約で規定されるべきものはどれか。

ア 企業間の取引の契約内容 イ システムの運用時間

ウ 伝送制御手順 エ メッセージの形式

解答解説

ＥＤＩの情報表現規約に関する問題である。

ＥＤＩは、企業間の受発注や見積りなど企業間の商取引をデジタル化し、ネットワークを通

じてやり取りする仕組みである。ＥＤＩは業界ごとの専用プロトコルでやり取りする方式とし

ていたため、閉鎖的でほかの業界とのデータ交換も難しいとされてきた。最近ではインターネ

ットやマルチメディア技術の発達で、商品の画像情報まで取引企業と交換する例も出てきた。

今後、ウェブＥＤＩ(Web-electric Data Interchange)へ移行することでＥＤＩのオープン化が

進み、さらにＸＭＬなどオープンなデータ定義方式の導入で業界を超えた企業間取引が可能に

なるため、ＥＤＩと企業間ＥＣとの境目はやがて消滅するといわれている。

ＥＤＩの対象となる各種規約として、業務運用規約、情報伝達規約、情報表現規約、取引基

本規約があり、それぞれは次の内容になる。

業務運用規約とは，システムの運用時間，障害対策などを定めたものである。

情報伝達規約とは，通信回線を介した接続方法を定めたものである。

情報表現規約とは，データフォーマットを定めたものである。

取引基本規約とは，ＴＣＰ／ＩＰ，ＪＣＡ手順などの通信方法を定めたものである。

アは取引基本規約、イは業務運用規約、ウは情報伝達規約、エは情報表現規約である。求め

る答えはエとなる。

例題演習

ＥＤＩを活用した電子商取引を実施する場合に必要となる取決めには，取引基本規約，業務

運用規約，情報表現規約及び情報伝達規約の四つがある。これらに関する記述のうち，適切な

ものはどれか。

ア 業務運用規約とは，ＴＣＰ／ＩＰ，ＪＣＡ手順などの通信方法を定めたものである。

イ 情報伝達規約とは，通信回線を介した接続方法を定めたものである。

ウ 情報表現規約とは，システムの運用時間，障害対策などを定めたものである。

エ 取引基本規約とは，データフォーマットを定めたものである。

解答解説

ＥＤＩに関する問題である。

ＥＤＩは、企業間の受発注や見積もりなど企業間の商取引をデジタル化し、ネットワークを

通じてやり取りする仕組みである。ＥＤＩは業界ごとの専用プロトコルでやり取りする方式と

していたため、閉鎖的でほかの業界とのデータ交換も難しいとされてきた。最近ではインター

ネットやマルチメディア技術の発達で、商品の画像情報まで取引企業と交換する例も出てきた。
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今後、ウェブＥＤＩ(Web-electric Data Interchange)へ移行することでＥＤＩのオープン化が

進み、さらにＸＭＬなどオープンなデータ定義方式の導入で業界を超えた企業間取引が可能に

なるため、ＥＤＩと企業間ＥＣとの境目はやがて消滅するといわれている。

ＥＤＩの対象となる各種規約として、業務運用規約、情報伝達規約、情報表現規約、取引基

本規約があり、それぞれは次の内容になる。

業務運用規約とは，システムの運用時間，障害対策などを定めたものである。

情報伝達規約とは，通信回線を介した接続方法を定めたものである。

情報表現規約とは，データフォーマットを定めたものである。

取引基本規約とは，ＴＣＰ／ＩＰ，ＪＣＡ手順などの通信方法を定めたものである。

求める答えはイとなる。

例題演習

電子商取引に使用される，企業間でデータ交換を行う仕組みはどれか。

ア ＣＡ イ ＥＤＩ ウ ＳＳＬ エ ⅩＢＲＬ

解答解説

電子商取引におけるＥＤＩに関する問題である。

アのＣＡは、認証局または認証機関である。インターネットメールやＷＷＷページなどにデ

ィジタル署名を付けるときに添付するディジタルＩＤを発行する機関である。

イのＥＤＩは、電子データ交換で、コンピュータネットワークを介して電子的に受発注、輸

送、決済などのビジネス文書をやり取りすることである。求める答えはイとなる。

ウのＳＳＬは、ＷＷＷブラウザ、ＷＷＷサーバ間でデータを安全にやり取りするための業界

標準プロトコルである。

エのＸＢＲＬは、各種財務報告用の情報を作成・流通・利用できるように標準化されたＸＭ

Ｌベースの言語である。

例題演習

ＥＤＩを説明したものはどれか。

ア ＯＳＩ基本参照モデルに基づく電子メールサービスの国際規格であり，メッセージの生成

・転送・処理に関する総合的なサービスである。

イ ネットワーク内で伝送されるデータを蓄積したり，データのフォーマットを変換したりす

るサービスなど，付加価値を加えた通信サービスである。

ウ ネットワークを介して，商取引のためのデータをコンピュータ（端末を含む）間で標準的

な規約に基づいて交換することである。

エ 発注情報をデータエントリ端末から入力することによって，本部又は仕入先に送信し，発

注を行うシステムである。
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解答解説

ＥＤＩに関する問題である。

ＥＤＩは、ネットワーク経由で企業間の取引データを規約に基づいて交換することである。

受発注データや決済データを交換して、取引の迅速化や事務作業の軽減、帳票類の削減を狙う。

ＥＤＩの対象となる各種規約として、業務運用規約、情報伝達規約、情報表現規約、取引基本

規約がある。ＥＤＩのための標準仕様として、ＥＤＩＦＡＣＴやＣＩＩがある。

アはＭＨＳであり、ＥＤＩメッセージを運ぶ枠組み、イはＶＡＮサービス、ウはＥＤＩ、エ

はＥＯＳである。求める答えはウとなる。

例題演習

ＳＦＡ(Sales Force Automation)の基本機能の一つであるコンタクト管理について説明して

いるものはどれか。

ア 営業担当者からの問合せに対して迅速に回答することによって，営業効率を高める。

イ 顧客への対応を営業担当者が個別に行うのではなく，営業組織全体で行うことによって受

注率を向上させる。

ウ 顧客訪問日，営業結果などの履歴を管理し，見込客や既存客に対して効果的な営業活動を

行う。

エ 個人レベルで蓄積している営業テクニックを洗い出して共有化し，営業部門全体のレベル

向上を図る。

解答解説

ＳＦＡに関する問題である。

コンタクト管理は、顧客の要望や取引相手との交渉内容などを整理し、データベース化して

管理することである。顧客ごとに詳細な情報を持つことで、それぞれに応じた最適のサービス

を提供することを目的とする。営業担当者の間では以前から個人レベルで行われていたことだ

が、これを一元的に管理して社内で共有することで、後のサポートや新製品のセールス、マー

ケティング分析などに応用することが可能になる。ＳＦＡの重要な一環として様々な企業で整

備が進められており、専用のソフトウェアも販売されている。

顧客訪問日、営業結果などの履歴を管理し、見込み客や既存客にたいして効果的な営業活動

を行うことである。求める答えはウとなる。

例題演習

企業経営におけるニッチ戦略はどれか。

ア キャツシュフローの重視 イ 市場の特定化

ウ 垂直統合 エ リードタイムの短縮

解答解説

ニッチ戦略に関する問題である。
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ニッチ戦略は市場内の適所に圧倒的な地位を獲得する方法である。ニッチ戦略とは、差別化

戦略をより先鋭化させ、専門家やマニア向けなど、非常に限定された市場ドメインに特化し、

その市場ドメインでのシェアや収益性の維持を目指す戦略である。

企業経営におけるニッチ戦略は市場の特定化である。

例題演習

競争戦略において，ニッチ戦略の特徴はどれか。

ア 市場での地位向上とトップシェア奪取を目標とした差別化戦略の展開を図る。

イ 総市場規模を拡大することでシェアを維持しながら新規需要の獲得を図る。

ウ 他社が参入しにくい特定の市場に対して専門化し，高利益率を図る。

エ リーダの行動を観察し，迅速に模倣することで製品開発などのコスト削減を図る。

解答解説

ニッチ戦略に関する問題である。

ニッチ戦略とは、差別化戦略をより先鋭化させ、専門家やマニア向けなど、非常に限定され

た市場ドメインに特化し、その市場ドメインでのシェアや収益性の維持を目指す戦略である。

ファーストフードでいう高級ファーストフードチェーン（フレッシュネスバーガーやクアアイ

ナなど）や、自動車産業でいうフェラーリ、ロールスロイスなどが典型例である。他社が参入

しにくい特定の市場に対して専門化し、高利益率を得る。

アはチャレンジャー戦略、イはリーダー戦略、ウはニッチ戦略、エはフォロワー戦略である。

求める答えはウとなる。

例題演習

コトラーの競争戦略によると，業界でのシェアは高くないが，特定の製品・サービスに経営

資源を集中することで，収益を高め，独自の地位を獲得することを戦略目標とする企業はどれ

か。

ア マーケットチャレンジャ イ マーケットニッチャ

ウ マーケットフォロワ エ マーケットリーグ

解答解説

コトラーの競争戦略におけるニッチ戦略に関する問題である。

アのチャレンジ戦略は、上位企業の市場シェアを奪うことを目標に、製品、サービス、販売

促進、流通チャネルなどのあらゆる面で差別化戦略をとる。

イのニッチ戦略は、大手企業が乗り出してない分野や、誰も注目していないような分野をね

らって進出し、特定の製品やサービスに経営資源を集中することで、収益を高め、独自の地位

を確保する戦略である。求める答えはイとなる。

ウのフォロア戦略は、・リーダやチャレンジャーの戦略を模倣して、市場での地位を維持して

いく戦略である。リーダ企業が開拓した市場に、リーダの模倣によって参入し、ある一定のシ
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ェアを確保する戦略である。

エのリーダシップ戦略は、幅広い顧客層に対して幅広い製品・サービスを提供して、全市場

をカバーし、非価格戦略で需要を拡大し、最大の市場シェアを確保する全方位戦略である。

例題演習

競争上のポジションで，フォロワの基本戦略はどれか。

ア シェア追撃などのリーダ攻撃に必要な差別化戦略

イ 市場チャンスに素早く対応する模倣戦略

ウ 製品，市場の専門特化を図る特定化戦略

エ 全市場をカバーし，最大シェアを確保する全方位戦略

解答解説

競争市場戦略に関する問題である。

市場フォロワー型戦略は、上位企業の戦略を模倣し安いコストを活かして市場内に存続する。

アは市場チャレンジ型戦略、イは市場フォロー型戦略、ウは市場ニッチ型戦略、エは市場リ

ーダ型戦略である。求める答えはイとなる。

例題演習

ＥＯＳの記述として，最も適切なものはどれか。

ア ＥＤＩを基本に，企業間で取引に関する標準的な取決めを行い，仕入から製造，出荷，消

費，廃棄までの処理を支援するシステムである。

イ インターネットを介して，顧客注文を受け取るシステムである。

ウ 小売業において，どの商品がいつ，何個売れたかを把握するために，商品を販売した時点

で情報を収集し，コンピュータで管理するシステムである。

エ 受発注作業を正確かつ効率良く行うことを目指した，オンライン受発注の可能なシステム

である。

解答解説

ＥＯＳに関する問題である。

ＥＯＳは、発注すべき商品の商品コードおよび数量をデータエントリ端末で入力し、このデ

ータをオンラインで本部または仕入先に送信し、請求書の発行や出荷などをコンピュータの管

理によって行う自動発注システムである。受注から納入までの時間を短縮し、受発注や納入を

正確に行うことができる。

ＥＯＳの特徴及び期待効果は次の通りである。

① 取引先とのデータの受渡が自動化される。迅速で正確な受発注が可能。

② ハンディターミナル等を利用し、在庫チェックを省略できる。

③ 発注作業が標準化、簡素化され、新人でも正確に発注ができる。

④ 検品作業が省力化され、深い商品知識のない店員でも検品ができる。
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⑤ 物流の効率化によるコストダウンが図れる。

⑥ 在庫データが整備され、欠品による機会損失が回避できる。

⑦ 多頻度小量受発注が可能となり、在庫のためのスペースが節約できる。

⑧ ＰＯＳシステムと連動させて、適切な商品管理ができる。

⑨ 取引データが統一的に蓄積され、正確な利益管理が可能になる。

アはＣＡＬＳ、イはＥＤＩ、ウはＰＯＳ、エはＥＯＳを表す。求める答えはエとなる。

例題演習

ⅩＢＲＬを説明したものはどれか。

ア インターネットのホームページにおける画像，音声，ビデオなどを含むページを表現でき

るページ記述言語である。

イ テキストや画像だけでなく，レイアウトやフォントの情報などもファイルに収めることが

できる文書表示用のフォーマットである。

ウ 当初は小型コンピュータ用に開発された，様々な帳票を簡単に作成することを主たる目的

としたプログラム言語である。

エ 文書情報やデータの構造を記述するためのマークアップ言語であるⅩＭＬを，財務情報の

交換に応用したデータ記述言語である。

解答解説

ＸＢＲＬに関する問題である。

ＸＢＲＬは、財務情報が作成・流通・再利用できるように標準化されたＸＭＬベースの言語

である。国内外の投資者や金融機関、監督官庁、証券取引所などに加え、上場会社においても

透明度の高い財務情報をタイムリー・スピーディーに把握できることが期待されることから、

証券市場における機能の向上とともに、会社経営そのものに大きなインパクトを与えることが

期待されている。

ＸＢＲＬは文書情報やデータの構造を記述するためのマークアップ言語であるＸＭＬを、財

務情報の交換に応用したデータ記述言語である。求める答えはエとなる。

例題演習

電子商取引を行う際のクレジットカードによる決済のためのプロトコルはどれか。

ア ＥＤＩ イ ＲＳＡ ウ ＳＥＴ エ ＳＳＬ

解答解説

クレジッドカード決済のプロトコルに関する問題である。

アのＥＤＩは、ネットワーク経由で企業間の取引データを交換することである。受発注デー

タや決済データを交換して、取引の迅速化や事務作業軽減、帳票類の削減をねらう。

イのＲＳＡは、公開鍵暗号方式を実現するためのアルゴリズムの一つである。

ウのＳＥＴは、オンラインショッピングでのクレジットカートによる決済を安全に行うため
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の規格である。ＳＳＬと同様にＷＷＷサーバの認証や通信の暗号化を行うが、店舗側にクレジ

ットカード番号が分からないようにしている。求める答えはウとなる。

エのＳＳＬは、ＷＷＷブラウザとＷＷＷサーバとの通信でセキュリティを確保するための技

術である。

例題演習

金融システムで、預金の引き出しや残高照会に使用されたり、通帳記入や入金、振込、振替

などの機能を備えたものはどれか。

ア ＰＯＰ イ ＣＤ／ＡＴＭ ウ ＦＭＳ エ ＭＡＰ

解答解説

金融システムのＣＤ／ＡＴＭに関する問題である。

アのＰＯＰは、工場内のあちこちで発生する生産情報をリアルタイムに収集し、管理するた

めのシステムである。

イのＣＤ／ＡＴＭは、現金自動預け払い機である。銀行や郵便局、消費者金融などの金融機

関のホスト・コンピュータに接続されて、現金の引出し、預入れ、振り込み、残高照会、通帳

記入などの窓口業務を自動処理する。求める答えはイとなる。

ウのＦＭＳは、市場環境の多様化やニーズの変化に柔軟に対応していけるように、機械・設

備の機能を準備し、工程設計の方法や日程計画の立て方に工夫を施された生産システムである。

エのＭＡＰは、工場全体の自動化実現のために、異機種ロボットなどを統一的に使用して、

工場全体を統合するためのプロトコルである。

例題演習

ＥＣ(Electronic commerce)に関する説明として，適切なものはどれか。

ア 営業活動にＩＴを活用して営業効率と品質を高め，売上・利益の大幅な増加や，顧客満足

度の向上を目指す方法である。

イ 企業がもつ経営資源全体を，総合的かつ一元的に計画・管理し，経営の効率化を図る手法

・概念である。

ウ 小売店の売上と利益を伸ばすことによって，卸売業者・メーカが自社との取引拡大につな

げるための小売店の経営活動を支援するシステムである。

エ 消費者向けや企業間の商取引を，インターネットなどの電子的なネットワークを活用して

行うことである。

解答解説

ＥＣに関する問題である。

消費者向けや企業間の商取引を、インターネットなどの電子的なネットワークを活用して行

うことである。商品の受発注から代金決済まで行う。企業間の取引をＢｔｏＢ、企業と消費者

間の取引をＢｔｏＣという。
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アはＳＦＡ、イはＥＲＰ、ウはＦＣ、エはＥＣである。求める答えはエとなる。

例題演習

ＥＣ(Electronic commerce)におけるＢtoＣに該当するものはどれか。

ア ＣＡＬＳ イ Ｗｅｂ-ＥＤＩ

ウ バーチャルカンパニー エ バーチャルモール

解答解説

バーチャルモールに関する問題である。

アのＣＡＬＳは、製品のすべての情報を一つのデータベースで一元管理し、効果的、効率的

管理を目指す考え方である。製品開発から資材調達、生産、流通、保守に至るまで、製造コス

ト、在庫コストの低減、生産・調達の合理化、品質の向上などを実現する。

イのＷｅｂ－ＥＤＩは、ネットワークを通じた企業間商取引を示す。インターネット技術を

利用したＷｅｂ－ＥＤＩはオープンであり、専用線を利用するより大幅に通信コストが安くな

り、ブラウザさえあれば比較的、短期間にＥＤＩが可能となる。インターネットはセキュリテ

ィの確保が問題であったが、ＳＳＬやＶＰＮなどの暗号化技術の利用により、解決された。

ウのバーチャルカンパニーは、実存の企業であるビジネス･パートナーの支援のもと、販売す

る商品を決め、広報ツールを作成し、他の参加校と売買活動を行いながら、企業運営や電子商

取引を体験する、国際ビジネスのシミュレーションプログラムである。

エのバーチャルモールは、インターネット上に存在する仮想店舗が集まった商店街のことで、

サイト内には複数の企業や個人が運営する店舗が設置されており、ショッピングやオークショ

ンなどが楽しめる。決済方式は主にクレジットカードや代金引換だが、中には電子マネーを利

用できるＷｅｂサイトもある。 ＢｔｏＣに該当する。求める答えはエとなる。

例題演習

新製品の市場におけるポジショニングを表現する目的で使用するのに適したグラフはどれか。

ア 折れ線グラフ イ Ｚグラフ

ウ ポートフォリオ図 エ レーダーチャート

解答解説

ポートフォリオ図に関する問題である。

ポートフォリオ分析に用いるポートフォリオ図は、縦軸に市場成長率、横軸に市場占有率を

配して、個々の戦略ビジネスユニットごとにその位置づけをプロットする。グラフを４つに区

分して、市場成長率が高く市場占有率の高い商品は花形商品、市場は成長しているがシェアの

小さい商品を問題児の商品、成長率は止まっているがシェアの大きな商品を金のなる木、シェ

アの小さいものを負け犬として評価する。

アの折れ線グラフは横軸に対する数量などの推移を線で表したもので、時間的な経過による

数量的な変化を表すのに用いる。
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イのＺグラフは一定期間の売上げ実績や企業の業績動向を分析するグラフで、実績値、累計

値、移動合計値の三つのグラフからなる。移動合計値はその月からさかのぼって１年間の累計

を表したものである。

ウのポートフォリオ図は相反する事象をもつ２つの項目を縦軸と横軸にとり、分布の状態を

カテゴリに分けて表したものである。新製品の市場におけるポジショニングを表現する目的で

用いるのはポートフォリオ図であり、求める答えはウとなる。

エのレーダチャートは複数の特性間のバランスをみるとき、または、データの周期性をみる

ときに使うグラフで、蜘蛛の巣のような形状をしている。

例題演習

プロダクトポートフォリオマネジメント（ＰＰＭ）マトリックスのａ，ｂに入れる語句の適

切な組合せはどれか。

解答解説

ＰＰＭに関する問題である。

製品ポートフォリオは製品または事業について市場成長率と市場占有率を評価要素として、

企業全体として最も効率的な資源配分をするために使用するマトリックスである。象限ごとに

問題児、花形、金のなる木、負け犬を位置づける。花形は市場成長率も市場占有率も高く、現

在の市場占有率を維持しつつ成長するための資金の投入を行い、将来の金のなる木に育てる。

金のなる木は市場占有率は高いが、市場成長率は低い製品で、全社の資金源として位置づけら
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れ、投資を市場占有率の維持に必要な最小限にとどめて収益を上げる。問題児は市場成長率は

高いが現在の市場占有率が低い製品で、早い段階で資源を集中投資して市場占有率の拡大を図

るか、撤退する戦略をとる。負け犬は市場成長率も市場占有率も低い製品で、撤退戦略をとる。

花形は市場成長率も高く、市場占有率も高い。

金のなる木は市場占有率は高いが、市場成長率は低い。

問題児は市場成長率は高いが、市場占有率は低い。

負け犬は、市場占有率も、市場成長率も低い。

ａは市場成長率、ｂは市場占有率となる。

例題演習

図に示すマトリックス表を用いたポートフォリオ類型に

よって，事業計画や競争優位性の分析を行う目的はどれか。

ア 目標として設定したプロモーション効果を測定するために，自らの置かれた立場を評価す

る。

イ 目標を設定し，資源配分の優先順位を設定するための基礎として，自らの置かれた立場を

評価する。

ウ 目標を設定し，製品の品質を高めることによって，市場での優位性を維持する方策を評価

する。

エ 目標を設定するために，季節変動要因や地域的広がりを加味することによって，市場の変

化を評価する。

解答解説

ＰＰＭに関する問題である。

ＰＰＭは、多種類の製品を生産・販売したり、複数の事業を行ったりしている企業が、戦略

的観点から経営資源の配分が最も効率的・効果的となる製品・事業相互の組み合わせを決定す

るための経営分析・管理手法である。

｢金のなる木｣は大きな追加投資なしにキャッシュフローを生み出す事業、｢花形製品｣は市場

の成長に合わせた投資を続けていくことが必要な事業、｢問題児｣は市場の成長に対して投資が

不足している事業であり積極的な追加投資か、撤退が必要な事業、｢負け犬｣は将来性が低く基

本的に撤退すべき事業と考え、｢金のなる木｣から得た収益を｢問題児｣に投入し、｢花形製品｣に

育てるといった投資戦略が原則となる。

ＰＰＭ分析の目的は、目標を設定し、資源配分の優先順位を設定するための基礎として、自

らの置かれた立場を評価することである。求める答えはイとなる。
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例題演習

プロダクトポートフォリオマネジメント(ＰＰＭ)における"花形"を説明したものはどれか。

ア 市場成長率，市場占有率ともに高い製品である。成長に伴う投資も必要とするので，資金

創出効果は大きいとは限らない。

イ 市場成長率，市場占有率ともに低い製品である。資金創出効果は小さく，資金流出量も少

ない。

ウ 市場成長率は高いが，市場占有率が低い製品である。長期的な将来性を見込むことはでき

るが，資金創出効果の大きさは分からない。

エ 市場成長率は低いが，市場占有率は高い製品である。資金創出効果が大きく，企業の支柱

となる資金源である。

解答解説

製品ポートフォリオに関する問題である。

製品ポートフォリオは製品または事業について市場成長率と市場占有率を評価要素として、

企業全体として最も効率的な資源配分をするために使用するマトリックスである。象限ごとに

問題児、花形、金のなる木、負け犬を位置づける。花形は市場成長率も市場占有率も高く、現

在の市場占有率を維持しつつ成長するための資金の投入を行い、将来の金のなる木に育てる。

アは花形、イは負け犬、ウは問題児、エは金のなる木である。求める答えはアとなる。

例題演習

事業を図のａ～ｄに分類した場合，ｂに該当する事業の特徴はどれか。

ア 現在は大きな資金の流入をもたらしているが，同時に将来にわたって資金の投下も必要で

ある。

イ 現在は資金の主たる供給源の役割を果たしており，新たに資金を投下すべきではない。

ウ 現在は資金の流入が小さいが，資金投下を行えば，将来の資金供給源になる可能性がある。

エ 事業を継続させていくための資金投下の必要性は低く，将来的には撤退を考えざるを得な

い。
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解答解説

製品ポートフォリオに関する問題である。

製品ポートフォリオは製品または事業について市場成長率と市場占有率を評価要素として、

企業全体として最も効率的な資源配分をするために使用するマトリックスである。象限ごとに

問題児、花形、金のなる木、負け犬を位置づける。花形は市場成長率も市場占有率も高く、現

在の市場占有率を維持しつつ成長するための資金の投入を行い、将来の金のなる木に育てる。

金のなる木は市場占有率は高いが、市場成長率は低い製品で、全社の資金源として位置づけら

れ、投資を市場占有率の維持に必要な最小限にとどめて収益を上げる。問題児は市場成長率は

高いが現在の市場占有率が低い製品で、早い段階で資源を集中投資して市場占有率の拡大を図

るか、撤退する戦略をとる。負け犬は市場成長率も市場占有率も低い製品で、撤退戦略をとる。

Ａは問題児、Ｂは花形、Ｄは金のなる木、Ｃが負け犬に相当する。

アの花形であり、市場成長率、市場占有率共に大、領域ｂに相当する。求める答えはアとな

る。

イの金のなる木であり、市場占有率は大、市場成長率は低、領域ｄに相当する。

ウの問題児であり、市場占有率は低、市場成長率は大、領域ａに相当する。

エの負け犬は、市場占有率、市場成長率共に低、領域ｃに相当する。

例題演習

プロダクトライフサイクルにおける成長期の特徴はどれか。

ア 市場が商品の価値を理解し始める。商品ラインもチャネルも拡大しなければならない。こ

の時期は売上も伸びるが，投資も必要である。

イ 需要が大きくなり，製品の差別化や市場の細分化が明確になってくる。競争者間の競争も

激化し，新品種の追加やコストダウンが重要となる。

ウ 需要が減ってきて，撤退する企業も出てくる。この時期の強者になれるかどうかを判断し，

代替市場への進出なども考える。

エ 需要は部分的で，新規需要開拓が勝負である。特定ターゲットに対する信念に満ちた説得

が必要である。

解答解説

プロダクトライフサイクルに関する問題である。

プロダクトライフサイクルは、商品が市場に投入されてから、次第に売れなくなり姿を消す

までのプロセスのことである。プロダクトライフサイクルの段階区分は、導入期、成長期、成

熟（市場飽和）期、衰退期の4段階で表現される。

① 導入期

市場に製品が投入された段階では、製品を認知してもらうために積極的にプロモーション

を行い、市場を拡大することが重要です。この段階では売上も小さく、研究開発費などがか

かるので利益も出ません。

② 成長期

製品が受け入れられてくると競合製品も増加するため、差別化戦略が重要になります。ブ
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ランド力を強化し、消費者ニーズに応じて商品を特徴づけ、チャネルも拡大し、自社の製品

を市場に浸透させていくことが重要になります。売上も利益も急拡大する時期にあたります。

③ 成熟期

市場の成長が鈍化し、売上、利益とも頭打ちになる時期が成熟期です。上位企業にとって

はシェア拡大が重要な課題で、下位企業にとっては生き残りをかけ、特定ターゲットをねら

ったニッチ戦略が重要となります。

④ 衰退期

値引き競争が頻繁に行われ、売上も利益も減少する時期です。生産性を維持しながら、既

存の保守的な顧客を維持していくことが重要な課題となります。また、多くの企業にとって

は、撤退時期を判断することも重要になってきます。

アは成長期、イは成熟期、ウは衰退期、エが導入期である。求める答えはアとなる。

例題演習

プロダクトライフサイクルにおける成長期を説明したものはどれか。

ア 売上が急激に増加する時期である。市場が活性化し，新規参入企業によって競争が激化し

てくる。

イ 売上と利益が徐々に減少する時期である。追加投資を控えて市場から撤退することが検討

される。

ウ 需要の伸びが鈍化してくる時期である。製品の品質改良などによって，シェアの維持，利

益の確保が行われる。

エ 先進的な消費者に対して製品を販売する時期である。製品の認知度を高める戦略が採られ

る。

解答解説

プロダクトライフサイクルに関する問題である。

プロダクトライフサイクルは、商品が市場に投入されてから、次第に売れなくなり姿を消す

までのプロセスのことである。プロダクトライフサイクルの段階区分は、導入期、成長期、成

熟（市場飽和）期、衰退期の4段階で表現される。

① 導入期

市場に製品が投入された段階では、製品を認知してもらうために積極的にプロモーション

を行い、市場を拡大することが重要です。この段階では売上も小さく、研究開発費などがか

かるので利益も出ません。

② 成長期

製品が受け入れられてくると競合製品も増加するため、差別化戦略が重要になります。ブ

ランド力を強化し、消費者ニーズに応じて商品を特徴づけ、チャネルも拡大し、自社の製品

を市場に浸透させていくことが重要になります。売上も利益も急拡大する時期にあたります。

③ 成熟期

市場の成長が鈍化し、売上、利益とも頭打ちになる時期が成熟期です。上位企業にとって

はシェア拡大が重要な課題で、下位企業にとっては生き残りをかけ、特定ターゲットをねら
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ったニッチ戦略が重要となります。

④ 衰退期

値引き競争が頻繁に行われ、売上も利益も減少する時期です。生産性を維持しながら、既

存の保守的な顧客を維持していくことが重要な課題となります。また、多くの企業にとって

は、撤退時期を判断することも重要になってきます。

アは成長期、イは成熟期、ウは衰退期、エが導入期である。求める答えはアとなる。

例題演習

プロダクトポートフォリオマネジメント(ＰＰＭ)を説明したものはどれか。

ア 自社の強みと弱み，市場における機会と脅威を，分類ごとに列挙して，事業戦略における

企業の環境分析を行う。

イ 製品と市場の視点から，事業拡大の方向性を市場浸透・製品開発・市場開拓・多角化に分

けて，戦略を検討する。

ウ 製品の市場占有率と市場成長率から，企業がそれぞれの事業に対する経営資源の最適配分

を意思決定する。

エ 製品の導入期・成長期・成熟期・衰退期の各段階に応じて，製品の改良，新品種の追加，

製品廃棄などを計画する。

解答解説

ＰＰＭに関する問題である。

製品ポートフォリオは製品または事業について市場成長率と市場占有率を評価要素として、

企業全体として最も効率的な資源配分をするために使用するマトリックスである。象限ごとに

問題児、花形、金のなる木、負け犬を位置づける。

アはＳＷＯＴ分析、イは製品市場成長マトリックス、ウはＰＰＭ、エはプロダクトライフサ

イクルである。求める答えはウとなる。

例題演習

マーケティングミックスの説明はどれか。

ア 顧客市場をある基準で細分化し，その中から最も競争優位に立てる市場を選定すること

イ 市場の成長率と自社の相対的市場シェアの組合せから，各事業の位置づけを明確にし，そ

れぞれの事業の今後の施策を検討すること

ウ 製品戦略，価格戦略，チャネル戦略，プロモーション戦略などを適切に組み合わせて，自

社製晶を効果的に販売していくこと

エ 導入期，成長期，成熟期，衰退期のそれぞれにおいて，市場や競合商品などとの関係を意

識した，適切な施策を採っていくこと

解答解説

マーケティングミックスに関する問題である。
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マーケティングミックスは、マーケティング戦略を、商品、市場特性、企業イメージなどに

応じて最適に組み合わせて実行することである。

① 製品戦略(Product)：製品系列の組み合わせ

② 価格戦略(Price)：需給・コスト・製品特性・ブランドイメージなどに基づく価格体系

③ 流通戦略(Place)：販売経路の選択と確保

④ 販売促進戦略(Promotion)：人的販売促進や広告宣伝活動の実施

アはセグメンテーション、イはプロダクトポートフォリオ、ウはマーケティングミックス、

エはプロダクトライフサイクルの考えである。求める答えはウとなる。

例題演習

インターネット上で，一般消費者が買いたい品物とその購入条件を提示し，単数又は複数の

売り手がそれに応じる取引形態はどれか。

ア ＢｔｏＢ イ ＧｔｏＣ

ウ 逆オークション エ バーチャルモール

解答解説

逆オクションに関する問題である。

アのＢｔｏＢは企業間の電子商取引、イのＧｔｏＣは、政府と消費者間の電子商取引を表す。

ウの逆オクションは、売り手が買い手を選定する通常のオークションと異なり、買い手が売

り手を選定する逆のオークションである。政府による調達の際に行われる競争入札がこれに対

応する。ある商品を買う者が買いたい品物と購入条件を提示し、売り手の間で価格入札を行わ

せて、最も安い価格を入札した者から購入を決定する方式である。求める答えはウとなる。

エのバーチャルモールは、インターネット上に存在する仮想店舗が集まった商店街のことで、

サイト内には複数の企業や個人が運営する店舗が設置されており、ショッピングやオークショ

ンなどが楽しめる。

例題演習

ＣＧＭ (Consumer Generated Media)の説明はどれか。

ア オークション形式による物品の売買機能を提供することによって，消費者同士の個人売買

の仲介役を果たすもの

イ 個人商店主のオンラインショップを集め，共通ポイントの発行やクレジットカード決済を

代行するもの

ウ 個人が制作したディジタルコンテンツの閲覧者・視聴者への配信や利用者同士の共有を可

能とするもの

エ 自社の顧客のうち，希望者をメーリングリストに登録し，電子メールを通じて定期的に情

報を配信するもの
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解答解説

ＣＧＭに関する問題である。

ＣＧＭは、インターネットなどを活用して消費者が内容を生成していくメディアで、個人の

情報発信をデータベース化、メディア化したＷｅｂサイトである。商品・サービスに関する情

報を交換するものから、日常の出来事をつづったものまでさまざまなものがあり、クチコミサ

イト、Ｑ＆Ａコミュニティ、ソーシャルネットワーキングサービス(ＳＮＳ)、ブログ、ＣＯＩ(C

ommunity Of Interest)サイトなどがこれにあたる。

アはインターネットオクション、イはバーチャルモール、ウはＣＧＭ、エはメールマガジン

である。求める答えはウとなる。

例題演習

電子自治体において，ＧｔｏＢに該当するものはどれか。

ア 自治体内で電子決裁や電子公文書管理を行う。

イ 自治体の利用する物品や資材の電子調達，電子入札を行う。

ウ 住民基本台帳ネットワークによって，自治体間で住民票データを送受信する。

エ 住民票や戸籍謄本，婚姻届，パスポートなどを電子申請する。

解答解説

ＧtoＢに関する問題である。

ＧtoＢ、ＢtoＢ、ＢtoＣ

電子商取引において用いられる略語である。Ｇは｢政府｣または｢自治体｣、Ｂは｢企業｣を意味

し、Ｃは｢消費者｣を指す。

ＧtoＢは「政府または自治体と企業間の取引、ＢtoＢは「企業間取引」、ＢtoＣは「企業と消

費者の取引」を示す。

アは自治体内、自治体間の問題、イは自治体と企業間の取引、ウは自治体間の問題、エは自

治体と消費者または住民の問題である。求める答えはイとなる。

例題演習

ｅマーケットプレイスを説明したものはどれか。

ア インターネット上で先に販売促進キャンペーンなどを展開した上で，顧客を実世界の店舗

に誘導して購買を促す手法

イ 多くの売手と買手が，インターネット上に設けられた市場を通じて出会い，中間流通業者

を介さず，直接取引を行う手法

ウ 自社と取引企業との間で受発注，在庫，販売，物流などの情報を共有することによって，

原材料の調達から製品の流通までの全体最適を図る手法

エ 商取引に関する情報を標準的な形式に統一して，企業間で見積り，受発注，出荷・納品，

決済などに関わるデータを電子的に交換する手法
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解答解説

ｅマーケットプレイスに関する問題である。

ｅマーケットプレイスは、インターネット上に設けられた企業間取引所で、Ｗｅｂサイトを

通じて売り手と買い手を結び付ける電子市場のことである。売り手と買い手が直接取引を行う

ことにより、これまでの中間流通業者を中抜きにして取引することができ、流通コストが削減

できる。売り手にとっては、新規取引先の開拓や、営業コストの削減、取引先の増加による在

庫リスクの平準化、在庫調整などを実現できる。買い手にとっては、調達コストや物流コスト

の削減、スポット取引による緊急時の調達手段の確保などが実現できる。市場の運営には、買

い手も売り手も安心して取引できる信用や、決済や与信管理などの金融機能、物流機能などが

必要とされる。

アはＯ２Ｏ、イはｅマーケットプレイス、ウはＳＣＭ、エはＥＤＩである。求める答えはイ

となる。

例題演習

Ｗｅｂサービスを利用するときのＳＯＡＰの役割として，適切なものはどれか。

ア Ｗｅｂサービスのインタフェースを記述して，プログラムからサービスを利用できるよう

にする。

イ Ｗｅｂサービスの情報を登録しておき，利用者がそのサービスを検索できるようにする。

ウ Ｗｅｂサービスの送受信プログラム間で，ＸＭＬ形式のメッセージを受け渡す。

エ Ｗｅｂサービスプログラム間の配信保証や重複防止など，データ転送の信頼性を確保する。

解答解説

ＳＯＡＰの役割に関する問題である。

ＳＯＡＰは、ＸＭＬとＨＴＴＰなどをベースとした、他のコンピュータにあるデータやサー

ビスを呼び出すためのプロトコルである。ＳＯＡＰによる通信では、ＸＭＬ文書にエンベロー

プ(封筒)と呼ばれる付帯情報が付いたメッセージを、ＨＴＴＰなどのプロトコルで交換する。

サービスを利用するクライアントと、サービスを提供するサーバの双方がＳＯＡＰの生成・解

釈エンジンを持つことで、異なる環境間でのオブジェクト呼び出しを可能にしている。

ネットワーク経由でオブジェクト間の通信を行うものとして、ＣＯＲＢＡやＤＣＯＭなどが

あったが、ＳＯＡＰは、通信内容の記述にＸＭＬを用いる点が特徴で、言語やプラットフォー

ムに依存しないプロトコルである。また、ＳＯＡＰはデータ構造のみが規定されており、転送

用プロトコルとして、ＨＴＴＰやＳＭＴＰなど既存の任意の通信プロトコルを使用する点も特

徴である。

ＸＭＬ文書を企業間でやり取りする場合には、ＸＭＬ文書に宛先などを追加して記述する手

段が必要になるが、ＳＯＡＰはそういった役割のために開発されたといってよい。

ＳＯＡＰは「エンベロープ」「ヘッダ」「ボディ」の3つの領域に分かれており、エンベロープ

にはエンコーディングが宣言され、ヘッダに宛先などが格納され、ボディに通信内容が記述さ

れる。

Ｗｅｂサービスの送受信プログラム間で、ＸＭＬ形式のメッセージを受け渡す。求める答え
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はウとなる。

例題演習

ＡＳＰとは，どのようなサービスを提供する事業者か。

ア 顧客のサーバや通信機器を設置するために，事業者が所有する高速回線や耐震設備が整っ

た施設を提供するサービス

イ 顧客の組織内部で行われていた総務，人事，経理，給与計算などの業務を外部の事業者が

一括して請け負うサービス

ウ 事業者が所有するサーバの一部を顧客に貸し出し，顧客が自社のサーバとして利用するサ

ービス

エ 汎用的なアプリケーションシステムの機能をネットワーク経由で複数の顧客に提供するサ

ービス

解答解説

ＡＳＰ(アプリケーションサービスプロバイダ)に関する問題である。

ＡＳＰは、業務用のアプリケーションソフトをネットワークを利用して、顧客にレンタルす

る事業者あるいはサービスのことである。

アはハウジングサービス、イはビジネスアウトソーシングサービス(ＢＰＯ)、ウはホスティ

ングサービス、エはＡＳＰである。求める答えはエとなる。

例題演習

ソーシャルメディアの説明はどれか。

ア ＥＣサイトが販売する商品を自分のＷｅｂページで紹介し，それを見た人が商品を購入し

た場合，購入額に応じた報酬をＥＣサイトから受け取る仕組み

イ 携帯電話などの位置情報を利用して，周辺の店舗などから利用者に対して，リアルタイム

に広告を配信する仕組み

ウ ターゲットとなるキーワードをあらかじめ指定し，そのキーワードが検索に用いられたと

きに広告が表示される仕組み

エ 利用者同士のつながりを促進することで，インターネットを介して利用者が発信する情報

を多数の利用者に幅広く伝播させる仕組み

解答解説

ソーシャルメディアに関する問題である。

ソーシャルメディアは、インターネット上で展開される情報メディアのあり方で、個人によ

る情報発信や個人間のコミュニケーション、人の結びつきを利用した情報流通などといった社

会的な要素を含んだメディアのことである。利用者の発信した情報や利用者間のつながりによ

ってコンテンツを作り出す要素を持ったＷｅｂサイトやネットサービスなどを総称する用語で、

古くは電子掲示板やブログから、最近ではＷｉｋｉやＳＮＳ、ミニブログ、ソーシャルブック
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マーク、動画共有サイト、動画配信サービス、ショッピングサイトの購入者評価欄などが含ま

れる。

アはアフィリエイト、イは位置情報を利用した電子ポスター、ウはキーワード広告、エはソ

ーシャルメディアである。もとる答えはエとなる。

例題演習

ＳＯＡの説明はどれか。

ア 売上・利益の増加や，顧客満足度の向上のために，営業活動にＩＴを活用して営業の効率

と品質を高める概念のこと

イ 経営資源をコアビジネスに集中させるために，社内業務のうちコアビジネス以外の業務を

外部に委託すること

ウ コスト，品質，サービス，スピードを革新的に改善させるために，ビジネスプロセスを抜

本的にデザインし直す概念のこと

エ ソフトウェアの機能をサービスという部品とみなし，そのサービスを組み合わせることで

システムを構築する概念のこと

解答解説

ＳＯＡに関する問題である。

サービス指向アーキテクチャ(ＳＯＡ)は、大規模なコンピュータ・システムを構築する際の

概念あるいは手法の一つである。業務上の一処理に相当するソフトウェアの機能をサービスと

見立て、そのサービスをネットワーク上で連携させてシステムの全体を構築していくことを指

す。業務処理の変化をシステムの変更に素早く反映させたいという需要に応えうるものとして、

注目を集めている。

アはＳＦＡ、イはアウトソーシング、ウはＢＰＲ、エはＳＯＡである。求める答えはエとな

る。

例題演習

ＳＯＡを説明したものはどれか。

ア 異機種間のデータ通信を実現するために，通信サービスを七つの階層に分割し，各層ごと

に標準的なプロトコルや通信サービスの仕様を定めるという考え方である。

イ 業務上の一処理に相当するソフトウェアの機能をサービスとして実装し，それらのサービ

スを組み合わせてシステム全体を構築するという考え方である。

ウ サービスレベル合意書に基づき，顧客要件を満たすＩＴサービスの提供を実現し，その品

質の継続的な改善に必要なプロセスを構築するという考え方である。

エ ソフトウェアをネットワーク内のサーバに置き，ユーザが必要とする機能だけをサービス

としてネットワークを経由して提供するという考え方である。
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解答解説

ＳＯＡ(サービスオリエンテッドアーキテクチャ)に関する問題である。

ＳＯＡは、業務上の一処理に相当するソフトウェアの機能をサービスと見立て、そのサービ

スをネットワーク上で連携させてシステムの全体を構築していくこと考え方である。

アはＯＳＩ参照モデル、イはＳＯＡ、ウはＳＬＭ(サービスレベルマネージメント)、エはＳ

ａａＳである。求める答えはイとなる。

例題演習

ＳＯＡを説明したものはどれか。

ア 企業グループ全体の業務プロセスを統合的に管理し，経営資源を有効活用することによっ

て，経営の効率向上を図る考え方のことである。

イ 業務の流れを単位ごとに分析し整理することによって問題点を明確化し，効果的に，また

効率よく仕事ができるように継続的に改善する管理手法である。

ウ 再利用可能なサービスとしてソフトウェアコンポーネントを構築し，そのサービスを活用

することで高い生産性を実現するアーキテクチャである。

エ 自社の業務の一部を，業務システムだけでなく業務そのものを含めて，企画から運用まで

を一括して外部企業に委託することである。

解答解説

ＳＯＡに関する問題である。

サービス指向アーキテクチャ(ＳＯＡ)は、大規模なコンピュータ・システムを構築する際の

概念あるいは手法の一つである。業務上の一処理に相当するソフトウェアの機能をサービスと

見立て、そのサービスをネットワーク上で連携させてシステムの全体を構築していくことを指

す。業務処理の変化をシステムの変更に素早く反映させたいという需要に応えうるものとして、

注目を集めている。

アはＥＲＰ、イは工程分析、ウはＳＯＡ、エはアウトソーシングである。求める答えはウと

なる。

例題演習

ＳＯＡを説明したものはどれか。

ア 業務体系，データ体系，適用処理体系，技術体系の四つの主要概念から構成され，業務と

システムの最適化を図る。

イ サービスというコンポーネントからソフトウエアを構築することによって，ピジネス変化

に対応しやすくする。

ウ データフローダイアグラムを用い，情報に関するモデルと機能に関するモデルを同時に作

成する。

エ 連接，選択，反復の三つの論理構造の組合せで，コンポーネントレベルの設計を行う。
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解答解説

サービス指向アーキテクチャ(ＳＯＡ)は、大規模なコンピュータ・システムを構築する際の

概念あるいは手法の一つである。業務上の一処理に相当するソフトウェアの機能をサービスと

見立て、そのサービスをネットワーク上で連携させてシステムの全体を構築していくことを指

す。業務処理の変化をシステムの変更に素早く反映させたいという需要に応えうるものとして、

注目を集めている。

アはＥＡ、イはＳＯＡ、ウはＤＦＤ、エは構造化定理である。求める答えはイとなる。

例題演習

インターネットオークションなどで利用されるエスクローサービスの取引モデルの⑤に当て

はまる行為はどれか。ここで，①～⑥は取引の順序を示し，③～⑥はア～エのいずれかに対応

する。

ア 商品受領の通知

イ 商品の発送

ウ 代金の支払

エ 代金の入金通知

解答解説

エスクロサービスの取引モデルに関する問題である。

取引は次の順序で行われる。

① 売買の成立

② 買い手から会社へ商品代金の払込み

③ 会社から売り手への代金入金通知

④ 売り手から買い手に商品の発送

⑤ 買い手から会社へ商品受領の通知

⑥ 会社から売り手への代金の支払い

⑤の答えは、商品受領の通知である。求める答えはアとなる。

例題演習

システムインテグレータの説明として，適切なものはどれか。

ア 自社の業務過程の一部を，より得意とする外部の企業に委託する。

イ 情報システムの企画，構築，運用などの業務を一括して請け負う。

ウ ソフトウェアの必要な機能だけを選択して購入できる。

エ ビジネス用のアプリケーションソフトウェアをインターネットでレンタルする。
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解答解説

システムインテグレータに関する問題である。

システムインテグレータは、個別のサブシステムを集めて1つにまとめ上げ、それぞれの機能

が正しく働くように完成させるシステムインテグレーションを行なう企業のことである。

アはアウトソーシング、イはシステムインテグレータ、ウはSaaS、エはＡＳＰである。求め

る答えはイとなる。

例題演習

インターネットショッピングで売上の全体に対して，あまり売れない商品の売上合計の占め

る割合が無視できない割合になっていることを指すものはどれか。

ア アフイリエイト イ オプトイン

ウ ドロップシッビング エ ロングテール

解答解説

ロングテールに関する問題である。

アのアフィリエイトは、Ｗｅｂサイトやメールマガジンなどが企業サイトへリンクを張り、

閲覧者がそのリンクを経由して当該企業のサイトで会員登録したり商品を購入したりすると、

リンク元サイトの主催者に報酬が支払われるという広告手法である。

イのオプトインは、ユーザが明示的に広告メールの受取りを承諾することを指す場合に用い

る。

ウのドロップシッピングは、インターネット上における商品の広告または販売の一形態で、

商品等をウェブサイトの閲覧者が購入した場合に商品の発送を販売したウェブサイトの提供者

や広告者ではなく製造元や卸元が直接行う取引方法の名称である。

エのロングテールは、インターネットを用いた物品販売の手法の1つであり、販売機会の少な

い商品でもアイテム数を幅広く取り揃えることで、総体としての売上げを大きくするものであ

る。求める答えはエとなる。

例題演習

ロングテールの説明はどれか。

ア Ｗｅｂコンテンツを構成するテキストや画像などのディジタルコンテンツに，統合的・体

系的な管理，配信などの必要な処理を行うこと

イ インターネットショッピングで，売上の全体に対して，あまり売れない商品群の売上合計

が無視できない割合になっていること

ウ 自分のＷｅｂサイトやプログに企業へのリンクを掲載し，他者がこれらのリンクを経由し

て商品を購入したときに，企業が紹介料を支払うこと

エ メーカや卸売業者から商品を直接発送することによって，在庫リスクを負うことなく自分

のＷｅｂサイトで商品が販売できること
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解答解説

ロングテールに関する問題である。

アのＣＭＳは、Ｗｅｂコンテンツを構成するテキストや画像、レイアウト情報などを一元的

に保存・管理し、サイトを構築したり編集したりするソフトウェアまたはシステムである。

イのロングテールは、インターネットを用いた物品販売の手法の１つであり、販売機会の少

ない商品でもアイテム数を幅広く取り揃えることで、総体としての売上げを大きくするもので

ある。

ウのアフィリエイトは、Ｗｅｂサイトやメールマガジンなどが企業サイトへリンクを張り、

閲覧者がそのリンクを経由して当該企業のサイトで会員登録したり商品を購入したりすると、

リンク元サイトの主催者に報酬が支払われるという広告手法である。

エのドロップシッピングは、インターネット上における商品の広告または販売の一形態で、

商品等をウェブサイトの閲覧者が購入した場合に商品の発送を販売したウェブサイトの提供者

や広告者ではなく製造元や卸元が直接行う取引方法の名称である。

アはＣＭＳ、イはロングテール、ウはアフィリエイト、エはドロップショッピングである。

求める答えはイとなる。

例題演習

スマートグリッドの説明はどれか。

ア 健康診断結果や投薬情報など，類似した症例に基づく分析を行い，個人ごとに最適な健康

アドバイスを提供できるシステム

イ 在宅社員やシエアワーカなど，様々な勤務形態で働く労働者の相互のコミュエケーション

を可能にし，多様なワークスタイルを支援するシステム

ウ 自動車に設置された情報機器を用いて，飲食店・娯楽情報などの検索，交通情報の受発信，

緊急時の現在位置の通報などが行えるシステム

エ 通信と情報処理技術によって，発電と電力消費を総合的に制御し，再生可能エネルギーの

活用，安定的な電力供給，最適な需給調整を図るシステム

解答解説

スマートグリッドに関する問題である。

スマートグリッドとは、スマートメーター等の通信・制御機能を活用して停電防止や送電調

整のほか多様な電力契約の実現や人件費削減等を可能にした電力網である。通信と情報処理技

術によって、発電や電力消費を総合的に制御し、再生可能エネルギーの活用、安定的な電力供

給、最適な需給調整を図るシステムである。

スマートグリッド化を進めることによるメリットとしては、次の４点が挙げられる。

① ピークシフトによる電力設備の有効活用と需要家の省エネ

② 再生可能エネルギーの導入

③ エコカーのインフラ整備

④ 停電対策

スマートグリッドの欠点として、セキュリティ上の問題がある。スマートグリッドのインフ
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ラには、高度な通信システムや技術が結集することになる。そこに対する不正操作やウイルス

感染などの対策は、現状では不十分であり、セキュリティの脆弱性の克服が必要になる。

アは健康アドバイスのエキスパートシステム、イは在宅勤務支援システム、ウはカーナビゲ

ーションシステム、エはスマートグリッドである。求める答えはエとなる。

例題演習

単一の企業が各地に多数の店舗を開設し、中央の本部で集中的に管理・運営する大規模小売

商で、各店舗で販売する商品の仕入れや在庫品の保管や広告などを本部でまとめて行う小売業

はどれか。

ア チェーンストア イ ディスカウントストア

ウ ドラッグストア エ コンビニエンスストア

解答解説

小売業に関する問題である。

アのチェーンストアは多数の店舗を直接的に経営管理する小売業または飲食業の経営形態で

ある。単一の資本をもとに、多数の店舗を配置し、本部の強力な計画と統制のもとに大量販売

を志向する。本部に仕入れ機能を集中させ、各店舗は販売に専念する。求める答はあとなる。

イのディスカウントストアは日用品・衣料品・食品・家電製品・玩具などをセルフサービス

の同じ会計で低価格・短時間の買い物ができるようにした小売業態である。

ウのドラッグストアは薬剤師が調剤を受け付ける傍ら、健康と美容に関する医薬品や日用品

をセルフサービスで短時間に買えるようにした小売業態である。

エのコンビニエンスストアは年中無休で長時間の営業を行い、小規模な店舗において主に食

料品、日用雑貨など多数の品種を扱う形態の小売店である。

例題演習

小売業におけるフランチャイズチェーンを説明したものはどれか。

ア 卸売業者が主導し，多数の小売業者が自発的に参加して，それぞれの独立性を保ちながら

共同化の利点を生かす運営を行う組織形態である。

イ 多数の小売業者が主宰して設立する共同仕入や共同在庫管理，共同商品開発などを行う運

営組織形態である。

ウ 地域開発事業によって計画的に形成された商業集積地域内に，集中して出店する組織形態

である。

エ 本部が加盟店に対し，一定の対価を徴収して商標や標識の使用権を与え，経営指導や援助

をして，販売活動をさせる組織形態である。

解答解説

フランチャイズチェーンに関する問題である。

チェーン小売業の組織形態には次のものがある。
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① レギュラーチェーンは、単一の大資本が仕入れや広告を中央の管理のもとで展開し、多数

の店舗をもつ大規模小売商で、チェーンストアともいう。

② ボランタリチェーンは、多数の独立した小売店が独立性を持ったままで、共同仕入れ、共

同広告商品開発をする方式である。

③ フランチャイズチェーンは、本部の管理下で、小売店が加盟料、指導料、手数料を支払い、

本部の商号、商品、経営ノウハウなどを使用し、特定地域内の独占販売をする方式である。

アはレギュラチェーン、イはボランタリチェーン、ウはショッピングセンターまたはショッ

ピングモール、エはフランチャイズチェーンである。求める答えはエとなる。

例題演習

デビットカードの決済方式はどれか。

ア 後払い方式の決済を行う。

イ カード内で残高管理を行い，財布のように利用できる。

ウ 前払い方式の決済を行う。

エ 利用金額を預金口座から即時に引き落とす。

解答解説

デビットカードに関する問題である。

デビットカード（英:Debit Card）は、店頭での支払い決済において、銀行などの民間金融機

関と郵便貯金の預貯金口座から引き落として支払う事が出来るカードのことである。

アはクレジットカード、イの残高管理のカードはハイウェイカード、ウはプリペイドカード、

エはデビットカードである。求める答えはエとなる。

例題演習

銀行ＰＯＳを説明する記述として、正しいものはどれか。

ア 銀行のカウンタ業務の月日と時間による変化を分析し、業務の効率化に役立てるシステム

イ 銀行のコンピュータとＰＯＳ端末を通信回線で接続し、売れ筋商品等の分析サービスを行

うシステム

ウ 銀行のコンピュータと通信回線で接続されたＰＯＳ端末から、販売代金のオンライン決済

を行うシステム

エ 銀行の発行したＩＣカードをＰＯＳ端末に入れ、カードに記憶されている金額から販売代

金を差し引き、それをＰＯＳ端末側に移すシステム

解答解説

銀行ＰＯＳに関する問題である。

銀行ＰＯＳは金融機関のコンピュータと企業の端末を通信回線で結び、売上代金を顧客の預

金口座から企業の預金口座に付け替えることによって、自動的に回収するシステムである。小

売業等のＰＯＳシステムと銀行のコンピュータシステムを通信回線で結び、認証や決済をリア
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ルタイムに行うことができる。買い物客のキャッシュカードをレジスタに差し込み、客が自分

の暗証番号を打ち込むことにより本人確認を検証し即時に代金決済が成立する。

アの時間による変化を分析し、業務の効率化に役立てるは誤りである。

イのオンラインで売れ筋商品の分析を行うは誤りである。

ウのオンラインで販売代金の決済を行う内容は正しい記述である。求める答えはウとなる。

エのプリベートカードの考え方は誤りである。

例題演習

製造業において、企業、開発、設計から、調達、製造、運用、保守に至る製品のライフサイ

クルを通じて使用する情報について、総合化されたデータ環境を作り、取引情報や技術情報な

どを、調達側と供給側の双方で共有することを目的としたシステムはどれか。

ア ＣＡＤ イ ＣＡＥ ウ ＣＡＬＳ エ ＣＡＭ

解答解説

ＣＡＬＳに関する問題である。

アのＣＡＤは設計に必要な標準データや規格データをデータベースから参照したり、形状モ

デルを作成したり、製図システムによって自動製図を行ったりすることにコンピュータを活用

することである。

イのＣＡＥは製品全体の形状や構成を決定し、製品の性能予測や強度解析、機構解析などの

解析やシミュレーションをコンピュータを利用して行うことである。

ウのＣＡＬＳは生産工程や流通コストの削減を目的とする電子商取引のスピード化である。

ＣＡＤデータや開発・販売に関するあらゆる文書データを標準規格化し、インターネットを利

用して取引情報や技術情報を調達側と供給側で共有することを目的としたシステムを形成し、

総合的な電子商取引を実現するものである。これによって、商取引や業務展開の高速化が可能

になり、コストの大幅削減につながることになる。求める答えはウとなる。

エのＣＡＭはＣＡＤシステムと連動して、ＮＣプログラミング、ロボットプログラミングを

行う。工具の自動選択、作業順序決定、切削条件の決定、工具経路の決定などがコンピュータ

を利用して行われる。

例題演習

生産自動化システムにおいて統合レベルの高い順に並べたのはどれか。

ア ＣＡＤ－ＣＡＭ－ＦＭＳ イ ＣＩＭ－ＦＡ－ＦＭＳ

ウ ＦＡ－ＥＡ－ＰＯＳ エ ＦＭＣ－ＦＭＳ－ＦＡ

解答解説

ＦＡシステムの統合レベルの順位に関する問題である。

ＣＩＭの構成内容と構成図

① ＭＩＳは、経営意志決定に必要な情報を提供し、その過程を支援する情報システムである。
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② ＣＡＰは、計画立案過程を支援するコンピュータシステムである。

③ ＭＲＰは、生産に必要な各部品の所要量を在庫状況を調べながら部品展開という方法で産

出していく方法のこと。

④ ＣＡＤは、製品の設計を支援するシステムで、ワイヤフレームモデルやサーフェイスモデ

ルなどを用いて設計対象を表現し、能率よく設計を進めるシステムである。

⑤ ＣＡＥは、製品の設計・開発をはじめ、その機能や性能のテストおよび評価の過程を支援

するシステムである。

⑥ ＣＡＭは、製品の製造過程の支援に当たるシステムである。

⑦ ＦＭＳは、市場環境の多様化やニーズの変化に柔軟に対応していけるように、機械・設備

の機能を準備し、工程設計の方法や日程計画の立て方に工夫が施された生産システムである。

ＣＩＭは製造部門、設計部門、営業部門、経営部門などをコンピュータネットワークでつな

ぎ、販売状況や在庫、設計製造工程などの生産に関する情報を一元的に管理して生産効率をあ

げるシステムである。

ＦＡはコンピュータの支援を受けて、工場における研究開発から生産計画、設計、工程管理、

製造までを自動化、省力化することである。

ＦＭＳは、ロボットシステム、ＮＣ工作機械、自動制御システム、ＣＡＤ等を導入し、コン

ピュータと結合した生産工程の自動化である。

ＦＡシステムの構成図から明らかのように、ＣＩＭ、ＦＡ、ＦＭＳの順になる。求める答え

はイとなる。

例題演習

ワイヤフレームモデルやサーフェイスモデルなどを用いて設計対象を表現し、能率よく設計

を進めるシステムはどれか。

ア ＣＡＤ イ ＦＡ ウ ＦＭＳ エ ＭＡＰ

経営計画

生産計画 研究開発

製品設計

工程設計 日程計画

生産プロセス

ＭＩＳ

ＣＡＥＣＡＰ／ＭＲＰ

ＣＡＤ

ＣＡＰＣＡＰＰ

ＣＡＭ

ＦＭＳ

実体システム

管理システム

Ｃ
Ｉ
Ｍ

Ｆ
Ａ

Ｆ
Ｍ
Ｓ
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解答解説

形状モデリングとＣＡＤの関係に関する問題である。

コンピュータで様々な形状を扱う技術が形状モデリングである。形状モデリングの手法には、

ワイヤフレームモデル、サーフェイスモデル、ソリッドモデルの３種類がある。

ワイヤフレームモデルは３次元グラフィックスのオブジェクトを線の集合として構築する方

法で、立体の点と線のデータで構成される。面の情報がないため高速で描画できるが、裏側が

透けて見えるため隠線処理が必要になる。

サーフェイスモデルは３次元のオブジェクトを面の集まりで構築する方法で、他の面によっ

て視点から隠された面を描画しないようにする隠面処理が必要になる。

ソリッドモデルは３次元のオブジェクトを中身のある立体を組み合わせて構築する方法で、

境界面の集合として立体を表現するＢ-repと円筒や立方体などの立体を組み合わせて表現する

ＣＳＧの手法がある。隠面処理は必要である。

アのＣＡＤは製品の詳細設計を行い、製品の各部分の詳細な形状や寸法、材質などを決定す

る。設計に必要な標準データや規格データをデータベースから参照したり、形状モデルを作成

したり、製図システムによって自動製図を行うのにコンピュータを活用する。

イのＦＡは生産部門の自動化、機械化システムとして、ロボットシステム、ＮＣ工作機械、

プロセスコントロールなどの導入によりＦＭＳの実現と一貫生産ラインシステムを可能にする

ことである。

ウのＦＭＳは市場環境の多様化やニーズの変化に柔軟に対応していけるように、機械・設備

の機能を準備し、工程設計の方法や日程計画の立て方に工夫を施された生産システムである。

エのＭＡＰは、工場全体の自動化実現のために、異機種ロボットなどを統一的に使用して、

工場全体を統合するためのプロトコルである。

ワイヤフレームモデル、サーフェイスモデルを用いて設計対象を表現し、能率よく設計する

システムはＣＡＤであり、求める答えはアとなる。

例題演習

ＦＡシステムを構成するシステムの一つで、コンピュータ、グラフィックスディスプレイ、

自動製図機などを利用して、設計と製図製作を対話的かつ自動的に行うシステムはどれか。

ア ＣＡＤ イ ＣＡＥ ウ ＣＡＭ エ ＣＡＴ

解答解説

ＣＡＤに関する問題である。

アのＣＡＤは製品の詳細設計を行い、製品の各部分の詳細な形状や寸法、材質などを決定す

る。設計に必要な標準データや規格データをデータベースから参照したり、形状モデルを作成

したり、製図システムによって自動製図を行うのにコンピュータを活用する。基本構成は、コ

ンピュータ、補助記憶装置、グラフィックディスプレイ、入力装置、プロッタなどからなる。

イのＣＡＥは試作モデルを作り、そのモデルを解析して性能を予測し、最適な製品設計を模

索する作業をコンピュータを利用して行うことである。

ウのＣＡＭは製造工程をコンピュータによって支援するシステムで、ＣＡＤシステムから送
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られてきた加工品の設計情報に基づいて工程設計を行う。

エのＣＡＴは製品の開発過程で、部品や製品の各種特性を確認するための試験にコンピュー

タを使用するシステムである。

コンピュータ、グラフィックディスプレイ、自動製図機などを利用して、設計と製図製作を

自動的に行うシステムはＣＡＤであり、求める答えはアとなる。

例題演習

ＣＡＤを説明したものはどれか。

ア コンピュータを使用して，現物を利用した試作や実験を行わずに，製品の性能・機能を評

価する。

イ コンピュータを使用して，生産計画，部品構成表及び在庫量などから，資材の必要量と時

期を求める。

ウ コンピュータを使用して，製品の形状や構造などの属性データから，製品設計図面を作成

する。

エ コンピュータを使用して製品設計図面を工程設計情報に変換し，機械加工などの自動化を

支援する。

解答解説

ＣＡＤに関する問題である。

ＣＡＤは製品の詳細設計を行い、製品の各部分の詳細な形状や寸法、材質などを決定する。

設計に必要な標準データや規格データをデータベースから参照したり、形状モデルを作成した

り、製図システムによって自動製図を行うのにコンピュータを活用する。基本構成は、コンピ

ュータ、補助記憶装置、グラフィックディスプレイ、入力装置、プロッタなどからなる。

アはシミュレーション、イはＭＲＰ、ウはＣＡＤ、エはＣＡＭで、求める答えはウとなる。

例題演習

①～③の手順に従って処理を行うものはどれか。

① 今後の一定期間に生産が予定されている製品の種類と数量及び部品構成表を基にして，

その構成部品についての必要量を計算する。

② 引当可能な在庫量から各構成部品の正味発注量を計算する。

③ 製造／調達リードタイムを考慮して構成部品の発注時期を決定する。

ア ＣＡＤ イ ＣＲＰ ウ ＪＩＴ エ ＭＲＰ

解答解説

ＭＲＰに関する問題である。

ＭＲＰはコンピュータを利用して生産に必要な部品の必要量を計算する計画法で、製品の需

要から逆算して、その製品の生産に必要な部品の発注量を計画する。製品の中に組み込まれる

部品の構成や、それぞれの部品ごとの使用量、製造リードタイム、発注リードタイムをもとに、
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すべての製品の需要に対応した個々の部品の必要量、製造指示日、発注指示日を算出する。

アのＣＡＤは製品の詳細設計を行い、製品の各部分の詳細な形状や寸法、材質などを決定す

る。設計に必要な標準データや規格データをデータベースから参照したり、形状モデルを作成

したり、製図システムによって自動製図を行うのにコンピュータを活用する。

イのＣＲＰは生産計画の策定プロセスの中で、生産設備の能力に合わせて生産計画を調整す

る作業である。

ウのＪＩＴは必要なときに、必要なものを、必要なだけ作るという考え方である。

エのＭＲＰはコンピュータを利用して生産に必要な部品の必要量を、必要なタイミングに合

わせて供給できるように計算する計画法である。求める答えはエとなる。

例題演習

構成表の製品Ａを３００個出荷しようとするとき，部品ｂの正味所要量は何個か。ここで，

Ａ，ａ，ｂ，ｃの在庫量は在庫表のとおりとする。また，ほかの仕掛残，注文残，引当残など

はないものとする。

ア ２００ イ ６００ ウ ９００ エ １,５００

解答解説

ＭＲＰに関する問題である。

出荷量はＡが３００個であり、在庫量が１００個あるため、Ａの生産量は２００個となる。

製品Ａ１個の中に含まれる部品ａは３個、ｂは２個であるから、製品Ａを２００個生産する

のに必要な部品ａ、ｂは次のようになる。

Ａ ２００個 部品ａの必要量６００個

部品ａの在庫量１００個

部品ａの生産量５００個 部品ｂの必要量５００個

部品ｂの在庫量３００個

部品ｂの生産量２００個(所要量)

部品ｂの必要量４００個

部品ｂの在庫量０個(在庫量は引当済み)

部品ｂの生産量４００個

従って、部品ｂの正味所要量は２００＋４００＝６００(個)となる。求める答えはイとなる。
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例題演習

ＭＲＰ(Materials Requirements Planning)システムを導入すると改善が期待できる場面はど

れか。

ア 図面情報が電子ファイルと紙媒体の両方で管理されていて，設計変更履歴が正しく把握で

きない。

イ 製造に必要な資材及びその必要量に関する情報が複雑で，発注量の算出を誤りやすく，生

産に支障を来している。

ウ 設計変更が多くて，生産効率が上がらない。

エ 多品種少量生産を行っているので，生産設備の導入費用が増加している。

解答解説

ＭＲＰに関する問題である。

ＭＲＰはコンピュータを利用して生産に必要な部品の必要量を計算する計画で、生産に必要

な各部品の所要量と在庫状況を調べながら部品展開という方法で算出していく。製品の中に組

み込まれる部品の構成や、それぞれの部品ごとの使用量、製造リードタイム、発注リードタイ

ムをもとに、すべての製品の需要に対応した個々の部品の必要量、製造指示日、発注指示日を

算出する。多品種で、構成部品数が複雑な場合、高速で計算するコンピュータの利用価値が高

い。

イの製造に必要な資材およびその必要量に関する情報が複雑で、発注量の算出を誤りやすく、

生産に支障を来している場合に、システムを導入すれば効果が期待できる。求める答えはイと

なる。

例題演習

ＣＡＭに関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア ＣＡＭシステムは、コントロールパネルからＮＣ機械やロボットをリモート操作するシス

テムであり、ＣＡＤシステムとはリンクしない。

イ ＣＡＭシステムは、データベースとは無関係である。

ウ ＣＡＭシステムは、最初、自動製図システムとして実用化された。

エ ＣＡＭシステムは、広義には、ＣＡＰＰやＣＡＴシステムを含む概念である。

解答解説

ＣＡＭに関する問題である。

ＣＡＭは製造工程をコンピュータによって支援するシステムで、ＣＡＤシステムから送られ

てきた加工品の設計情報に基づいて工程設計を行う。各種データベースおよび対話方式で入力

した加工モデルデータを考慮してシミュレーションを行い、各工程におけるワークの取付具配

置や工具、加工条件、工具経路などを決定し、これを生産情報として加工・組立工程を自動制

御する。

アのＣＡＭとＣＡＤのリングは、ＣＡＭではＣＡＤシステムの設計情報を利用するためリン
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クする。リンクしないは誤りである。

イのＣＡＭは加工モデルのデータベースを利用するため、ＣＡＭにはデータベースは不可欠

である。

ウの自動製図システムとして実用化されたのはＣＡＤであり、ＣＡＭは製造工程をコンピュ

ータによって支援するシステムである。

エのＣＡＰＰは決定した部品形状から、各部品および製品の加工手順の決定や加工機械の選

択、加工時間の算出などにコンピュータを利用することであり、ＣＡＴは製品の開発過程で、

部品や製品の各種特性を確認するための試験にコンピュータを使用するシステムで、共に広義

にはＣＡＭに含まれるものである。従って、ＣＡＭシステムは、広義には、ＣＡＰＰやＣＡＴ

システムを含むものである。正しい記述である。求める答えはエとなる。

例題演習

セル生産方式の特徴はどれか。

ア 各工程が自立的に稼働し，前工程の生産したものを元に後工程の生産を行う。

イ 作業指示と現場管理を見えるようにするために，かんばんを使用する。

ウ 必要とする部品，仕様，数量を後工程から前工程に伝達する。

エ 部品の組立てから完成検査までの全工程を，１人又は数人で作業する。

解答解説

セル生産方式に関する問題である。

セル生産方式は、1人、または少数の作業者チームで製品の組み立て工程を完成（または検査）

まで行う方式である。ライン生産方式と比較して、作業者一人が受け持つ範囲が広いのが特徴

である。部品の組み立てから完成検査までの全工程を１人または数人で作業する。求める答え

はエとなる。

例題演習

セル生産方式の利点が生かせる対象はどれか。

ア 生産性を上げるために，大量生産が必要なもの

イ 製品の仕様が長期間変わらないもの

ウ 多種類かつフレキシブルな生産が求められるもの

エ 標準化，単純化，専門化による分業が必要なもの

解答解説

セル生産方式に関する問題である。

セル生産方式は、1人、または少数の作業者チームで製品の組み立て工程を完成（または検査）

まで行う方式である。ライン生産方式と比較して、作業者一人が受け持つ範囲が広いのが特徴

である。部品の組み立てから完成検査までの全工程を１人または数人で作業する。

多種類かつフレキシブルな生産が求められる。求める答えはウとなる。
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ア、イ、エは少品種大量生産を特徴とする生産方式である。

例題演習

ＭＡＰに関する説明として正しいものはどれか。

ア ＬＡＮ上に生産自動化システムを写像するシステム

イ 技術情報の交換に適したＬＡＮのプロトコル

ウ 自動生産制御に適したＬＡＮのプロトコル

エ ＯＡとＥＡを統合するのに適したＬＡＮのプロトコル

解答解説

ＭＡＰに関する問題である。

ＭＡＰはマニュファクチャリング・オートメーション・プロトコルの頭文字をとったもので、

工場の多品種少量生産に対応するために、産業用ロボットなどの導入による工場全体の自動化

が必要になる。そのためには、異機種のロボットなどを統一的に使用し、工場全体を統合する

統一的な接続プロトコルが必要である。ＭＡＰはこのために利用されるプロトコルである。求

める答えはウとなる。

例題演習

ＦＡ化を推進することで期待されるメリットについて、それを打ち消す要因になりやすいも

のはどれか。

ア 作業の合理化、標準化による生産性の向上

イ 設備投資による製品価格への影響の可能性

ウ 設計・製造に要する期間の短縮

エ 製品の品質向上とコストダウン

解答解説

ＦＡ化の効果を打ち消す要因に関する問題である。

ＦＡ化の期待効果

① 作業の自動化、標準化による生産性の向上

② 労働時間の短縮

③ 設計・製造に要する期間の短縮

④ 生産の最適化

⑤ 多品種少量生産への対応

ア、ウ、エはＦＡ化の期待効果である。設備投資効果が十分でないと製品価格の上昇を招く

恐れがある。打ち消す要因は設備投資による製品価格への影響であり、求める答えはイとなる。
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例題演習

１台のコンピュータで複数のＮＣ工作機械を制御するシステムはどれか。

ア ＤＮＣ イ マシニングセンタ ウ ＡＧＶ エ ＣＡＭ

解答解説

ＤＮＣに関する問題である。

アのＤＮＣはＣＡＤ／ＣＡＭシステムのコンピュータからＮＣ装置に直接に指令データを転

送してＮＣ工作機械を運転する方法で、多数のＮＣ工作機械の運転を管理、制御するためのシ

ステムである。求める答えはアとなる。

イのマシニング・センターはＮＣ工作機械に自動工具交換装置を取り付け、これに数種類の

工具をセットしておけば、１台の工作機械で連続自動的に、フライス作業、穴明け作業、中ぐ

り作業、ねじ切り作業などの切削加工が可能となる仕組みである。

ウのＡＧＶは生産の自動化のために、工場内の部品や製品を移動させるための無軌道式搬送

装置である。

エのＣＡＭはＣＡＤシステムと連動して、ＮＣプログラミング、ロボットプログラミングを

行う。工具の自動選択、作業順序決定、切削条件決定、工具経路の決定などを行う。

例題演習

コンカレントエンジエアリングの説明として，適切なものはどれか。

ア 機能とコストとの最適な組合せを把握し，システム化された手順によって価値の向上を図

る手法

イ 製品開発において，設計，生産計画などの工程を同時並行的に行う手法

ウ 設計，製造，販売などのプロセスを順に行っていく製品開発の手法

エ 対象のシステムを解析し，その仕様を明らかにする手法

解答解説

コンカレントエンジニアに関する問題である。

コンカレントエンジニアリングは、製品の開発工程において、企画、設計、生産、販売など

の各工程を同時に並列に進行させ、開発期間の短縮、開発コストの削減を期待する技術である。

アはインダストリアルエンジニアリング、イはコンカレントエンジニアリング、ウはシーケ

ンスエンジニアリング、エはリバースエンジニアリングである。求める答えはエとなる。

例題演習

ＲＦＩＤを利用したものはどれか。

ア ＩＣタグ イ 磁気カード ウ バーコード エ メモリカード



- 114 -

解答解説

ＲＦＩＤに関する問題である。

ＲＦＩＤはＩＤ情報を埋め込んだＲＦタグから、電磁界や電波などを用いた近距離（周波数

帯によって数cm～数m）の無線通信によって情報をやりとりするものである。一般的には、ＩＣ

タグのことである。

ＩＣタグは小型の情報チップのひとつである。ＩＣタグリーダーから発射される電波によっ

て微量な電力が回路内に発生し、その電力で情報を処理し、リーダーに送信する。使用できる

電波出力の関係などから、ＩＣタグとＩＣタグリーダーを近づける必要はあるが、必ずしも接

触する必要はない。商品にＩＣタグをつけておくことで、生産者や流通経路を記録することも

でき、物流管理に使用する。梱包の外からも記録された情報を読むことができる。

アのＩＣタグは、小型の情報チップで、ＩＣタグリーダーから発射される電波によって微量

な電力が回路内に発生し、その電力で情報を処理し、リーダーに送信する仕組みを用いる。求

める答えはアとなる。

イの磁気カードは、紙やプラスチックの名刺サイズのカードに磁気ストライブ層を付けた形

態である。磁気ストライブ層に様々な情報を書き込む。

ウのバーコードは、商品のパッケージなどに刷り込まれた棒状のコード記号で、スキャナー

によって読み取る。

エのメモリカードは、ＩＣメモリを組み込んだカードで、デジタルカメラ、デジタルビデオ、

ＰＤＡなどのデータの記録に利用されている。

例題演習

ＩＣタグ(RFID)の特徴はどれか。

ア ＧＰＳを利用し，位置情報を表示する。

イ 大量の情報を扱うので，情報の記憶には外部記憶装置を使用する。

ウ プラスチック製のカードに埋め込み，専用の読取り装置に挿入して利用する。

エ 汚れに強く，梱包の外からも記録された情報を読むことができる。

解答解説

ＩＣタグに関する問題である。

ＩＣタグは、小型の情報チップのひとつである。ＩＣタグリーダーから発射される電波によ

って微量な電力が回路内に発生し、その電力で情報を処理し、リーダーに送信する。使用でき

る電波出力の関係などから、ＩＣタグとＩＣタグリーダーを近づける必要はあるが、必ずしも

接触する必要はない。商品にＩＣタグをつけておくことで、生産者や流通経路を記録すること

もでき、物流管理に使用する。梱包の外からも記録された情報を読むことができる。

アのＧＰＳを利用するシステムは地球上の現在位置を調べるための衛星測位システムである。

イのタグとリーダ間の電波の送受信によって処理するため大量の情報を格納する記憶装置は

不要である。

ウのＩＣカードは情報やデータの記録や演算をするためにＩＣチップを組み込んだカードの

ことである。
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エの内容はＩＣタグの特徴である。求める答えはエとなる。

例題演習

ＲＦＩＤを説明したものはどれか。

ア ＩＣカードや携帯電話に保存される貨幣的価値による決済手段のことであり，ＰＯＳレジ

スタなどで用いられている。

イ 極小の集積回路とアンテナの組合せであり，無線自動認識技術によって対象の識別や位置

確認などができ，電子荷札に利用される。

ウ 白黒の格子状のパターンで情報を表すものであり，情報量が多く，数字だけでなく英字や

漢字データも格納できる。

エ 人間の身体的特徴としての生体情報を，個人の識別・認証に利用する技術であり，指紋認

証，静脈認証などがある。

解答解説

ＲＦＩＤに関する問題である。

ＲＦＩＤはＩＤ情報を埋め込んだＲＦタグから、電磁界や電波などを用いた近距離（周波数

帯によって数cm～数m）の無線通信によって情報をやりとりするものである。一般的には、ＩＣ

タグのことである。

ＩＣタグは小型の情報チップのひとつである。ＩＣタグリーダーから発射される電波によっ

て微量な電力が回路内に発生し、その電力で情報を処理し、リーダーに送信する。使用できる

電波出力の関係などから、ＩＣタグとＩＣタグリーダーを近づける必要はあるが、必ずしも接

触する必要はない。商品にＩＣタグをつけておくことで、生産者や流通経路を記録することも

でき、物流管理に使用する。梱包の外からも記録された情報を読むことができる。

アは電子マネー、イはＲＦＩＤ、ウはバーコード、エは生体認証である。求める答えはイと

なる。

例題演習

ＲＦＩＤの活用事例として，適切なものはどれか。

ア 紙に印刷されたディジタルコードをリーダで読み取ることによる情報の入力

イ 携帯電話とヘッドフォンとの間の音声データ通信

ウ 赤外線を利用した近距離データ通信

エ 微小な無線チップによる人又は物の識別及び管理

解答解説

ＲＦＩＤに関する問題である。

ＲＦＩＤは、人や物に関する情報をＩＣチップ内に記録し、それを無線で読み出す非接触の

認識技術である。無線ＩＣタグ、ＩＣタグ、ＩＣチップなどと呼ばれる。

アの印刷されたデジタルコードの読み取りは光を使用する。
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イの音声データの通信は音波を使用する。

ウの近距離データ通信は赤外線を使用する。

エの人や物の識別、管理はＲＦＩＤを使用し、無線を用いる。求める答えはエとなる。

例題演習

次のダウンサイジングに関する記述のうち、正しいものはどれか。

ア クライアントサーバシステムへの移行はダウンサイジングである。

イ ハードウェアのダウンサイジングだけでは、効果が出ない。

ウ ダウンサイジングは必ず運用経費を削減する。

エ セキュリティやデータのバックアップ等が容易になる。

解答解説

ダウンサイジングに関する問題である。

ダウンサイジングは汎用機を中心にしたシステムではなく、ワークステーションやパソコン

などで分散処理を行い、情報処理のコストを削減しようとする動きである。

ダウンサイジングの効果・特徴・問題点

① ハードウェアやソフトウェアの価格が安く、開発費が安価になる。

② 開発期間の短縮化が可能である。

③ システム変更のコストも安い。

④ 設置スペースが削減できる。

⑤ システムの維持も容易で、人件費を含めて運用コストが安くなる。

⑥ ユーザに適した利用環境が提供できる。

⑦ 一時的に費用増になるケースが多い。

⑧ 大量データの一括処理やオンライントランザクション処理のように適さない業務もある。

⑨ セキュリティやデータのバックアップ、障害対応などに問題が生じる。

アの分散処理やクライアントサーバシステムへの移行はダウンサイジングである。求める答

えはアとなる。

イのハードウェアのダウンサイジングで、コスト削減や開発期間の短縮などの効果が出る。

ウのダウンサイジングによりシステムの最適化が実現しなければ、必ずしも運用経費の削減

が図れるとは言えない。

エのセキュリティは必ずしも十分ではない。

例題演習

企業の情報システムの機能を外部の業者に委託して処理するのはどれか。

ア ダウンサイジング イ システムインテグレーション

ウ アウトソーシング エ マルチベンダ
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解答解説

アウトソーシングに関する問題である。

アのダウンサイジングは、ワークステーションやパソコンなどで分散処理を行い、情報処理

のコストを削減しようとする動きである。

イのシステムインテグレーションは、情報システムの企画から構築、運用までに必要な業務

を一括して提供するサービスである。

ウのアウトソーシングは、ユーザ企業が情報システムの構築や運用を社内のシステム部門か

ら外部の専門業者に委託することである。求める答えはウとなる。

エのマルチベンダーは、複数の異なるメーカーやベンダーの製品が同時に用いられている状

態をいう。

例題演習

ＳＯＨＯに関する記述として、適切なものはどれか。

ア 大型機を使用して集中処理していたシステムを、小型機などに分散させる処理形態である。

イ システムの開発から運用まで、顧客が必要とする情報処理関係の業務を行うビジネス形態で

ある。

ウ 小規模オフィスや自宅兼用オフィスのことであり、ネットワークの普及で盛んになったビジ

ネス形態である。

エ 情報処理をはじめ各種の社内業務を、外部の業務に委託して処理してもらう業務処理形態で

ある。

解答解説

ＳＯＨＯに関する問題である。

ＳＯＨＯは、会社の業務を社外の小規模事務所や自宅で行う業務形態で、小さな事務所を借

りたり、自宅を事務所として使う小規模事業・ベンチャービジネスである。ＳＯＨＯではＬＡ

Ｎやインターネットなどの情報技術を駆使して、社外との取引や情報収集を行い、新しいビジ

ネスモデルの構築を目指す。求める答えはウとなる。

アはダウンサイジング、イはシステムインテグレーション、ウがＳＯＨＯ、エはアウトソー

シングである。

例題演習

ＥＵＣ(エンドユーザコンピューティング)の特徴に関する記述として、適切なものはどれか。

ア 業務に必要な情報に利用者自身が直接アクセスし、参照したり、加工したりすることがで

きる。

イ システム開発・運用・保守の効率が低下し、情報システム部門のバックログが増大する。

ウ 情報システム部門の主導でアプリケーションを開発するので、利用者の負担は少ない。

エ 情報システム部門の専任要員を増やす必要があるので、システム部門の運用コストの増大

につながる。
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解答解説

ＥＵＣの特徴に関する問題である。

ＥＵＣは業務現場の担当者自身がコンピュータを使いこなしていこうという考え方である。

情報システム部門の主導で進められるコンピュータ化の対極になる。データベースの構築や市

販のアプリケーションのカスタマイズまで、現場のユーザ自身が手がけていく。

アはＥＵＣの特徴、イ、ウ、エは情報システム部門が主導で進めるコンピュータ化を示して

いる。求める答えはアである。

例題演習

ＥＵＣの説明として，最も適切なものはどれか。

ア エディタ，コンパイラ，デバッガなどプログラミングに必要なツールが一つに統合され，

一つのインタフェースで扱えるようになっている開発環境である。

イ 簡易なＧＵＩ構築，ウイザードによるプログラムスケルトンの作成，ＡＳＰ(Active Serve

r Pages)の利用などによって，Ｗｅｂ環境で稼働するシステムを開発することである。

ウ 簡易なＧＵＩ構築ツールを使って，システム開発の初期の段階で画面を作成し，機能や操

作性などを確認しながら，開発を行う手法である。

エ 利用者自身が，表計算ソフトや簡易データベースソフトなどを活用し，業務を遂行するこ

とである。

解答解説

ＥＵＣに関する問題である。

ＥＵＣは、エンドユーザが表計算ソフトやデータベースソフトを利用して、業務を処理する

ことである。

アは統合開発環境、イはフレームワークを利用したJava開発環境、ウはプロトタイピングを

利用したＲＡＤ、エはＥＵＣである。求める答えはエとなる。

例題演習

組込みシステムの用途として，適切でないものはどれか。

ア ＦＡ機器又は医療機器を制御するシステム

イ 音響・映像機器を制御するシステム

ウ 銀行のＡＴＭ端末システム

エ 列車の座席予約を管理するホストシステム

解答解説

組み込みシステムに関する問題である。

組み込みシステムは、ハードウェアでは、製造装置に組み込まれる産業用のパソコンや、自

動車に組み込まれるディスプレイ装置などがある。ソフトウェアでは、日本語入力システムな

どが該当する。
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ア、イ、ウは組み込みシステムであり、列車の座席予約システムはトランザクション処理シ

ステムであり、組み込みシステムではない。求める答えはエとなる。

例題演習

ＢＹＯＤ (Bring Your Own Device)の説明はどれか。

ア 会社から貸与された情報機器を常に携行して業務にあたること

イ 会社所有のノートＰＣなどの情報機器を社外で私的に利用すること

ウ 個人所有の情報機器を私的に使用するために利用環境を設定すること

エ 従業員が個人で所有する情報機器を業務のために使用すること

解答解説

ＢＹＯＤに関する問題である。

ＢＹＯＤは、企業などで従業員が私物の情報端末などを持ち込んで業務で利用することであ

る。私用で普段から使っているスマートフォンなどから企業の情報システムにアクセスし、必

要な情報を閲覧したり入力したりすることなどを意味する。求める答えはエとなる。

例題演習

企業間のネットワークの普及に伴い取引先企業とのオンライン取引が電子化されその有効性

も認められ今後の発展が期待されるものはどれか。

ア ＶＡＮ イ ＥＤＩ ウ ＩＮＳ エ ＥＯＳ

解答解説

ＥＤＩに関する問題である。

ＥＤＩは、企業間の受発注や見積もりなど企業間の商取引をデジタル化し、ネットワークを

通じてやり取りする仕組みのことである。インターネットやマルチメディア技術の発達で、商

品の画像情報まで取引企業と交換が可能になっている。

アのＶＡＮは、回線提供業者から回線を借り高度な通信処理機能など付加価値をつけて販売

するサービスである。

イのＥＤＩは、コンピュータネットワークを介して電子的に、受発注、輸送、決済などのビ

ジネス文書をやり取りすることである。求める答えはイとなる。

ウのＩＮＳは、ＮＴＴがサービスを開始したＩＳＤＮである。

エのＥＯＳは、端末からオンラインで発注すると、請求書の発行や出荷などをコンピュータ

の管理によって行うシステムである。

例題演習

ＯＳと応用プログラムとの標準インタフェース的な役割をするものはどれか。

ア ＩＮＴ イ ＡＰＩ ウ ＩＮＦ エ ＧＵＩ
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解答解説

ＡＰＩに関する問題である。

ＡＰＩはプログラムから利用できる関数の集まりで、ＯＳなどに用意されている。アプリケ

ーションプログラムはＡＰＩを経由して、ＯＳなどのもっている機能を利用する。初期のパソ

コンはアプリケーションがハードウェアの機能を操作していた。すべての機能をアプリケーシ

ョン内に持たせると開発効率が悪く、複数のアプリケーションが切り換えながら使用するとき

にはトラブルの原因になる。そのために多くのアプリケーションが共通して利用する機能をＯ

Ｓが用意することが一般的になった。

アのＩＮＴは、割込み処理の一般的な略称である。

イはオペレーティングシステムに用意されている機能をアプリケーションプログラムから呼

び出すためのインタフェースである。求める答えはイとなる。

ウのＩＮＦは、Windows で使用されているデバイスやコンポーネントの設定に使用される情

報ファイルである。

エのＧＵＩは、グラフィカルユーザインタフェースである。

例題演習

携帯電話端末の機能の一つであるテザリングの説明として，適切なものはどれか。

ア 携帯電話端末に，異なる通信事業者のＳＩＭカードを挿して使用すること

イ 携帯電話端末をモデム又はアクセスポイントのように用いて, ＰＣ,ゲーム機などから，イ

ンターネットなどを利用したデータ通信をすること

ウ 契約している通信事業者のサービスエリア外でも，他の事業者のサーピスによって携帯電

話端末を使用すること

エ 通信事業者に申し込むことによって，青少年に有害なサイトなどを携帯電話端末に表示し

ないようにすること

解答解説

携帯電話端末のデザリングに関する説明である。

テザリングは、通信端末を内蔵したモバイルコンピューター（携帯電話回線に接続されたス

マートフォンなど）を外付けモデムのように用いて、他のコンピューター等をインターネット

に接続することである。スマートフォンなどの単体で通信可能な通信端末を、パソコンなどの

他の機器と接続して外付けのモデムのように扱い、それを経由してＷＷＡＮへ接続する。パソ

コンとスマートフォンの間の接続は、ＵＳＢによる有線接続のほか、Bluetoothや無線ＬＡＮな

どを使って物理的なケーブル接続なしに行うこともできる。

携帯電話端末をモデムまたはアクセスポイントのように用いて、ＰＣ、ゲーム機などから、

インターネットなどを利用したデータ通信をすることである。

アはＳＩＭフリー、イはテザリング、ウはローミングサービス、エはコンテンツフィルタリ

ングサービスである。求める答えはイとなる。
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例題演習

情報バリアフリーに該当するものはどれか。

ア 音声や手書き文字などの限られた手段でしか入力できない場合でも，情報機器を活用する

ことができる環境

イ 携帯電話や自動車電話のように，利用者が移動しながら通信端末を利用することができる

環境

ウ 情報通信手段の活用によって，通勤時の時間的・精神的なロスのない勤務形態を実現でき

る環境

エ モバイルコンピューティング，ホームネットワークなどによって，個人がシームレスにコ

ンピュータを利用できる環境

解答解説

情報バリアフリーに関する問題である。

情報バリアフリーは、「情報弱者」といわれる高齢者や障害者にもコンピュータなどを活用

してもらい、就職の機会を保障しようというもので、都市部周辺に住むリタイアした高齢者や

就職の機会が少ない障害者向けに、使いやすい情報機器などを配備する。具体的には、キーボ

ードが使えない人にも対応可能なように、音声や手書き文字で入力できるコンピュータやタッ

チ・パネル式で操作ができる情報通信端末をセンターに設置して、情報機器を使いこなせる職

場環境を整えることである。求める答えはアとなる。

例題演習

ディジタルディバイドを説明したものはどれか。

ア ＰＣや通信などを利用する能力や機会の違いによって，経済的，又は社会的な格差が生じ

ること

イ インターネットなどを活用することによって，住民が直接，政府や自治体の政策に参画で

きること

ウ 国民のだれもが，地域の格差なく，妥当な料金で平等に利用できる通信及び放送サービス

のこと

エ 市民生活のイベント又は企業活動の分野ごとに，すべてのサービスを１か所で提供するこ

と

解答解説

ディジタルディバイトに関する問題である。

ディジタルディバイドは、パソコンやインターネットなどの情報技術を使いこなせる者と使

いこなせない者の間に生じる、待遇や貧富、機会の格差のことである。個人間の格差の他に、

国家間、地域間の格差を指す場合もある。若者や高学歴者、高所得者などが情報技術を活用し

てますます高収入や雇用を手にする一方、コンピュータを使いこなせない高齢者や貧困のため
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情報機器を入手できない人々は、より一層困難な状況に追い込まれる。いわば、情報技術が社

会的な格差を拡大、固定化する現象がデジタルデバイドである。

ＰＣや通信などを利用する能力や機会の違いによって、経済的、社会的な格差が生じること

である。求める答えはアとなる。

例題演習

ディジタルディバイドを説明したものはどれか。

ア ＰＣなどの情報通信機器の利用方法が分からなかったり，情報通信機器を所有していなか

ったりして，情報の入手が困難な人々のことである。

イ 高齢者や障害者の情報通信の利用面での困難が，社会的・経済的格差につながらないよう

に，だれもが情報通信を利活用できるように整備された環境のことである。

ウ 情報通信機器やソフトウェア，情報サービスなどを，高齢者・障害者を含むすべての人が

利用可能であるか，利用しやすくなっているかの度合いのことである。

エ 情報リテラシの有無やＩＴの利用環境の相違などによって生じる，社会的又は経済的格差

のことである。

解答解説

ディジタルディバイトに関する問題である。

ディジタルディバイドは、パソコンやインターネットなどの情報技術を使いこなせる者と使

いこなせない者の間に生じる、待遇や貧富、機会の格差のことである。個人間の格差の他に、

国家間、地域間の格差を指す場合もある。若者や高学歴者、高所得者などが情報技術を活用し

てますます高収入や雇用を手にする一方、コンピュータを使いこなせない高齢者や貧困のため

情報機器を入手できない人々は、より一層困難な状況に追い込まれる。いわば、情報技術が社

会的な格差を拡大、固定化する現象がデジタルデバイドである。

ＰＣや通信などを利用する能力や機会の違い、情報リテラシの有無やＩＴの利用環境の相違

などによって、経済的、社会的な格差が生じることである。求める答えはエとなる。

例題演習

ディジタルディバイドの解消のために取り組むべきことはどれか。

ア ＩＴ投資額の見積りを行い，投資目的に基づいて効果目標を設定して，効果目標ごとに目

標達成の可能性を事前に評価すること

イ ＩＴを活用した家電や設備などの省エネルギー化やテレワークなどによる業務の効率向上

によって，エネルギー消費を削減すること

ウ 情報リテラシの習得機会を増やしたり，情報通信機器や情報サービスが一層利用しやすい

環境を整備したりすること

エ 製品や食料品などの生産段階から最終消費段階又は廃棄段階までの全工程について，ＩＣ

タグを活用して流通情報を追跡可能にすること
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解答解説

ディジタルディバイト解消に関する問題である。

ディジタルディバイドは、パソコンやインターネットなどの情報技術を使いこなせる者と使

いこなせない者の間に生じる、待遇や貧富、機会の格差のことである。個人間の格差の他に、

国家間、地域間の格差を指す場合もある。若者や高学歴者、高所得者などが情報技術を活用し

てますます高収入や雇用を手にする一方、コンピュータを使いこなせない高齢者や貧困のため

情報機器を入手できない人々は、より一層困難な状況に追い込まれる。いわば、情報技術が社

会的な格差を拡大、固定化する現象がデジタルディバイドである。

情報リテラシの習得機会を増やしたり、情報通信機器や情報サービスが一層利用しやすい環

境を整備したりすることはディジタルディバイトの解消の対策になる。求める答えはウとなる。

例題演習

企業の様々な活動を介して得られた大量のデータを整理・統合して蓄積しておき，意思決定

支援などに利用するものはどれか。

ア データアドミニストレーション イ データウェアハウス

ウ データディクショナリ エ データマッピング

解答解説

データウェアハウスに関する問題である。

アのデータアドミニストレーションはデータを管理することである。

イのデータウェアハウスは意思決定支援のための全社規模で発生する大量のデータを蓄積し

たデータベースである。全社に関連するデータを統一的に管理する。求める答えはイとなる。

ウのデータディクショナリはデータの性質などの定義を保存する辞書で、構造化分析で、デ

ータフローやファイルに対応して、そのデータの構造をより詳しく定義する。データの属性な

どデータに関する情報を登録して辞書を作成し管理する。

エのデータマッピングは、2つの異なるデータを関連づけることである。

例題演習

大量に蓄積されたデータから，ビジネスなどに有効な情報を統計学的手法などを用いて新た

に見つけ出すプロセスはどれか。

ア データウェアハウス イ データディクショナリ

ウ データマイニング エ メタデータ

解答解説

データマイニングに関する問題である。

アのデータウェアハウスは意思決定を支援するため、全社規模で発生する大量のデータを蓄

積したデータベースである。全社に関連するデータを統一的に管理する。

イのデータディクショナリはデータの性質などの定義を保存する辞書で、構造化分析で、デ
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ータフローやファイルに対応して、そのデータの構造をより詳しく定義する。データの属性な

どデータに関する情報を登録して辞書を作成し管理する。

ウのデータマイニングはデータウェアハウスなどに蓄積されている膨大な量のデータを、統

計的、数学的手法で分析し、データの中に隠れている有用な規則性や因果関係を見出す技術で

ある。経営やマーケッティング分野で使用されている。

エのメタデータはデータ定義言語で定義されたデータの名前、データ構造、データの属性、

データ抽出時の履歴などの情報である。

例題演習

データマイニングの説明として，適切なものはどれか。

ア 大量のデータを高速に検索するための並行的アクセス手法

イ 大量のデータを統計的，数学的手法で分析し，法則や因果関係を見つけ出す技術

ウ 販売実績や製造実績などの時系列データを大量に蓄積するデータベースの保存手法

エ ユーザの利用日的に合わせて，部門別のデータベースを作成する技術

解答解説

データマイニングに関する問題である。

データマイニングはデータウェアハウスなどに蓄積されている膨大な量のデータを分析し、

データの中に隠れている有用な規則性を見出すことである。経営やマーケッティング分野で使

用されている。

データウェアハウスは意思決定を支援するため、全社規模で発生する大量のデータを蓄積し

たデータベースである。全社に関連するデータを統一的に管理する。

データマートはデータウェアハウスから利用者の目的に合わせて抽出し、利用者が扱いやす

いようにデータの要約化などの加工を施したデータベースである。

アは多バージョンデータベースで、各データに対して、新しい書き込み、古い書き込みの値

を残しておき、複数の可能な値の中から適当なものを選んで読み出すことができるものである。

イの大量のデータを統計的、数学的手法で分析し、法則や因果関係を見つけ出すのがデータ

マイニングである。求める答はイとなる。

ウはデータウェアハウス、エはデータマートである。

例題演習

データウェアハウスを稼働させたが，一向に利用されない。ヒアリングの結果，利用者のス

キルレベルが予想より低いという結論に達した。利用促進のための改善策として，適切なもの

はどれか。

ア 管理職を通じて利用を促進するように通知を出す。

イ データ抽出や分析パターンに応じたテンプレートを標準として用意する。

ウ データをよりリアルタイムに提供し，データの精度を向上させる。

エ 利用者から要求されていると思われる情報を更に追加する。
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解答解説

データウェアハウスに関する問題である。

データウェアハウスは、意志決定を支援するため、全社規模で発生する大量データを蓄積し

たデータベースである。特定の業務を対象として構築されたデータベースではなく、全社に関

連するデータを統一的に管理する。

データマートは、データウェアハウスから利用者の目的に合わせて抽出し、利用者が扱いや

すいようにデータの要約化などの加工を施した小規模なデータベースである。

データマイニングは、データウェアハウスの膨大な量のデータを分析し、有用な規則性を見

出すことである。

データウェアハウスを利用してデータマイニングを効率的に行うには、データ抽出や分析パ

ターンに応じたテンプレートを標準的に用意する改善策が必要になる。求める答えはイとなる。

例題演習

企画提案書の作成に関して、適切な記述はどれか。

ア 企画提案書は、自分の主張を相手に伝えるものであるから、できるだけ主観的に記述する

のがよい。

イ 図解は誤解を招きやすいので、文章主体の構成にして、図やグラフなどは補助的に使用す

るのがよい。

ウ 提案内容を相手に理解してもらうためには、裏付けになるデータや事例を示しながら、具

体的に記述するのがよい。

エ 本文を“です”調で構成する場合は、箇条書き部分も“です”調にするのがよい。

解答解説

企画提案書作成に関する問題である。

アは主観的でなく客観的に記述するのがよい。

イは可能な限り図解を併用すべきである。

ウの裏付けデータや事例を用いて、具体的に記述するが適切である。求める答えはウとなる。

エは、箇条書き部分は“です”調では書かない。

例題演習

ソフトウェアの仕様書やマニュアルなどの技術的文書を、分かりやすくするための工夫とし

て、適切なものはどれか。

ア 絶えずビジュアル表現化を検討しながら作成する。

イ 事実と意見とを区別して、分かりやすい個性的な文章で書く。

ウ 主語や述語、修飾語の順序に気をつける。

エ 誤りや不正確な表現を避けるために、詳しく繰り返した説明をこころがける。
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解答解説

技術文書を分かりやすくするための工夫に関する問題である。

文章を書くときの留意しておくべきものとして次のものがある。

① 受身形を避ける。

② はっきり言い切る。

③ 修飾語の位置に気をつける。

④ 焦点の言葉を目立たせる。

⑤ 上手な接続詞。

⑥ 正確に言葉を選ぶ。

⑦ ビジュアル表現を利用する。

⑧ 外来語の表記法等がある。

アのビジュアル表現は文章を分かりやすくし、全体イメージを与え印象を強めるために必要

であるが、検討しながら作成するのではなく文章を書く前に準備しておくことが重要である。

イの個性的な表現は自己表現型の文章では一般的にはよいとされているが、情報伝達型の文

章では正しく理解されることが重要であり、読者にとって分かりやすい文章であることが欠か

せない条件である。

ウの主語や述語、修飾語の順序に気をつけるは適切な記述である。求める答えはウとなる。

エの詳しく繰り返した説明ではなく正確なことばで、簡潔な文章、明快な文章ではっきり言

い切ることが重要である。

例題演習

ソフトウェアの利用者マニュアルを次の構成で執筆するとき、チュートリアル(導入手引編)

の内容として、適切なものはどれか。

序文

始めるに当たって

チュートリアル(導入手引編)

リファレンス(参照ガイド編)

付録

用語解説

索引

ア このソフトウェア独特の用語、専門的なコンピュータ用語について説明する。

イ このソフトウェアの使い方について、知りたい内容が記載されている箇所を見つけやすい

ように整理し、その内容を詳細に説明する。

ウ このソフトウェアを使うために知っておくべき基本的な考え方と操作手順を、例題などを

使って一通り説明する。

エ マニュアルの使い方、ソフトウェアの概略と特徴、必要機器などについて説明する。
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解答解説

チュートリアルの内容に関する問題である。

チュートリアルとは導入手引書で、新しいシステムやソフトウェアをはじめて使用するとき

に、ハードウェアやソフトウェアの使い方を教える教材である。

アプリケーションソフトウェアにはヘルプファイルと同じような使い方で操作方法を説明す

るチュートリアル機能を備えたものが多い。

アの内容は初心者がはじめて導入手引書を読む場合を考えると、専門用語を使用して専門的

な内容を説明することは適切でない。

イの知りたい内容を詳細に説明することは、導入手引書では必要ない。

ウの基本的な考え方と操作手順を例題を使って説明するという記述内容が適切である。求め

る答えはウとなる。

エのマニュアルの使い方、ソフトウェアの概略と特徴などは、ヘルプで記載する内容であり、

チュートリアルの対象ではない。

例題演習

図は，業務改善の進め方を六つのステップに分解したものである。Ａ～Ｄのそれぞれにはア

～エに示す活動のいずれかが対応するとした場合、Ｃに該当する活動はどれか。

ア 改善案の策定 イ 改善案の評価

ウ 改善目標の設定 エ 問題の把握

解答解説

業務改善の進め方に関する問題である。

その手順は、改善目標の確認→ⓐ問題の把握→ⓑ改善目標の設定→ⓒ改善案の策定→ⓓ改善

案の評価→実施と効果の確認の手順になる。従って、Ｃは改善案の策定となり、求める答えは

アとなる。


